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ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

（清　市）
（　亨　）
（哲　也）
（　健　）
（　貢　）
（　剛　）
（　満　）
（今井信子）
（　準　）
（千枝子）
（ぎ　ん）
（三宅ひかる）　

大　坂
西野牧
東　町
市ノ萱
大　東
西野牧
下青倉
本　宿
大　東
栗　山
吉　崎
下小坂

神戸　武
佐藤ツル子
黒澤　英一
神宮　富三
田中　愛子
佐藤　高
工藤　佐一
神戸　守雄
今井　幸子
今井　清二
神戸　弘
市川　祐信

5月届出分〈敬称略・順不同〉

月
7

の
納
税

未
納
の
税
金
が
あ
り
ま
し
た
ら

土
日
祝
祭
日
も
役
場
で
納
税
が

で
き
ま
す
。

日
直
者
が
午
前
８
時
３０
分
〜
午

後
５
時
ま
で
対
応
し
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
納
付
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
コ
ン
ビ
ニエ
ン
ス
ス
ト
ア
等
で
納

付
で
き
ま
す
。

※
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
字
さ

れ
て
い
る
納
付
書
は
、e
L
-Q
R

対
応
金
融
機
関
及
び
各
種
ス
マ
ホ

ア
プ
リ
で
納
付
で
き
ま
す
。納
付

方
法
は
地
方
税
共
同
機
構
H
P

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

１０
日（
金
）・
17
日（
金
）・
30
日

（
木
）で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
等

に
よ
り
、順
次
支
払
い
ま
す
。請

求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

10
日（
月
）・
20
日（
木
）・
28
日

（
金
）の
予
定
で
す
。

　ま
だ
納
税
し
て
い
な
い
方
は
、

役
場
会
計
課
で
も
納
付
で
き
事

務
費
が
町
に
入
金
に
な
り
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

県
自
動
車
税
の
納
税
は

お
済
み
で
す
か
？

固
定
資
産
税
２
期

国
民
健
康
保
険
税
1
期

介
護
保
険
料
1
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
1
期

納
期
限
は
７
月
３１
日（
金
）で
す

7
月
の
支
払
日

8
月
の
支
払
日

人と町を結ぶ情報紙

伝統文化披露公演～伝承の技、次世代へ～
５月３１日（日）文化ホール

本年初参加『中小坂野栗神社/獅子舞』

- 広報しもにた -
shimonita

No 843

7
2026

有
料
広
告

有
料
広
告

有
料
広
告

有
料
広
告

下仁田町商業協同組合

世界遺産 荒船風穴
祝 来場者 １５万人達成！
世界遺産 荒船風穴
祝 来場者 １５万人達成！

恵比寿屋恵比寿屋

㈱KFE（金井
ファームズe）

TEL 0274-82-3200

〒370-2624 群馬県下仁田町大字東野牧2779
TEL 0274(84)3333 FAX 0274(84)2253

Jun.

好評販売中！！

好評販売中！！

岩の隙間から吹き出す冷風を飴に再現！
食べて感じる世界遺産体感キャンディ
岩の隙間から吹き出す冷風を飴に再現！
食べて感じる世界遺産体感キャンディ

人口
　男
　女
世帯

（　 7）
（　 9）
（　 2）
（　 3）

ー

ー

ー

ー
（　）内は前月比

5,811人
2,865人
2,946人

3,012世帯

転入   23人/  出生 1人
転出   16人/  死亡 15人

（6月1日現在）

（5月中）

クイーンニーナクイーンニーナ シャインマスカットシャインマスカット 巨峰巨峰

8月15日頃から9月末まで販売（発送承ります）

有
料
広
告

吉野屋吉野屋 ■営/9：00～18：30　休/日曜日■営/9：00～18：30　休/日曜日

～好評！！バーベキューセット～～好評！！バーベキューセット～7・8月限定7・8月限定
5人前5人前 4，800円4，800円
（味付け牛カルビ、豚肉味付、豚バラ塩、
豚ロース厚切、豚ホルモン）

下仁田町商業協同組合

TEL 0274-84-2408

※３日前までにご注文下さい。

その他、随時ご注文受付中、
お気軽にお問い合わせください。



行政情報行政情報

　
現
在
使
用
し
て
い
る
証
は
、
７

月
31
日
で
有
効
期
限
が
切
れ
ま

す
。
引
き
続
き
対
象
と
な
る
人
に

は
、
７
月
中
に
新
し
い
資
格
確
認

書
等
を
発
送
し
ま
す
の
で
、
８
月

１
日
か
ら
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
し
て

は
、
令
和
８
年
８
月
以
降
は
マ
イ

ナ
保
険
証
利
用
促
進
の
観
点
か

ら
、
年
齢
や
マ
イ
ナ
保
険
証
の
過

去
の
利
用
実
績
を
踏
ま
え
た
交
付

判
定
条
件
に
見
直
し
ま
し
た
。

※
希
望
者
に
は
資
格
確
認
書
等
を

「
簡
易
書
留
」
で
お
送
り
し
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
７
月
８
日

（
水
）
ま
で
に
国
保
係
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
資
格
確
認
書

●
対
象

　
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
う

ち
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
で

な
い
方

●
有
効
期
限
　
来
年
7
月
31
日
ま

で
（
ま
た
は
満
75
歳
に
な
る
前
日

ま
で
） 国

民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
・

福
祉
医
療
制
度
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
資
格
情
報
の
お
知

ら
せ

●
対
象
　
70
歳
以
上
の
国
民
健
康

保
険
加
入
者
の
う
ち
、
マ
イ
ナ
保

険
証
を
お
持
ち
の
方

●
有
効
期
限
　
来
年
７
月
31
日
ま

で
（
ま
た
は
満
75
歳
に
な
る
前
日

ま
で
）

※
70
歳
未
満
の
国
保
加
入
者
は
、

引
き
続
き
現
在
お
持
ち
の
「
資
格

情
報
の
お
知
ら
せ
」
を
ご
使
用
い

た
だ
け
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
資
格
確
認
書

　
マ
イ
ナ
保
険
証
で
資
格
確
認
が

で
き
な
い
人
が
、
医
療
機
関
等
の

窓
口
で
提
示
す
る
こ
と
で
保
険
診

療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た

め
の
も
の
で
、
従
来
の
被
保
険
者

証
と
同
様
の
内
容
お
よ
び
様
式
で

す
。
令
和
８
年
度
交
付
す
る
資
格

確
認
書
の
色
は
「
青
色
」
で
す
。

●
対
象
（
年
齢
判
定
基
準
日
令
和

８
年
８
月
１
日
）

■
85
歳
以
上
の
被
保
険
者

■
84
歳
以
下
の
被
保
険
者
の
中
で

・
令
和
８
年
６
月
12
日
現
在
、
マ

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
事

前
に
申
込
み
を
す
る
と
健
康
保
険

証
と
し
て
も
使
え
ま
す
。
マ
イ
ナ

保
険
証
で
は
、
医
療
機
関
窓
口
で

の
資
格
確
認
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ

た
り
、
高
齢
受
給
者
証
や
限
度
額

適
用
認
定
証
な
ど
の
持
参
が
不
要

に
な
っ
た
り
、
ご
本
人
の
同
意
で

特
定
健
診
結
果
や
過
去
の
薬
の
処

方
歴
を
医
師
や
薬
剤
師
と
共
有
で

き
、
よ
り
き
め
細
か
い
診
療
や
服

薬
管
理
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康

保
険
証
と
し
て
利
用
す
る
た
め
の

申
込
み
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
）
、
パ
ソ
コ
ン

（
＋
I
C
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
）
、

セ
ブ
ン
銀
行
の
A
T
M
、
医
療
機

関
等
の
顔
認
証
付
き
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
な
ど
で
で
き
ま
す
。

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル

☎
0
1
2
0―

95―

0
1
7
8

（
無
料
）

○
受
付
時
間

・
平
日
　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後

８
時

・
土
日
祝
　
午
前
9
時
30
分
〜
午

後
５
時
30
分
（
年
末
年
始
を
除
く
）

●
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
国
保
係

☎
64―

8
8
0
1

マ
イ
ナ
保
険
証
に

つ
い
て

イ
ナ
保
険
証
を
保
有
し
て
い
な
い

方・
令
和
８
年
６
月
12
日
現
在
、
資

格
確
認
書
の
継
続
交
付
申
請
が
お

済
み
の
方

・
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
回
数
が

令
和
７
年
５
月
か
ら
令
和
８
年
４

月
の
間
で
６
回
未
満
の
方

・
マ
イ
ナ
保
険
証
を
令
和
８
年
２

月
か
ら
令
和
８
年
４
月
の
間
で
利

用
し
て
い
な
い
方

後
期
高
齢
者
医
療
資
格
情
報
の
お

知
ら
せ

　
マ
イ
ナ
保
険
証
の
保
有
者
が
自

身
の
被
保
険
者
資
格
等
の
簡
易
把

握
と
マ
イ
ナ
保
険
証
に
対
応
し
て

い
な
い
医
療
機
関
等
で
受
診
す
る

際
に
マ
イ
ナ
保
険
証
と
併
せ
て
ご

利
用
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
の
色
は

「
白
色
」
で
す
。
様
式
は
Ａ
４
サ

イ
ズ
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

と
一
緒
に
携
帯
し
や
す
い
よ
う
右

下
部
に
切
り
取
り
線
を
施
し
て
お

り
ま
す
。

●
対
象
（
年
齢
判
定
基
準
日
令
和

８
年
８
月
１
日
）

■
資
格
確
認
書
の
交
付
対
象
者
以

外
の
被
保
険
者

限
度
額
適
用
認
定
証
に
つ
い
て

・
長
期
入
院
該
当
に
よ
る
食
事
代

７
月
中
に
資
格
確
認
書
・
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
・

受
給
資
格
者
証
を
郵
送
し
ま
す

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

の
普
通
徴
収
対
象
者
に
、
保
険
料

額
決
定
通
知
書
を
７
月
中
に
発
送

し
ま
す
。
普
通
徴
収
の
第
１
期
の

納
期
限
は
７
月
31
日
（
金
）
で

す
。
今
年
度
、
新
た
に
75
歳
に
な

る
方
は
、
国
保
税
な
ど
を
口
座
振

替
で
納
付
し
て
い
て
も
、
金
融
機

関
で
新
た
に
口
座
振
替
の
申
込
み

が
必
要
で
す
。
な
お
、
特
別
徴
収

（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）
対
象
者

に
は
、
保
険
料
額
決
定
通
知
書
を

９
月
中
に
発
送
予
定
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
国
保
係  

☎
64―

8
8
0
1

後
期
高
齢
者
医
療
の

保
険
料
額
決
定
通
知

書
を
郵
送
し
ま
す

下
仁
田
町
物
価
高
騰
対
応

商
品
券
の
使
用
期
限
は

７
月
31
日（
金
）ま
で
で
す

　
今
年
３
月
に
簡
易
書
留
に
て
お

配
り
し
た
下
仁
田
町
物
価
高
騰

対
応
商
品
券
は
７
月
３１
日（
金
）

が
使
用
期
限
で
す
。期
限
を
過
ぎ

た
商
品
券
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

お
早
め
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

商
工
観
光
課
商
工
観
光
係

☎
64―

８
８
０
５

の
減
額
を
受
け
る
た
め
に
は
、
国

保
係
へ
申
請
が
必
要
で
す
。

・
限
度
額
適
用
認
定
証
の
申
請
は

基
本
的
に
不
要
で
す
。
医
療
機
関

で
限
度
額
適
用
認
定
証
を
求
め
ら

れ
る
ケ
ー
ス
は
、
医
療
機
関
が
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
に
対
応
し
て

い
な
い
場
合
な
ど
で
す
。

福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者
証
（
ひ

と
り
親
家
庭
）

●
対
象
　19
歳
未
満
の
子
ど
も
が

い
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
人

●
有
効
期
限
　
来
年
７
月
31
日
ま
で

福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者
証
（
重
度

心
身
障
害
者
・
高
齢
重
度
障
害
者
）

●
対
象
　心
身
に
障
害
の
あ
る
人

で
、
一
定
の
所
得
が
な
い
人

●
有
効
期
限
　
来
年
７
月
31
日
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
国
保
係

☎
64―

8
8
0
1

国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
猶
予
制
度
の
お
知
ら
せ

　
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
方
は
国
民
年
金
の
加
入
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
保
険
料
の
納
付
を
お
忘
れ
の
状
態
で
不
慮
の
事
態
が
発
生
す
る
と
、
障

害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
経
済
的
な
理
由
等
で
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合
、

保
険
料
の
納
付
が
免
除
や
猶
予
と
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

●
申
請
免
除
制
度

　
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
前
年
所
得
が
一
定
の
基
準
以
下
の
場
合
、

所
得
額
に
応
じ
て
保
険
料
の
納
付
が
段
階
的
に
免
除
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
一
部
免
除
の
場
合
は
残
り
の
保
険
料
を
納
め
な
い
と
未
納
と

同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
。

　
今
年
度
の
免
除
期
間
は
令
和
８
年
７
月
か
ら
令
和
９
年
６
月
ま
で
で

す
。

●
納
付
猶
予
制
度

　
本
人
が
50
歳
未
満
で
、
世
帯
主
に
関
係
な
く
本
人
・
配
偶
者
の
前
年
所

得
が
一
定
の
基
準
以
下
の
場
合
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
度
の
猶
予
期
間
は
令
和
８
年
７
月
か
ら
令
和
９
年
６
月
ま
で
で

す
。

●
学
生
納
付
特
例
制
度

　
本
人
が
学
生
で
、
前
年
所
得
が
一
定
の
基
準
以
下
の
場
合
、
学
生
期
間

中
の
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
度
の
猶
予
期
間
は
令
和
８
年
４
月
か
ら
令
和
９
年
３
月
ま
で
で

す
。

※

２
年
１
か
月
前
の
期
間
ま
で
遡
っ
て
免
除
等
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
　
☎
０
５
７
０―

０
５―

１
１
６
５

2広
報しもにた3 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）



行政情報行政情報

　
現
在
使
用
し
て
い
る
証
は
、
７

月
31
日
で
有
効
期
限
が
切
れ
ま

す
。
引
き
続
き
対
象
と
な
る
人
に

は
、
７
月
中
に
新
し
い
資
格
確
認

書
等
を
発
送
し
ま
す
の
で
、
８
月

１
日
か
ら
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
し
て

は
、
令
和
８
年
８
月
以
降
は
マ
イ

ナ
保
険
証
利
用
促
進
の
観
点
か

ら
、
年
齢
や
マ
イ
ナ
保
険
証
の
過

去
の
利
用
実
績
を
踏
ま
え
た
交
付

判
定
条
件
に
見
直
し
ま
し
た
。

※
希
望
者
に
は
資
格
確
認
書
等
を

「
簡
易
書
留
」
で
お
送
り
し
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
７
月
８
日

（
水
）
ま
で
に
国
保
係
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
資
格
確
認
書

●
対
象

　
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
う

ち
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
で

な
い
方

●
有
効
期
限
　
来
年
7
月
31
日
ま

で
（
ま
た
は
満
75
歳
に
な
る
前
日

ま
で
） 国

民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
・

福
祉
医
療
制
度
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
資
格
情
報
の
お
知

ら
せ

●
対
象
　
70
歳
以
上
の
国
民
健
康

保
険
加
入
者
の
う
ち
、
マ
イ
ナ
保

険
証
を
お
持
ち
の
方

●
有
効
期
限
　
来
年
７
月
31
日
ま

で
（
ま
た
は
満
75
歳
に
な
る
前
日

ま
で
）

※
70
歳
未
満
の
国
保
加
入
者
は
、

引
き
続
き
現
在
お
持
ち
の
「
資
格

情
報
の
お
知
ら
せ
」
を
ご
使
用
い

た
だ
け
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
資
格
確
認
書

　
マ
イ
ナ
保
険
証
で
資
格
確
認
が

で
き
な
い
人
が
、
医
療
機
関
等
の

窓
口
で
提
示
す
る
こ
と
で
保
険
診

療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た

め
の
も
の
で
、
従
来
の
被
保
険
者

証
と
同
様
の
内
容
お
よ
び
様
式
で

す
。
令
和
８
年
度
交
付
す
る
資
格

確
認
書
の
色
は
「
青
色
」
で
す
。

●
対
象
（
年
齢
判
定
基
準
日
令
和

８
年
８
月
１
日
）

■
85
歳
以
上
の
被
保
険
者

■
84
歳
以
下
の
被
保
険
者
の
中
で

・
令
和
８
年
６
月
12
日
現
在
、
マ

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
事

前
に
申
込
み
を
す
る
と
健
康
保
険

証
と
し
て
も
使
え
ま
す
。
マ
イ
ナ

保
険
証
で
は
、
医
療
機
関
窓
口
で

の
資
格
確
認
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ

た
り
、
高
齢
受
給
者
証
や
限
度
額

適
用
認
定
証
な
ど
の
持
参
が
不
要

に
な
っ
た
り
、
ご
本
人
の
同
意
で

特
定
健
診
結
果
や
過
去
の
薬
の
処

方
歴
を
医
師
や
薬
剤
師
と
共
有
で

き
、
よ
り
き
め
細
か
い
診
療
や
服

薬
管
理
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康

保
険
証
と
し
て
利
用
す
る
た
め
の

申
込
み
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
）
、
パ
ソ
コ
ン

（
＋
I
C
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
）
、

セ
ブ
ン
銀
行
の
A
T
M
、
医
療
機

関
等
の
顔
認
証
付
き
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
な
ど
で
で
き
ま
す
。

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル

☎
0
1
2
0―

95―

0
1
7
8

（
無
料
）

○
受
付
時
間

・
平
日
　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後

８
時

・
土
日
祝
　
午
前
9
時
30
分
〜
午

後
５
時
30
分
（
年
末
年
始
を
除
く
）

●
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
国
保
係

☎
64―

8
8
0
1

マ
イ
ナ
保
険
証
に

つ
い
て

イ
ナ
保
険
証
を
保
有
し
て
い
な
い

方・
令
和
８
年
６
月
12
日
現
在
、
資

格
確
認
書
の
継
続
交
付
申
請
が
お

済
み
の
方

・
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
回
数
が

令
和
７
年
５
月
か
ら
令
和
８
年
４

月
の
間
で
６
回
未
満
の
方

・
マ
イ
ナ
保
険
証
を
令
和
８
年
２

月
か
ら
令
和
８
年
４
月
の
間
で
利

用
し
て
い
な
い
方

後
期
高
齢
者
医
療
資
格
情
報
の
お

知
ら
せ

　
マ
イ
ナ
保
険
証
の
保
有
者
が
自

身
の
被
保
険
者
資
格
等
の
簡
易
把

握
と
マ
イ
ナ
保
険
証
に
対
応
し
て

い
な
い
医
療
機
関
等
で
受
診
す
る

際
に
マ
イ
ナ
保
険
証
と
併
せ
て
ご

利
用
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
の
色
は

「
白
色
」
で
す
。
様
式
は
Ａ
４
サ

イ
ズ
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

と
一
緒
に
携
帯
し
や
す
い
よ
う
右

下
部
に
切
り
取
り
線
を
施
し
て
お

り
ま
す
。

●
対
象
（
年
齢
判
定
基
準
日
令
和

８
年
８
月
１
日
）

■
資
格
確
認
書
の
交
付
対
象
者
以

外
の
被
保
険
者

限
度
額
適
用
認
定
証
に
つ
い
て

・
長
期
入
院
該
当
に
よ
る
食
事
代

７
月
中
に
資
格
確
認
書
・
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
・

受
給
資
格
者
証
を
郵
送
し
ま
す

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

の
普
通
徴
収
対
象
者
に
、
保
険
料

額
決
定
通
知
書
を
７
月
中
に
発
送

し
ま
す
。
普
通
徴
収
の
第
１
期
の

納
期
限
は
７
月
31
日
（
金
）
で

す
。
今
年
度
、
新
た
に
75
歳
に
な

る
方
は
、
国
保
税
な
ど
を
口
座
振

替
で
納
付
し
て
い
て
も
、
金
融
機

関
で
新
た
に
口
座
振
替
の
申
込
み

が
必
要
で
す
。
な
お
、
特
別
徴
収

（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）
対
象
者

に
は
、
保
険
料
額
決
定
通
知
書
を

９
月
中
に
発
送
予
定
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
国
保
係  

☎
64―

8
8
0
1

後
期
高
齢
者
医
療
の

保
険
料
額
決
定
通
知

書
を
郵
送
し
ま
す

下
仁
田
町
物
価
高
騰
対
応

商
品
券
の
使
用
期
限
は

７
月
31
日（
金
）ま
で
で
す

　
今
年
３
月
に
簡
易
書
留
に
て
お

配
り
し
た
下
仁
田
町
物
価
高
騰

対
応
商
品
券
は
７
月
３１
日（
金
）

が
使
用
期
限
で
す
。期
限
を
過
ぎ

た
商
品
券
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

お
早
め
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

商
工
観
光
課
商
工
観
光
係

☎
64―

８
８
０
５

の
減
額
を
受
け
る
た
め
に
は
、
国

保
係
へ
申
請
が
必
要
で
す
。

・
限
度
額
適
用
認
定
証
の
申
請
は

基
本
的
に
不
要
で
す
。
医
療
機
関

で
限
度
額
適
用
認
定
証
を
求
め
ら

れ
る
ケ
ー
ス
は
、
医
療
機
関
が
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
に
対
応
し
て

い
な
い
場
合
な
ど
で
す
。

福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者
証
（
ひ

と
り
親
家
庭
）

●
対
象
　19
歳
未
満
の
子
ど
も
が

い
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
人

●
有
効
期
限
　
来
年
７
月
31
日
ま
で

福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者
証
（
重
度

心
身
障
害
者
・
高
齢
重
度
障
害
者
）

●
対
象
　心
身
に
障
害
の
あ
る
人

で
、
一
定
の
所
得
が
な
い
人

●
有
効
期
限
　
来
年
７
月
31
日
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
国
保
係

☎
64―

8
8
0
1

国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
猶
予
制
度
の
お
知
ら
せ

　
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
方
は
国
民
年
金
の
加
入
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
保
険
料
の
納
付
を
お
忘
れ
の
状
態
で
不
慮
の
事
態
が
発
生
す
る
と
、
障

害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
経
済
的
な
理
由
等
で
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合
、

保
険
料
の
納
付
が
免
除
や
猶
予
と
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

●
申
請
免
除
制
度

　
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
前
年
所
得
が
一
定
の
基
準
以
下
の
場
合
、

所
得
額
に
応
じ
て
保
険
料
の
納
付
が
段
階
的
に
免
除
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
一
部
免
除
の
場
合
は
残
り
の
保
険
料
を
納
め
な
い
と
未
納
と

同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
。

　
今
年
度
の
免
除
期
間
は
令
和
８
年
７
月
か
ら
令
和
９
年
６
月
ま
で
で

す
。

●
納
付
猶
予
制
度

　
本
人
が
50
歳
未
満
で
、
世
帯
主
に
関
係
な
く
本
人
・
配
偶
者
の
前
年
所

得
が
一
定
の
基
準
以
下
の
場
合
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
度
の
猶
予
期
間
は
令
和
８
年
７
月
か
ら
令
和
９
年
６
月
ま
で
で

す
。

●
学
生
納
付
特
例
制
度

　
本
人
が
学
生
で
、
前
年
所
得
が
一
定
の
基
準
以
下
の
場
合
、
学
生
期
間

中
の
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
度
の
猶
予
期
間
は
令
和
８
年
４
月
か
ら
令
和
９
年
３
月
ま
で
で

す
。

※
２
年
１
か
月
前
の
期
間
ま
で
遡
っ
て
免
除
等
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
　
☎
０
５
７
０―

０
５―

１
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●子ども・子育て支援金制度とは
　「子ども・子育て支援金制度」とは、全ての世代や企業のみなさまから支援金を拠出いただき、
子育て世帯に対する給付の拡充を通じて、こどもや子育て世帯を社会全体で支える制度です。
支援金は児童手当の拡充や妊婦のための支援給付等の事業に充てられます。詳しくはこども
家庭庁のホームページをご覧ください。
　本制度は、令和 8 年度から令和 10 年度まで段階的に導入され、令和 10 年度以降も継
続して支援金を拠出していただきます。
●国保税の納税通知書を 7 月中に発送します
　国保税の納税義務者は世帯主です。世帯主が国民健康保険に加入していなくても、同一世帯に加入者がいれば、
世帯主の方に納税通知書が送られます。納期限までに納付をお願いします。
●問い合わせ先　住民税務課　税務係　☎82-2113（直通）

●所得の低い人の国保税の軽減措置が拡充されます
　世帯の前年中の総所得金額等が基準額を下回っている場合は、国保税の均等割額と平等割額が、所得額に
応じて 7 割・5 割・2 割軽減されます。この基準額を一部引き上げたため、5 割軽減と 2 割軽減の対象範囲
が拡充されました。
　ただし、国保加入者に所得未申告の方がいると軽減割合や所得区分が正しく判定されません。前年中に収入
がなかった方も、必ず申告をしてください。

（※2）納税義務者（世帯主）と被保険者と特定同一世帯所属者のうち、給与所得を有する者と公的年金等に係る所得を有す
る者の合計数。 

（※3）同じ世帯の中で国民健康保険の加入者から後期高齢者医療の加入者に移行した者（特定同一世帯所属者）も含める。 

（※1） 子ども分は「均等割額（1,200 円）」と「18 歳以上被保険者均等割額（100 円）」があります。また、18 歳未満被保
険者に対する子ども分の均等割額は全額軽減されます。

７割
５割
２割

軽減割合 基準額

　43万円＋10万円×（給与所得者等の数 (※2)－1）
　43万円＋31 万円×被保険者等の数 (※3)＋10万円×（給与所得者等の数 (※2)－1）
　43万円＋57 万円×被保険者等の数 (※3)＋10万円×（給与所得者等の数 (※2)－1）

　町では、税の公平性の観点から、滞納者の財産差し押さえ処分を実施しています。
　令和５年度～令和７年度の差し押さえ件数及び換価による税収等の額は下記のとおりです。

預　　金

年　　金

給　　与

生命保険

不 動 産

動　　産

そ の 他

合　　計

差し押さえ件数
差押物件

換価による税収等の額

令和7年度 令和7年度

799,027円

0円

159,495円

0円

0円

0円

812,750円

1,771,272円

令和5年度 令和6年度

542,051円

1,072,695円

620,161円

0円

0円

0円

703,900円

2,938,807円

992,553円

0円

806,969円

0円

0円

0円

458,708円

2,258,230円

37件

0件

7件

0件

1件

1件

6件

52件

令和6年度令和5年度

23件

2件

8件

0件

0件

0件

6件

39件

33件

0件

10件

0件

2件

0件

4件

49件

※その他：国税還付金、出資金、売掛金等

滞納者の財産差し押さえの実施状況

国民健康保険税の税率などが変わります
　国民健康保険は、加入者が納める国民健康保険税（国保税）と国・県・町の公費等を財源にして、医療費
や出産育児一時金、葬祭費等の保険給付を行う制度です。
　このたび、地方税法等の一部改正に伴い、国保税の賦課限度額等を改正いたしました。また、「子ども・子育て
支援金制度」の財源として、令和８年度から全ての公的医療保険の加入者から支援金を拠出いただくこととなりました。
　国保税は、制度の運営を支える貴重な財源です。安定的な運営のために、ご理解とご協力をお願いします。
●令和８年度からの税率、賦課限度額 

医療分
（医療保険分）

支援金分
（後期高齢者支援金分）

介護分（介護保険分）
※40歳以上 65歳未満の人

改正前 改正前 改正前改正後 改正後 改正後

6.65%

27,800 円

22,600 円

66 万円

2.97%

11,900 円

8,300 円

26 万円

2.51%

12,700 円

6,300 円

17 万円

6.65%

27,800 円

22,600 円

67 万円

2.97%

11,900 円

8,300 円

26 万円

2.51%

12,700 円

6,300 円

17 万円

子ども分
（子ども・子育て支援金分）

改正前 改正後

-

-

-

-

0.3%

800 円

3 万円

所得割額
（前年の所得に応じて課税）

均等割額
（加入者数に応じて課税）

平等割額
（世帯ごとに課税）

賦課限度額

1,200 円
100 円(※1)

こども家庭庁
ホームページ

「子ども・子育て
支援金制度に

ついて」

　
上
信
電
鉄
沿
線
地
域
交
通
リ
・

デ
ザ
イ
ン
推
進
協
議
会
※
で
は
、
沿

線
地
域
の
交
通
の
再
構
築
（
リ
・
デ

ザ
イ
ン
）
に
向
け
た
検
討
を
し
て
い

ま
す
。そ
こ
で
、
上
信
電
鉄
を
中
心

と
し
た
沿
線
地
域
の
公
共
交
通
の

あ
り
方
や
課
題
解
決
に
向
け
た
具

体
的
な
実
施
方
策
に
つ
い
て
議
論
す

る
地
域
懇
談
会
の
第
３
回
目
を
開

催
し
ま
す
。

　
第
３
回
で
は
、上
信
電
鉄
沿
線
地

域
の
公
共
交
通
を
今
よ
り
も
っ
と
使

い
や
す
く
す
る
た
め
の
改
善
策
に
つ

い
て
話
し
合
って
い
き
ま
す
！

※
県
･
沿
線
市
町
村
･
鉄
道
事
業

者
･
交
通
事
業
者
･
利
用
者
･

関
係
団
体
等
に
よ
り
構
成
さ
れ

る
法
定
協
議
会

●
参
加
要
件

○
上
信
電
鉄
沿
線
に
在
住
又
は
通

学
・
通
勤
の
方
が
対
象
で
す
。

○
お
住
ま
い
や
通
学
・
通
勤
先
の
エ

リ
ア
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
３
エ
リ
ア
で
開
催
し
ま
す
が
２
エ
リ

ア
以
上
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
）

第
３
回 

上
信
電
鉄
を
中
心
と
し
た
沿
線
地
域
の

公
共
交
通
の
あ
り
方
に
関
す
る
地
域
懇
談
会

第
３
回
懇
談
会

〈
下
仁
田
・
南
牧
エ
リ
ア
〉

●
日
時

2
0
2
6
年
７
月
21
日（
火
）

午
後
３
時
〜
５
時

●
会
場

下
仁
田
町
役
場
　
２
０
１
会
議
室

●
申
込
期
日

７
月
10
日（
金
）　
午
後
５
時
ま
で

●
定
員
　
20
名（
先
着
）

●
備
考

○
懇
談
会
は
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
形
式

で
実
施
し
ま
す
。

○
懇
談
会
の
様
子
（
写
真
等
）
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

●
参
加
申
込

　
申
込
用
二
次
元
コ
ー
ド
ま
た
は
左

記
U
R
L
よ
り
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。　

●
申
込
用
U
R
L

https://form
s.cloud.m

icros
oft/r/kw

KJer02yH
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●子ども・子育て支援金制度とは
　「子ども・子育て支援金制度」とは、全ての世代や企業のみなさまから支援金を拠出いただき、
子育て世帯に対する給付の拡充を通じて、こどもや子育て世帯を社会全体で支える制度です。
支援金は児童手当の拡充や妊婦のための支援給付等の事業に充てられます。詳しくはこども
家庭庁のホームページをご覧ください。
　本制度は、令和 8 年度から令和 10 年度まで段階的に導入され、令和 10 年度以降も継
続して支援金を拠出していただきます。
●国保税の納税通知書を 7 月中に発送します
　国保税の納税義務者は世帯主です。世帯主が国民健康保険に加入していなくても、同一世帯に加入者がいれば、
世帯主の方に納税通知書が送られます。納期限までに納付をお願いします。
●問い合わせ先　住民税務課　税務係　☎82-2113（直通）

●所得の低い人の国保税の軽減措置が拡充されます
　世帯の前年中の総所得金額等が基準額を下回っている場合は、国保税の均等割額と平等割額が、所得額に
応じて 7 割・5 割・2 割軽減されます。この基準額を一部引き上げたため、5 割軽減と 2 割軽減の対象範囲
が拡充されました。
　ただし、国保加入者に所得未申告の方がいると軽減割合や所得区分が正しく判定されません。前年中に収入
がなかった方も、必ず申告をしてください。

（※2）納税義務者（世帯主）と被保険者と特定同一世帯所属者のうち、給与所得を有する者と公的年金等に係る所得を有す
る者の合計数。 

（※3）同じ世帯の中で国民健康保険の加入者から後期高齢者医療の加入者に移行した者（特定同一世帯所属者）も含める。 

（※1） 子ども分は「均等割額（1,200 円）」と「18 歳以上被保険者均等割額（100 円）」があります。また、18 歳未満被保
険者に対する子ども分の均等割額は全額軽減されます。

７割
５割
２割

軽減割合 基準額

　43万円＋10万円×（給与所得者等の数 (※2)－1）
　43万円＋31 万円×被保険者等の数 (※3)＋10万円×（給与所得者等の数 (※2)－1）
　43万円＋57 万円×被保険者等の数 (※3)＋10万円×（給与所得者等の数 (※2)－1）

　町では、税の公平性の観点から、滞納者の財産差し押さえ処分を実施しています。
　令和５年度～令和７年度の差し押さえ件数及び換価による税収等の額は下記のとおりです。

預　　金

年　　金

給　　与

生命保険

不 動 産

動　　産

そ の 他

合　　計

差し押さえ件数
差押物件

換価による税収等の額

令和7年度 令和7年度

799,027円

0円

159,495円

0円

0円

0円

812,750円

1,771,272円

令和5年度 令和6年度

542,051円

1,072,695円

620,161円

0円

0円

0円

703,900円

2,938,807円

992,553円

0円

806,969円

0円

0円

0円

458,708円

2,258,230円

37件

0件

7件

0件

1件

1件

6件

52件

令和6年度令和5年度

23件

2件

8件

0件

0件

0件

6件

39件

33件

0件

10件

0件

2件

0件

4件

49件

※その他：国税還付金、出資金、売掛金等

滞納者の財産差し押さえの実施状況

国民健康保険税の税率などが変わります
　国民健康保険は、加入者が納める国民健康保険税（国保税）と国・県・町の公費等を財源にして、医療費
や出産育児一時金、葬祭費等の保険給付を行う制度です。
　このたび、地方税法等の一部改正に伴い、国保税の賦課限度額等を改正いたしました。また、「子ども・子育て
支援金制度」の財源として、令和８年度から全ての公的医療保険の加入者から支援金を拠出いただくこととなりました。
　国保税は、制度の運営を支える貴重な財源です。安定的な運営のために、ご理解とご協力をお願いします。
●令和８年度からの税率、賦課限度額 

医療分
（医療保険分）

支援金分
（後期高齢者支援金分）

介護分（介護保険分）
※40歳以上 65歳未満の人

改正前 改正前 改正前改正後 改正後 改正後

6.65%

27,800 円

22,600 円

66 万円

2.97%

11,900 円

8,300 円

26 万円

2.51%

12,700 円

6,300 円

17 万円

6.65%

27,800 円

22,600 円

67 万円

2.97%

11,900 円

8,300 円

26 万円

2.51%

12,700 円

6,300 円

17 万円

子ども分
（子ども・子育て支援金分）

改正前 改正後

-

-

-

-

0.3%

800 円

3 万円

所得割額
（前年の所得に応じて課税）

均等割額
（加入者数に応じて課税）

平等割額
（世帯ごとに課税）

賦課限度額

1,200 円
100 円(※1)

こども家庭庁
ホームページ

「子ども・子育て
支援金制度に

ついて」

　
上
信
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鉄
沿
線
地
域
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通
リ
・

デ
ザ
イ
ン
推
進
協
議
会
※
で
は
、
沿

線
地
域
の
交
通
の
再
構
築
（
リ
・
デ

ザ
イ
ン
）
に
向
け
た
検
討
を
し
て
い

ま
す
。そ
こ
で
、
上
信
電
鉄
を
中
心

と
し
た
沿
線
地
域
の
公
共
交
通
の

あ
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方
や
課
題
解
決
に
向
け
た
具
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的
な
実
施
方
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に
つ
い
て
議
論
す

る
地
域
懇
談
会
の
第
３
回
目
を
開

催
し
ま
す
。

　
第
３
回
で
は
、上
信
電
鉄
沿
線
地

域
の
公
共
交
通
を
今
よ
り
も
っ
と
使

い
や
す
く
す
る
た
め
の
改
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策
に
つ

い
て
話
し
合
って
い
き
ま
す
！

※
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･
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線
市
町
村
･
鉄
道
事
業

者
･
交
通
事
業
者
･
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用
者
･
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体
等
に
よ
り
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成
さ
れ

る
法
定
協
議
会
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加
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○
上
信
電
鉄
沿
線
に
在
住
又
は
通

学
・
通
勤
の
方
が
対
象
で
す
。

○
お
住
ま
い
や
通
学
・
通
勤
先
の
エ

リ
ア
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
３
エ
リ
ア
で
開
催
し
ま
す
が
２
エ
リ

ア
以
上
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
）
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３
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を
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と
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た
沿
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の

公
共
交
通
の
あ
り
方
に
関
す
る
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域
懇
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会

第
３
回
懇
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会
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下
仁
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・
南
牧
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〉
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時

2
0
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７
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21
日（
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）

午
後
３
時
〜
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時

●
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場

下
仁
田
町
役
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２
０
１
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議
室

●
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期
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７
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10
日（
金
）　
午
後
５
時
ま
で

●
定
員
　
20
名（
先
着
）

●
備
考

○
懇
談
会
は
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
形
式

で
実
施
し
ま
す
。

○
懇
談
会
の
様
子
（
写
真
等
）
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
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申
込
用
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元
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よ
り
お
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み
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下
仁
田
町
職
員
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す

　
町
で
は
令
和
９
年
４
月
に
採
用
す

る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
町
職
員
採
用
試
験
は
、群
馬
県
町

村
会
に
委
託
し
て
実
施
す
る
第
１
次

試
験【
統一試
験
】と
、町
で
実
施
す
る

第
２
次
試
験
と
な
り
ま
す
。

　
受
験
希
望
者
は
、試
験
申
込
用
紙

を
下
仁
田
町
役
場
総
務
課
か
ら
取
り

寄
せ
、受
験
の
申
込
を
し
て
く
だ
さ

い
。

●
受
験
資
格

①
平
成
９
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
方
で
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等

学
校
以
上
を
卒
業
し
た
方
又
は
令
和

９
年
３
月
卒
業（
高
等
学
校
等
）見
込

み
の
方

●
試
験
の
方
法

○
第
１
次
試
験

適
性
検
査
及
び
教
養
試
験

○
第
２
次
試
験

作
文
試
験・口
述
試
験

※
受
験
資
格
及
び
試
験
内
容
の
詳
細

は
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

●
試
験
日・試
験
場
所

第
１
次
試
験
　
９
月
20
日（
日
）

下
仁
田
町
役
場
会
議
室

第
２
次
試
験
　
10
月
中
旬
　

●
採
用
人
数
　
若
干
名

●
受
付
期
間

７
月
１
日（
水
）〜
８
月
14
日（
金
）ま

で（
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
ま
で
※
土
日
祝
日
を
除
く
）郵
送

の
場
合
は
８
月
14
日
消
印
有
効

●
申
込・問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
人
事
給
与
係（
内
線
５
０
４
）

保
健
師
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す

（
令
和
９
年
１
月
１
日
採
用
及
び
令
和
9
年
4
月
1
日
採
用
）

●
募
集
区
分

保
健
師
資
格
保
持
者
及
び
令
和
９
年

３
月
末
ま
で
に
前
記
資
格
取
得
見
込

み
の
者

●
採
用
予
定
数
　
若
干
名

●
採
用
予
定
日

令
和
９
年
１
月
１
日（
有
資
格
者
）

令
和
９
年
４
月
１
日（
資
格
取
得
見

込
み
者
含
む
）

●
受
験
資
格

①
令
和
９
年
４
月
１
日
現
在
で
、年

齢
が
３５
歳
未
満
の
者

②
保
健
師
資
格
保
持
者
及
び
令
和
９

年
３
月
末
ま
で
に
前
記
資
格
取
得
見

込
み
の
者

③
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
者

●
採
用
試
験

①
日
時

令
和
８
年
８
月
２６
日（
水
）

②
会
場

下
仁
田
町
役
場
２
階

２
０
１・２
０
２
会
議
室

③
試
験

作
文
試
験・口
述
試
験

※
受
験
資
格
及
び
試
験
内
容
の
詳
細

は
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
募
集
要
項
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

●
合
格
者
の
発
表

合
格
者
の
発
表
は
、９
月
上
旬（
予

定
）に
通
知
し
ま
す
。

●
受
験
手
続
及
び
受
付
期
間

①
申
込

履
歴
書・職
務
経
歴
書
を
持
参
及
び

郵
送
で
提
出

②
受
験
申
込
先

下
仁
田
町
役
場
総
務
課
人
事
給
与
係

③
受
付
期
間

令
和
８
年
７
月
１
日（
水
）か
ら
令
和

８
年
８
月
１４
日（
金
）ま
で

④
受
付
時
間

午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後
５
時
１５
分

ま
で
※
土
日
祝
日
を
除
く

●
申
込・問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
人
事
給
与
係（
内
線
５
０
４
）

小
坂
防
災
研
修
施
設

　
地
元
住
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
、令
和
８
年
７
月
１

日
か
ら
小
坂
防
災
研
修
施
設
の
運
用

が
開
始
と
な
り
、７
月
９
日
に
は
、開

設
式
と
見
学
会
を
執
り
行
う
運
び
と

な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
は
、旧
小
坂
社
会
体
育

館
の
跡
地
に
建
設
さ
れ
た
小
坂
地
区

の
避
難
所
と
し
て
使
用
さ
れ
る
ほ
か
、

地
区
等
の
会
議
な
ど
に
も
使
用
い
た

だ
け
ま
す
。

●
見
学
会

○
日
時

７
月
９
日（
木
）

午
前
１０
時
〜
正
午
ま
で

※
お
越
し
の
際
は
、小
坂
防
災
研
修

施
設
西
側（
旧
体
育
館
側
）を
出
入
口

に
施
設
前
の
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
地
域
安
全
係

☎
６４
―
8
8
0
0

甘
楽
西
部
環
境
衛
生
施
設
組
合

臨
時
職
員（
会
計
年
度
任
用
職
員
）を
募
集
し
ま
す

　
当
組
合
で
は
、令
和
８
年
９
月
１

日
付
け
採
用
予
定
の
臨
時
職
員
を
募

集
し
ま
す
。採
用
試
験
等
、詳
細
は
次

の
と
お
り
で
す
。

●
受
験
資
格

・
高
校
卒
業
程
度
以
上
、普
通
自
動

車
運
転
免
許
を
有
す
る
こ
と

●
試
験
内
容
　・
面
接
に
よ
る

●
試
験
日

・
日
時

令
和
８
年
８
月
中
旬
を
予
定

・
場
所
　
下
仁
田
町
役
場

●
受
付
期
間

・
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、写
真
を
添
付

・
７
月
１
日（
水
）か
ら
７
月
２4
日（

金
）ま
で

午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後
５
時
１５
分

ま
で（
土・日・祝
日
を
除
く
）

●
そ
の
他

●
申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
先

甘
楽
西
部
環
境
衛
生
施
設
組
合
事

務
局
　
☎
６４
―
８
８
１
１

一
緒
に
曼
珠
沙
華
を

植
え
ま
せ
ん
か

　
荒
船
風
穴
の
周
辺
に
曼
珠
沙
華
の

植
栽
を
し
ま
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

●
日
時
　
７
月
１０
日（
金
）

午
前
７
時
３０
分

●
持
ち
物

作
業
用
手
袋
、ス
コッ
プ
、長
靴

●
場
所
　
荒
船
風
穴
広
場
周
辺

※
乗
り
合
わ
せ
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

教
育
課
文
化
財
保
護
係（
歴
史
館
）

☎
82
―
５
３
４
５
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下
仁
田
町
職
員
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す

　
町
で
は
令
和
９
年
４
月
に
採
用
す

る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
町
職
員
採
用
試
験
は
、群
馬
県
町

村
会
に
委
託
し
て
実
施
す
る
第
１
次

試
験【
統一試
験
】と
、町
で
実
施
す
る

第
２
次
試
験
と
な
り
ま
す
。

　
受
験
希
望
者
は
、試
験
申
込
用
紙

を
下
仁
田
町
役
場
総
務
課
か
ら
取
り

寄
せ
、受
験
の
申
込
を
し
て
く
だ
さ

い
。

●
受
験
資
格

①
平
成
９
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
方
で
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等

学
校
以
上
を
卒
業
し
た
方
又
は
令
和

９
年
３
月
卒
業（
高
等
学
校
等
）見
込

み
の
方

●
試
験
の
方
法

○
第
１
次
試
験

適
性
検
査
及
び
教
養
試
験

○
第
２
次
試
験

作
文
試
験・口
述
試
験

※
受
験
資
格
及
び
試
験
内
容
の
詳
細

は
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

●
試
験
日・試
験
場
所

第
１
次
試
験
　
９
月
20
日（
日
）

下
仁
田
町
役
場
会
議
室

第
２
次
試
験
　
10
月
中
旬
　

●
採
用
人
数
　
若
干
名

●
受
付
期
間

７
月
１
日（
水
）〜
８
月
14
日（
金
）ま

で（
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
ま
で
※
土
日
祝
日
を
除
く
）郵
送

の
場
合
は
８
月
14
日
消
印
有
効

●
申
込・問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
人
事
給
与
係（
内
線
５
０
４
）

保
健
師
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す

（
令
和
９
年
１
月
１
日
採
用
及
び
令
和
9
年
4
月
1
日
採
用
）

●
募
集
区
分

保
健
師
資
格
保
持
者
及
び
令
和
９
年

３
月
末
ま
で
に
前
記
資
格
取
得
見
込

み
の
者

●
採
用
予
定
数
　
若
干
名

●
採
用
予
定
日

令
和
９
年
１
月
１
日（
有
資
格
者
）

令
和
９
年
４
月
１
日（
資
格
取
得
見

込
み
者
含
む
）

●
受
験
資
格

①
令
和
９
年
４
月
１
日
現
在
で
、年

齢
が
３５
歳
未
満
の
者

②
保
健
師
資
格
保
持
者
及
び
令
和
９

年
３
月
末
ま
で
に
前
記
資
格
取
得
見

込
み
の
者

③
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
者

●
採
用
試
験

①
日
時

令
和
８
年
８
月
２６
日（
水
）

②
会
場

下
仁
田
町
役
場
２
階

２
０
１・２
０
２
会
議
室

③
試
験

作
文
試
験・口
述
試
験

※
受
験
資
格
及
び
試
験
内
容
の
詳
細

は
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
募
集
要
項
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

●
合
格
者
の
発
表

合
格
者
の
発
表
は
、９
月
上
旬（
予

定
）に
通
知
し
ま
す
。

●
受
験
手
続
及
び
受
付
期
間

①
申
込

履
歴
書・職
務
経
歴
書
を
持
参
及
び

郵
送
で
提
出

②
受
験
申
込
先

下
仁
田
町
役
場
総
務
課
人
事
給
与
係

③
受
付
期
間

令
和
８
年
７
月
１
日（
水
）か
ら
令
和

８
年
８
月
１４
日（
金
）ま
で

④
受
付
時
間

午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後
５
時
１５
分

ま
で
※
土
日
祝
日
を
除
く

●
申
込・問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
人
事
給
与
係（
内
線
５
０
４
）

小
坂
防
災
研
修
施
設

　
地
元
住
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
、令
和
８
年
７
月
１

日
か
ら
小
坂
防
災
研
修
施
設
の
運
用

が
開
始
と
な
り
、７
月
９
日
に
は
、開

設
式
と
見
学
会
を
執
り
行
う
運
び
と

な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
は
、旧
小
坂
社
会
体
育

館
の
跡
地
に
建
設
さ
れ
た
小
坂
地
区

の
避
難
所
と
し
て
使
用
さ
れ
る
ほ
か
、

地
区
等
の
会
議
な
ど
に
も
使
用
い
た

だ
け
ま
す
。

●
見
学
会

○
日
時

７
月
９
日（
木
）

午
前
１０
時
〜
正
午
ま
で

※
お
越
し
の
際
は
、小
坂
防
災
研
修

施
設
西
側（
旧
体
育
館
側
）を
出
入
口

に
施
設
前
の
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
地
域
安
全
係

☎
６４
―
8
8
0
0

甘
楽
西
部
環
境
衛
生
施
設
組
合

臨
時
職
員（
会
計
年
度
任
用
職
員
）を
募
集
し
ま
す

　
当
組
合
で
は
、令
和
８
年
９
月
１

日
付
け
採
用
予
定
の
臨
時
職
員
を
募

集
し
ま
す
。採
用
試
験
等
、詳
細
は
次

の
と
お
り
で
す
。

●
受
験
資
格

・
高
校
卒
業
程
度
以
上
、普
通
自
動

車
運
転
免
許
を
有
す
る
こ
と

●
試
験
内
容
　・
面
接
に
よ
る

●
試
験
日

・
日
時

令
和
８
年
８
月
中
旬
を
予
定

・
場
所
　
下
仁
田
町
役
場

●
受
付
期
間

・
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、写
真
を
添
付

・
７
月
１
日（
水
）か
ら
７
月
２4
日（

金
）ま
で

午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後
５
時
１５
分

ま
で（
土・日・祝
日
を
除
く
）

●
そ
の
他

●
申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
先

甘
楽
西
部
環
境
衛
生
施
設
組
合
事

務
局
　
☎
６４
―
８
８
１
１

一
緒
に
曼
珠
沙
華
を

植
え
ま
せ
ん
か

　
荒
船
風
穴
の
周
辺
に
曼
珠
沙
華
の

植
栽
を
し
ま
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

●
日
時
　
７
月
１０
日（
金
）

午
前
７
時
３０
分

●
持
ち
物

作
業
用
手
袋
、ス
コッ
プ
、長
靴

●
場
所
　
荒
船
風
穴
広
場
周
辺

※
乗
り
合
わ
せ
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

教
育
課
文
化
財
保
護
係（
歴
史
館
）

☎
82
―
５
３
４
５
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女性村「ねぎぼうずプロジェクト」（in旧西牧小学校）
～7月イベントのご案内～

女性村「ねぎぼうずプロジェクト」（in旧西牧小学校）
～7月イベントのご案内～

◆7月11日(土)　午前１1時～12時　相川厚 東邦大学名誉教授 「生き生き健康講座」　◆7月11日(土)　午前１1時～12時　相川厚 東邦大学名誉教授 「生き生き健康講座」　
医療相談、疑問にとても懇切丁寧にお答えしていただけます。
●費用：無料　※事前のお申込み不要

◆7月18日(土)　午後１時～2時　里見哲夫「遊びと学びの自然教室」 ◆7月18日(土)　午後１時～2時　里見哲夫「遊びと学びの自然教室」 
植物学者の里見哲夫先生は下仁田町の宝。自然に恵まれた下仁田の歴史、草花、昆虫、石、動物、
多岐にわたりお話をお伺いすることができます。　　
●費用：無料　※事前のお申込み不要　お子様の参加も歓迎します！ぐんま鉱山研究会ご協力

上記イベントは全て旧西牧小学校(下仁田町大字西野牧4641-1)内での開催となります。
※イベントは変更になる場合があります。
お手数ですが、当協会ホームページまたはお電話にてご確認ください。

◆7月11日(土)　午前１0時～午後3時　手相鑑定～浅野美由紀の開運占い～◆7月11日(土)　午前１0時～午後3時　手相鑑定～浅野美由紀の開運占い～
●費用：1,000円/10分　※事前のお申込み必要（空きがあれば当日でも可能）

◆7月11日(土)　午後１時～2時　髙橋美清尼僧の 『青空説法』◆7月11日(土)　午後１時～2時　髙橋美清尼僧の 『青空説法』
●費用：無料　※事前のお申込み不要

◆7月11日(土)　午後5時～9時（予定）
　　　　　　　　「源氏物語からひも解く自然̶絹とホタル 懇親の夕べ̶」
◆7月11日(土)　午後5時～9時（予定）
　　　　　　　　「源氏物語からひも解く自然̶絹とホタル 懇親の夕べ̶」
①「源氏物語」の原文の魅力を伝え続けている友家しづさんによる絹と蚕のお話
②里山の花畑（崇台山）にてホタル観賞…「里山の花畑・里の小屋 友の会」会長・櫻田稔さんがご案内いた
します。
③学習の森にて懇親の夕べ…場所：安中・学習の森 ふるさと学習館＆里山の花畑（崇台山）
●費用：無料　※事前のお申込み必須

NPO法人 日本子守唄協会事務局
TEL　０３－６４５８－０２８３　FAX　０３－６４５８－０２８４

【電話受付】火・水・木・金　午前10時～午後3時
E-mail　info@komoriuta.jp　URL　https://www.komoriuta.jp/

NPO法人 日本子守唄協会事務局
TEL　０３－６４５８－０２８３　FAX　０３－６４５８－０２８４

【電話受付】火・水・木・金　午前10時～午後3時
E-mail　info@komoriuta.jp　URL　https://www.komoriuta.jp/

●お問い合わせ・お申込み先

日本子守唄協会
HP

下仁田町自然史館　下仁田町大字青倉１５８-1

☎７０-３０７０　http：//www.shimonita-geopark.jp/ ジオパーク推進だよりジオパーク推進だより

　第９回の企画展は下仁田周辺の植物に焦点をあて、展
示を行います。下仁田町の植物学者里見哲夫先生の草花
のコレクションをはじめ、「生きた化石」である約３５０
万年前の植物化石、更には林業に関する展示を行います。
ぜひご来館ください。

開催期間…
令和８年７月１８日（土）～
令和９年６月２７日（日）
午前９時～午後４時３０分　　
休館日…毎週水曜・年末年始
入館料…大人　２００円
　　　　高校生以下　１００円
　　　　小学生未満・下仁田町民
　　　　無料

下
仁
田
町
自
然
史
館

●
開
館
時
間　
午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
30
分

●
休
館
日　
毎
週
水
曜
日

●
問
い
合
わ
せ
先　
☎
70
―
３
０
７
０

Facebookページ
「ジオパークで

　下仁田を元気に」

第 9回下仁田町自然史館企画展
「下仁田の草と木

‐親しみ、遊び、その大切さを感じよう -」

第 9回下仁田町自然史館企画展
「下仁田の草と木

‐親しみ、遊び、その大切さを感じよう -」 　自然史館の展示物を使ったミニ体験
イベントを行います。申し込み不要で
子どもだけでなくどなたでも参加でき
ます。（自然史館入館料がかかりま
す）夏休みの自由研究の題材にもぜ
ひ、ご参加ください

開催日時
８月１１日（火・祝）
①午前１０：００～②午後１：３０～
８月２３日（日）
①午前１０：００～②午後１：３０～
（各回１時間程度）

子どもジオサイエンスデー
開催！

子どもジオサイエンスデー
開催！

下仁田町自然史館収蔵品
「今月の一推し！」

下仁田町自然史館収蔵品
「今月の一推し！」

　下仁田町自然史館の収蔵庫に眠っている
様々な標本を月替わりに蔵出しする企画
「今月の一推し！」７月は、中小坂鉄山の
鉄で作られた鉄柱です。この鉄柱は、中小
坂鉄山研究会が行ったたたら製鉄イベント
で作られた鉄から作られたものです。ぜひ
お立ち寄りください。

毎月20日は
「下仁田ジオパークの日」
毎月20日は
「下仁田ジオパークの日」

　７月のジオの日清掃は青岩公
園周辺で行います。清掃終了後
はミニジオ講座もありますの
で、ぜひご参加ください。
●日　時　７月２０日（月）
　　　　　午前８時から
●集　合　青岩公園
●持ち物　軍手、長靴、帽子等
　　　　　 作業しやすい服装
※ゴミ袋、ゴミ挟みは用意します。

下仁田町公式 SNS について 電子申請について

●下仁田町
公式Facebookページ
https://www.facebook.
com/shimonitamachi

町の話題や取り組みを、できるだけ身近に感じていただけるよう情報発信しています。

●下仁田町
公式X（旧Twitter）アカウント
https://twitter.com/
shimonita_town
アカウント名:
@shimonita_town

●下仁田町
LINEアカウント
@shimonita

インターネット上で町の手続き
の一部が申請できます。
●URL
https://www.town.
shimonita.lg.jp/
m06/m06/m20/
index.html たたらで作ったケラ（右上）と鉄柱
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女性村「ねぎぼうずプロジェクト」（in旧西牧小学校）
～7月イベントのご案内～

女性村「ねぎぼうずプロジェクト」（in旧西牧小学校）
～7月イベントのご案内～

◆7月11日(土)　午前１1時～12時　相川厚 東邦大学名誉教授 「生き生き健康講座」　◆7月11日(土)　午前１1時～12時　相川厚 東邦大学名誉教授 「生き生き健康講座」　
医療相談、疑問にとても懇切丁寧にお答えしていただけます。
●費用：無料　※事前のお申込み不要

◆7月18日(土)　午後１時～2時　里見哲夫「遊びと学びの自然教室」 ◆7月18日(土)　午後１時～2時　里見哲夫「遊びと学びの自然教室」 
植物学者の里見哲夫先生は下仁田町の宝。自然に恵まれた下仁田の歴史、草花、昆虫、石、動物、
多岐にわたりお話をお伺いすることができます。　　
●費用：無料　※事前のお申込み不要　お子様の参加も歓迎します！ぐんま鉱山研究会ご協力

上記イベントは全て旧西牧小学校(下仁田町大字西野牧4641-1)内での開催となります。
※イベントは変更になる場合があります。
お手数ですが、当協会ホームページまたはお電話にてご確認ください。

◆7月11日(土)　午前１0時～午後3時　手相鑑定～浅野美由紀の開運占い～◆7月11日(土)　午前１0時～午後3時　手相鑑定～浅野美由紀の開運占い～
●費用：1,000円/10分　※事前のお申込み必要（空きがあれば当日でも可能）

◆7月11日(土)　午後１時～2時　髙橋美清尼僧の 『青空説法』◆7月11日(土)　午後１時～2時　髙橋美清尼僧の 『青空説法』
●費用：無料　※事前のお申込み不要

◆7月11日(土)　午後5時～9時（予定）
　　　　　　　　「源氏物語からひも解く自然̶絹とホタル 懇親の夕べ̶」
◆7月11日(土)　午後5時～9時（予定）
　　　　　　　　「源氏物語からひも解く自然̶絹とホタル 懇親の夕べ̶」
①「源氏物語」の原文の魅力を伝え続けている友家しづさんによる絹と蚕のお話
②里山の花畑（崇台山）にてホタル観賞…「里山の花畑・里の小屋 友の会」会長・櫻田稔さんがご案内いた
します。
③学習の森にて懇親の夕べ…場所：安中・学習の森 ふるさと学習館＆里山の花畑（崇台山）
●費用：無料　※事前のお申込み必須

NPO法人 日本子守唄協会事務局
TEL　０３－６４５８－０２８３　FAX　０３－６４５８－０２８４

【電話受付】火・水・木・金　午前10時～午後3時
E-mail　info@komoriuta.jp　URL　https://www.komoriuta.jp/

NPO法人 日本子守唄協会事務局
TEL　０３－６４５８－０２８３　FAX　０３－６４５８－０２８４

【電話受付】火・水・木・金　午前10時～午後3時
E-mail　info@komoriuta.jp　URL　https://www.komoriuta.jp/

●お問い合わせ・お申込み先

日本子守唄協会
HP

下仁田町自然史館　下仁田町大字青倉１５８-1

☎７０-３０７０　http：//www.shimonita-geopark.jp/ ジオパーク推進だよりジオパーク推進だより

　第９回の企画展は下仁田周辺の植物に焦点をあて、展
示を行います。下仁田町の植物学者里見哲夫先生の草花
のコレクションをはじめ、「生きた化石」である約３５０
万年前の植物化石、更には林業に関する展示を行います。
ぜひご来館ください。

開催期間…
令和８年７月１８日（土）～
令和９年６月２７日（日）
午前９時～午後４時３０分　　
休館日…毎週水曜・年末年始
入館料…大人　２００円
　　　　高校生以下　１００円
　　　　小学生未満・下仁田町民
　　　　無料

下
仁
田
町
自
然
史
館

●
開
館
時
間　
午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
30
分

●
休
館
日　
毎
週
水
曜
日

●
問
い
合
わ
せ
先　
☎
70
―
３
０
７
０

Facebookページ
「ジオパークで

　下仁田を元気に」

第 9回下仁田町自然史館企画展
「下仁田の草と木

‐親しみ、遊び、その大切さを感じよう -」

第 9回下仁田町自然史館企画展
「下仁田の草と木

‐親しみ、遊び、その大切さを感じよう -」 　自然史館の展示物を使ったミニ体験
イベントを行います。申し込み不要で
子どもだけでなくどなたでも参加でき
ます。（自然史館入館料がかかりま
す）夏休みの自由研究の題材にもぜ
ひ、ご参加ください

開催日時
８月１１日（火・祝）
①午前１０：００～②午後１：３０～
８月２３日（日）
①午前１０：００～②午後１：３０～
（各回１時間程度）

子どもジオサイエンスデー
開催！

子どもジオサイエンスデー
開催！

下仁田町自然史館収蔵品
「今月の一推し！」

下仁田町自然史館収蔵品
「今月の一推し！」

　下仁田町自然史館の収蔵庫に眠っている
様々な標本を月替わりに蔵出しする企画
「今月の一推し！」７月は、中小坂鉄山の
鉄で作られた鉄柱です。この鉄柱は、中小
坂鉄山研究会が行ったたたら製鉄イベント
で作られた鉄から作られたものです。ぜひ
お立ち寄りください。

毎月20日は
「下仁田ジオパークの日」
毎月20日は
「下仁田ジオパークの日」

　７月のジオの日清掃は青岩公
園周辺で行います。清掃終了後
はミニジオ講座もありますの
で、ぜひご参加ください。
●日　時　７月２０日（月）
　　　　　午前８時から
●集　合　青岩公園
●持ち物　軍手、長靴、帽子等
　　　　　 作業しやすい服装
※ゴミ袋、ゴミ挟みは用意します。

下仁田町公式 SNS について 電子申請について

●下仁田町
公式Facebookページ
https://www.facebook.
com/shimonitamachi

町の話題や取り組みを、できるだけ身近に感じていただけるよう情報発信しています。

●下仁田町
公式X（旧Twitter）アカウント
https://twitter.com/
shimonita_town
アカウント名:
@shimonita_town

●下仁田町
LINEアカウント
@shimonita

インターネット上で町の手続き
の一部が申請できます。
●URL
https://www.town.
shimonita.lg.jp/
m06/m06/m20/
index.html たたらで作ったケラ（右上）と鉄柱
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【
俳
句
】

■
夏
の
夜
の
小
太
郎
山
に
並
ぶ
月

　
　
　
　

  

（
吉

　崎
）

　そ
ら
ひ
ろ
し

■
母
の
日
や
三
子
の
顔
に
至
福
感

　
　
　

     

（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
奥
山
の
名
も
無
き
滝
の
山
百
合
や

　
　
　

  

（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

■
ほ
っ
ほ
っ
ほ
っ
蛍
の
川
の
笹
の
間
に
ぽ
ぅ
か
す
み
て
消
え
行
く
虫
よ

　
　（
吉

　崎
）

　そ
ら
ひ
ろ
し

■
つ
ゆ
ま
と
い
静
か
に
明
け
る
自
然
見
る
輝
く
み
ど
り
に
朝
日
輝
や
く

　

 

（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
瀬
音
か
す
か
カ
ジ
カ
の
歌
も
遠
の
き
て
山
里
わ
び
し
時
鳥
鳴
く

　
　
　
　

   

（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

町の文芸町の文芸
平素より、町の文化向上にご尽力いただきありがとうございます。
さて、投稿につきましては、発行前月の５日までにお送りいただき、
俳句、短歌共に１人、１作品とさせていただきたく、お願いします。

投稿についての
お願い

【
漢
詩 

富
岡
漢
詩
会
下
仁
田
町
雅
友
の
会
】

　夏
日
舟
行

　
　
　
　徑
舟

　吉
岡
欣
三

淸
空
六
月
滯
江
鄕

浴
後
相
呼
上
野
航

明
滅
流
螢
靑
似
夢

炎
氛
一
洗
水
風
涼

【
短
歌
】

【
下
仁
田
川
柳
会

　令
和
八
年
五
月
句
会
】

■
葱
坊
主
酷
暑
に
負
け
ず
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

　遠
田
紀
恵
子

■
復
興
の
思
い
巡
ら
し
能
登
の
旅

　
　
　
　中
澤

　一
夫

■
風
穴
と
直
結
し
た
い
マ
イ
ホ
ー
ム

　
　
　阿
部

　勝
美

■
お
百
度
を
ま
ね
て
貯
筋
の
ふ
く
ら
は
ぎ

　飯
野

　伊
乃

■
帰
省
の
子
家
の
匂
い
に
ほ
っ
と
す
る

　
　岩
井

　功
江

■
体
ご
と
揺
れ
な
が
ら
聴
く
三
拍
子

　
　
　齋
藤

　千
弘

ほ
た
る

か
わ

　夏
日
舟
行

清
空 

六
月 

江
郷
に
滞
り

浴
後 

相
呼
び 

野
航
に
上
る

明
滅
す
流
蛍 

夢
よ
り
も
青
く

炎
氛 

一
洗
し
て 

水
風
涼
し

よ
く

よ

や

こ
う

の
ぼ

ご

あ
い

せ
い
く
う か

じ
つ
し
ゅ
う
こ
う

り
く
げ
つ

こ
う
き
ょ
う

と
ど
こ
お

め
い

え
ん
ぶ
ん

せ
ん

す
い
ふ
う
す
ず

い
っ

め
つ

り
ゅ
う
け
い

ゆ
め

あ
お

【
語
釈
】
夏
日
舟
行
―
夏
の
日
に
舟
遊
び
を
す
る
こ
と

／
滞
江
郷
―
水
辺
の
村
に
滞
在
す
る
／
浴
後
―
ひ
と

風
呂
浴
び
た
後
／
相
呼
―
声
を
か
け
て
誘
い
合
う
／

上
野
航
―
小
さ
な
川
船
に
乗
る
／
明
滅
―
光
り
が
つ
い

た
り
消
え
た
り
す
る
こ
と
／
流
蛍
―
風
に
任
せ
て
飛
ぶ

蛍
／
青
似
夢
―
夢
の
世
界
の
よ
う
に
青
い
こ
と
／
炎
氛

―
夏
の
蒸
し
暑
さ
／
一
洗
―
残
ら
ず
洗
い
流
す
こ
と
／

水
風
涼
―
川
風
が
涼
し
い

【
通
釈
】
六
月
の
清
く
澄
ん
だ
青
空
の
も
と
、
水
辺
の

村
に
滞
在
し
、ひ
と
風
呂
浴
び
た
後
に
、
友
と
誘
い
合
っ

て
、
川
船
に
乗
り
こ
ん
だ
。

川
面
を
走
る
小
舟
の
前
に
飛
び
交
う
螢
は
、
夢
の
よ
う

な
青
さ
で
明
滅
し
、
涼
し
い
川
風
が
夏
の
暑
さ
を
す
っ

か
り
洗
い
流
し
て
く
れ
た
。

さ
さ

ま

き

ゆ

む
し

な
つ

よ

こ

た

ろ
う

や
ま

な
ら

つ
き

【
星
俳
句
会

　令
和
八
年
五
月
句
会
】

■
一
村
の
夢
を
つ
な
ぎ
し
鯉
幟

　
　
　
　
　工
藤

　初
恵

■
白
牡
丹
苦
労
い
と
は
ぬ
亡
母
に
切
る

　
　今
井

　陽
子

■
朝
刊
の
「
今
日
の
運
勢
」
ツ
バ
メ
来
る

　永
井

　波
江

■
新
緑
の
湖
に
ま
ば
ゆ
き
風
の
彩

　
　
　
　佐
藤
志
げ
子

■
薫
風
や
煮
物
の
匂
ひ
連
れ
て
く
る

　
　新
井

　笑
子

■
伸
び
の
び
と
湿
地
か
が
や
く
九
輪
草

　高
田

　ト
ク

■
千
代
紙
に
楽
し
さ
咲
か
す
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

　須
藤

　禮
子

■
子
供
の
日
犬
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
軽
井
沢

　吉
田

　文
子

■
長
生
き
の
途
中
で
買
ふ
や
サ
ン
バ
イ
ザ
ー

　佐
藤

　信
香

こ
い
の
ぼ
り

う
み

は

は

語り継がれる歴史語り継がれる歴史

里
見
哲
夫

女
性
村
ね
ぎ
ぼ
う
ず
の
活
用
を

女
性
村
ね
ぎ
ぼ
う
ず
の
活
用
を

　
廃
校
と
な
り
ま
し
た
西
牧
小
学

校
跡
に
「
女
性
村
ね
ぎ
ぼ
う
ず
」
が

４
年
程
前
に
設
立
を
見
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
設
立
を
見
ま
し
た
の
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
子
守
唄
協
会
理

事
長
の
西
舘
好
子
様
で
し
た
。

　
内
容
の
展
示
を
ご
紹
介
し
ま
す

と
、
一
昨
年
故
人
と
な
ら
れ
ま
し
た

フ
ジ
コ
・
ヘ
ミ
ン
グ
様
愛
用
の
ピ

ア
ノ
や
自
筆
の
絵
画
、
多
田
欣
也
先

生
の
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
、
近
藤
征
治

氏
の
絵
画
、
大
野
隆
司
氏
の
版
画

展
、
詩
絵
画
・
子
守
唄
の
松
永
伍
一

展
、
鶴
見
和
子
様
の
着
物
と
箪
笥
。

　
堀
越
敎
之
住
職
の
仏
教
木
版
画

展
、
黛
一
子
様
の
本
宿
回
想
記
の
絵

画
等
。私
は
西
牧
中
学
校
に
長
年
勤

続
し
た
関
係
が
あ
り
ま
し
て
、
声
を

か
け
て
戴
き
ま
し
て「
自
然
の
恵
み
」

と
題
し
た
一
室
を
お
借
り
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　
こ
れ
だ
け
多
種
に
富
ん
だ
展
示

は
近
隣
の
地
域
で
は
中
々
見
ら
れ

ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
そ
の
他
多
く
の
講
座
も
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
西
舘
さ
ん
の
絶
大
な

る
お
力
を
得
て
開
設
を
見
た
施
設

で
す
。開
催
日
が
祝
・
土
・
日
と
限

ら
れ
て
い
ま
す
。当
日
は
そ
の
他
多

く
の
イ
ベ
ン
ト
等
も
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
是
非
多
く
の
方
々
の
ご
利
用
を

ご
期
待
致
し
て
お
り
ま
す
。町
で
も

色
々
な
講
座
を
設
け
て
い
ま
す
が
、

其
れ
と
は
内
容
が
異
な
り
ま
す
。

　
そ
の
他
人
生
相
談
、
医
師
に
よ
る

健
康
教
室
、
草
木
の
園
芸
教
室
と
し

て
の
作
品
づ
く
り
等
。幅
の
広
い
内

容
の
講
座
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
参
加
者
も
日
を
増
す
ご
と
に
増

加
を
し
て
い
ま
す
。殆
ど
の
講
座
が

無
料
で
す
。中
に
は
近
隣
の
土
地
で

の
自
然
観
察
教
室
も
実
施
し
て
い

ま
す
。時
に
は
コ
ン
サ
ー
ト
も
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
西
舘
さ
ん
は
こ
の
他
全
国
各
地

で
幅
広
い
ご
活
躍
を
さ
れ
て
い
る

方
で
す
。

　「
女
性
村
ね
ぎ
ぼ
う
ず
」
の
近
く

に
は
日
本
で
最
初
の
洋
式
牧
場
で

あ
る
神
津
牧
場
、
世
界
遺
産
の
荒
船

風
穴
も
有
り
ま
す
。

　
近
年
、
初
鳥
屋
の
小
井
圡
家
で

は
、
測
量
で
江
戸
期
に
伊
能
忠
敬
が

宿
泊
し
た
資
料
が
見
つ
か
り
ま
し

て
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
近
く
に
は
色
々
と
見
所
の

あ
る
自
然
や
、
開
田
の
碑
、
初
鳥
屋

の
集
落
跡
等
見
所
の
多
い
地
域
で

す
。

　
ほ
か
、
地
元
の
人
達
の
ご
尽
力
で

街
道
筋
に
カ
エ
デ
の
木
が
植
え
ら

れ
て
い
ま
す
。紅
葉
の
季
節
に
は

「
紅
葉
街
道
」
と
し
て
賑
わ
っ
て
い

ま
す
。

　「
女
性
村
ね
ぎ
ぼ
う
ず
」
の
周
辺

に
は
沢
山
の
見
所
が
あ
り
ま
す
の

で
、
多
く
の
人
達
の
ご
来
訪
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
去
る
３
月
21
日
に
は
ぐ
ん
ま
鉱

山
研
究
会
の
飯
島
富
司
会
員
の
進

行
で
、小
板
橋
友
二
会
員
が
、（
生
家

が
小
板
橋
家
で
あ
る
）
歌
人
鈴
木
旭

山
（
き
ょ
く
ざ
ん
）・
そ
の
子
の
詩

人
鈴
木
比
呂
志
が
作
詞
し
た
13
番

ま
で
あ
る
下
仁
田
音
頭
等
の
話
、
舞

踊
の
師
匠
で
あ
る
高
橋
敏
博
会
員

の
下
仁
田
音
頭
の
ご
指
導
・
テ
ー

プ
に
よ
る
踊
り
の
指
導
が
有
り
ま

し
て
、
数
名
に
よ
る
音
頭
の
舞
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。西
舘
様
も
そ
の
中

に
入
っ
て
舞
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

楽
し
い
賑
わ
い
に
一
同
感
激
一
杯

で
し
た
。

　
現
在
ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動
が
青

倉
と
下
仁
田
町
内
の
一
部
に
限
ら

れ
て
い
る
の
は
少
々
残
念
と
思
い

ま
す
。も
っ
と
幅
広
く
活
動
さ
れ
ま

す
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　「
女
性
村
ね
ぎ
ぼ
う
ず
」
一
帯
に

も
、
沢
山
の
見
所
が
あ
り
ま
す
。ど

う
ぞ
多
く
の
人
々
の
御
来
訪
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
鈴
木
旭
山（
伝
三
郎
）は
、
１
８
７

１
年
（
明
治
４
）
旧
西
牧
村
小
板
橋

家
に
生
ま
れ
、
富
岡
市
一
ノ
宮
の
鈴

木
家
に
入
る
。明
治
期
に
与
謝
野
鉄

幹
ら
の「
明
星
」に
北
原
白
秋
、
石
川

啄
木
ら
と
短
歌
・
新
体
詩
を
発
表
。

群
馬
県
の
近
代
短
歌
の
先
駆
者
と

し
て
、
足
跡
を
残
し
ま
し
た
。富
岡

市
大
塩
湖
周
辺
の
い
し
ぶ
み
の
丘

に
は
顕
著
者
旭
山
の
石
碑
が
建
立

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
旭
山
の
子
鈴
木
比
呂
志
は
、
１
９

２
１
年
（
大
正
10
）
現
富
岡
市
に
生

ま
れ
、
古
典
の
研
究
者
で
す
。特
に

13
年
か
け
て
完
成
し
た
源
氏
物
語

の
詩
訳
は
画
期
的
偉
業
と
し
て
評

価
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
他
、
交
響
楽

の
た
め
の
詩
、
５
０
０
余
の
市
歌
や

校
歌
の
作
詞
者
と
し
て
も
知
ら
れ

て
い
ま
す
。（
富
岡
市
の
Ｈ
Ｐ
、
詩
碑

よ
り
編
集
）

女
性
村 

ね
ぎ
ぼ
う
ず
へ
と 

足
延
ば
し

 

多
く
を
学
び 

活
動
望
む

初
鳥
屋 

伊
能
忠
敬 

宿
泊
の

 

資
料
見
つ
か
り 

話
題
と
な
り
ぬ

矢
川
地
区 

協
力
し
て 

カ
エ
デ
植
え

 

紅
葉
の
季
節 

賑
わ
い
見
せ
る

動
物
の 

食
害
多
く 

な
り
た
る
が

 

ス
イ
セ
ン
の
害 

無
く
花
盛
り

ス
イ
セ
ン
の 

食
害
無
き
は 

過
去
に
し
て

 

体
験
し
た
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知
識
あ
る
か
ら
と
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【
俳
句
】

■
夏
の
夜
の
小
太
郎
山
に
並
ぶ
月

　
　
　
　

  

（
吉

　崎
）

　そ
ら
ひ
ろ
し

■
母
の
日
や
三
子
の
顔
に
至
福
感

　
　
　

     

（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
奥
山
の
名
も
無
き
滝
の
山
百
合
や

　
　
　

  

（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

■
ほ
っ
ほ
っ
ほ
っ
蛍
の
川
の
笹
の
間
に
ぽ
ぅ
か
す
み
て
消
え
行
く
虫
よ

　
　（
吉

　崎
）

　そ
ら
ひ
ろ
し

■
つ
ゆ
ま
と
い
静
か
に
明
け
る
自
然
見
る
輝
く
み
ど
り
に
朝
日
輝
や
く

　

 

（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
瀬
音
か
す
か
カ
ジ
カ
の
歌
も
遠
の
き
て
山
里
わ
び
し
時
鳥
鳴
く

　
　
　
　

   

（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

町の文芸町の文芸
平素より、町の文化向上にご尽力いただきありがとうございます。
さて、投稿につきましては、発行前月の５日までにお送りいただき、
俳句、短歌共に１人、１作品とさせていただきたく、お願いします。

投稿についての
お願い

【
漢
詩 

富
岡
漢
詩
会
下
仁
田
町
雅
友
の
会
】

　夏
日
舟
行

　
　
　
　徑
舟

　吉
岡
欣
三

淸
空
六
月
滯
江
鄕

浴
後
相
呼
上
野
航

明
滅
流
螢
靑
似
夢

炎
氛
一
洗
水
風
涼

【
短
歌
】

【
下
仁
田
川
柳
会

　令
和
八
年
五
月
句
会
】

■
葱
坊
主
酷
暑
に
負
け
ず
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

　遠
田
紀
恵
子

■
復
興
の
思
い
巡
ら
し
能
登
の
旅

　
　
　
　中
澤

　一
夫

■
風
穴
と
直
結
し
た
い
マ
イ
ホ
ー
ム

　
　
　阿
部

　勝
美

■
お
百
度
を
ま
ね
て
貯
筋
の
ふ
く
ら
は
ぎ

　飯
野

　伊
乃

■
帰
省
の
子
家
の
匂
い
に
ほ
っ
と
す
る

　
　岩
井

　功
江

■
体
ご
と
揺
れ
な
が
ら
聴
く
三
拍
子

　
　
　齋
藤

　千
弘

ほ
た
る

か
わ

　夏
日
舟
行

清
空 

六
月 

江
郷
に
滞
り

浴
後 

相
呼
び 

野
航
に
上
る

明
滅
す
流
蛍 

夢
よ
り
も
青
く

炎
氛 

一
洗
し
て 

水
風
涼
し

よ
く

よ

や

こ
う

の
ぼ

ご

あ
い

せ
い
く
う か

じ
つ
し
ゅ
う
こ
う

り
く
げ
つ

こ
う
き
ょ
う

と
ど
こ
お

め
い

え
ん
ぶ
ん

せ
ん

す
い
ふ
う
す
ず

い
っ

め
つ

り
ゅ
う
け
い

ゆ
め

あ
お

【
語
釈
】
夏
日
舟
行
―
夏
の
日
に
舟
遊
び
を
す
る
こ
と

／
滞
江
郷
―
水
辺
の
村
に
滞
在
す
る
／
浴
後
―
ひ
と

風
呂
浴
び
た
後
／
相
呼
―
声
を
か
け
て
誘
い
合
う
／

上
野
航
―
小
さ
な
川
船
に
乗
る
／
明
滅
―
光
り
が
つ
い

た
り
消
え
た
り
す
る
こ
と
／
流
蛍
―
風
に
任
せ
て
飛
ぶ

蛍
／
青
似
夢
―
夢
の
世
界
の
よ
う
に
青
い
こ
と
／
炎
氛

―
夏
の
蒸
し
暑
さ
／
一
洗
―
残
ら
ず
洗
い
流
す
こ
と
／

水
風
涼
―
川
風
が
涼
し
い

【
通
釈
】
六
月
の
清
く
澄
ん
だ
青
空
の
も
と
、
水
辺
の

村
に
滞
在
し
、ひ
と
風
呂
浴
び
た
後
に
、
友
と
誘
い
合
っ

て
、
川
船
に
乗
り
こ
ん
だ
。

川
面
を
走
る
小
舟
の
前
に
飛
び
交
う
螢
は
、
夢
の
よ
う

な
青
さ
で
明
滅
し
、
涼
し
い
川
風
が
夏
の
暑
さ
を
す
っ

か
り
洗
い
流
し
て
く
れ
た
。

さ
さ

ま

き

ゆ

む
し

な
つ

よ

こ

た

ろ
う

や
ま

な
ら

つ
き

【
星
俳
句
会

　令
和
八
年
五
月
句
会
】

■
一
村
の
夢
を
つ
な
ぎ
し
鯉
幟

　
　
　
　
　工
藤

　初
恵

■
白
牡
丹
苦
労
い
と
は
ぬ
亡
母
に
切
る

　
　今
井

　陽
子

■
朝
刊
の
「
今
日
の
運
勢
」
ツ
バ
メ
来
る

　永
井

　波
江

■
新
緑
の
湖
に
ま
ば
ゆ
き
風
の
彩

　
　
　
　佐
藤
志
げ
子

■
薫
風
や
煮
物
の
匂
ひ
連
れ
て
く
る

　
　新
井

　笑
子

■
伸
び
の
び
と
湿
地
か
が
や
く
九
輪
草

　高
田

　ト
ク

■
千
代
紙
に
楽
し
さ
咲
か
す
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

　須
藤

　禮
子

■
子
供
の
日
犬
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
軽
井
沢

　吉
田

　文
子

■
長
生
き
の
途
中
で
買
ふ
や
サ
ン
バ
イ
ザ
ー

　佐
藤

　信
香

こ
い
の
ぼ
り

う
み

は

は

語り継がれる歴史語り継がれる歴史

里
見
哲
夫

女
性
村
ね
ぎ
ぼ
う
ず
の
活
用
を

女
性
村
ね
ぎ
ぼ
う
ず
の
活
用
を

　
廃
校
と
な
り
ま
し
た
西
牧
小
学

校
跡
に
「
女
性
村
ね
ぎ
ぼ
う
ず
」
が

４
年
程
前
に
設
立
を
見
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
設
立
を
見
ま
し
た
の
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
子
守
唄
協
会
理

事
長
の
西
舘
好
子
様
で
し
た
。

　
内
容
の
展
示
を
ご
紹
介
し
ま
す

と
、
一
昨
年
故
人
と
な
ら
れ
ま
し
た

フ
ジ
コ
・
ヘ
ミ
ン
グ
様
愛
用
の
ピ

ア
ノ
や
自
筆
の
絵
画
、
多
田
欣
也
先

生
の
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
、
近
藤
征
治

氏
の
絵
画
、
大
野
隆
司
氏
の
版
画

展
、
詩
絵
画
・
子
守
唄
の
松
永
伍
一

展
、
鶴
見
和
子
様
の
着
物
と
箪
笥
。

　
堀
越
敎
之
住
職
の
仏
教
木
版
画

展
、
黛
一
子
様
の
本
宿
回
想
記
の
絵

画
等
。私
は
西
牧
中
学
校
に
長
年
勤

続
し
た
関
係
が
あ
り
ま
し
て
、
声
を

か
け
て
戴
き
ま
し
て「
自
然
の
恵
み
」

と
題
し
た
一
室
を
お
借
り
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　
こ
れ
だ
け
多
種
に
富
ん
だ
展
示

は
近
隣
の
地
域
で
は
中
々
見
ら
れ

ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
そ
の
他
多
く
の
講
座
も
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
西
舘
さ
ん
の
絶
大
な

る
お
力
を
得
て
開
設
を
見
た
施
設

で
す
。開
催
日
が
祝
・
土
・
日
と
限

ら
れ
て
い
ま
す
。当
日
は
そ
の
他
多

く
の
イ
ベ
ン
ト
等
も
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
是
非
多
く
の
方
々
の
ご
利
用
を

ご
期
待
致
し
て
お
り
ま
す
。町
で
も

色
々
な
講
座
を
設
け
て
い
ま
す
が
、

其
れ
と
は
内
容
が
異
な
り
ま
す
。

　
そ
の
他
人
生
相
談
、
医
師
に
よ
る

健
康
教
室
、
草
木
の
園
芸
教
室
と
し

て
の
作
品
づ
く
り
等
。幅
の
広
い
内

容
の
講
座
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
参
加
者
も
日
を
増
す
ご
と
に
増

加
を
し
て
い
ま
す
。殆
ど
の
講
座
が

無
料
で
す
。中
に
は
近
隣
の
土
地
で

の
自
然
観
察
教
室
も
実
施
し
て
い

ま
す
。時
に
は
コ
ン
サ
ー
ト
も
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
西
舘
さ
ん
は
こ
の
他
全
国
各
地

で
幅
広
い
ご
活
躍
を
さ
れ
て
い
る

方
で
す
。

　「
女
性
村
ね
ぎ
ぼ
う
ず
」
の
近
く

に
は
日
本
で
最
初
の
洋
式
牧
場
で

あ
る
神
津
牧
場
、
世
界
遺
産
の
荒
船

風
穴
も
有
り
ま
す
。

　
近
年
、
初
鳥
屋
の
小
井
圡
家
で

は
、
測
量
で
江
戸
期
に
伊
能
忠
敬
が

宿
泊
し
た
資
料
が
見
つ
か
り
ま
し

て
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
近
く
に
は
色
々
と
見
所
の

あ
る
自
然
や
、
開
田
の
碑
、
初
鳥
屋

の
集
落
跡
等
見
所
の
多
い
地
域
で

す
。

　
ほ
か
、
地
元
の
人
達
の
ご
尽
力
で

街
道
筋
に
カ
エ
デ
の
木
が
植
え
ら

れ
て
い
ま
す
。紅
葉
の
季
節
に
は

「
紅
葉
街
道
」
と
し
て
賑
わ
っ
て
い

ま
す
。

　「
女
性
村
ね
ぎ
ぼ
う
ず
」
の
周
辺

に
は
沢
山
の
見
所
が
あ
り
ま
す
の

で
、
多
く
の
人
達
の
ご
来
訪
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
去
る
３
月
21
日
に
は
ぐ
ん
ま
鉱

山
研
究
会
の
飯
島
富
司
会
員
の
進

行
で
、小
板
橋
友
二
会
員
が
、（
生
家

が
小
板
橋
家
で
あ
る
）
歌
人
鈴
木
旭

山
（
き
ょ
く
ざ
ん
）・
そ
の
子
の
詩

人
鈴
木
比
呂
志
が
作
詞
し
た
13
番

ま
で
あ
る
下
仁
田
音
頭
等
の
話
、
舞

踊
の
師
匠
で
あ
る
高
橋
敏
博
会
員

の
下
仁
田
音
頭
の
ご
指
導
・
テ
ー

プ
に
よ
る
踊
り
の
指
導
が
有
り
ま

し
て
、
数
名
に
よ
る
音
頭
の
舞
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。西
舘
様
も
そ
の
中

に
入
っ
て
舞
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

楽
し
い
賑
わ
い
に
一
同
感
激
一
杯

で
し
た
。

　
現
在
ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動
が
青

倉
と
下
仁
田
町
内
の
一
部
に
限
ら

れ
て
い
る
の
は
少
々
残
念
と
思
い

ま
す
。も
っ
と
幅
広
く
活
動
さ
れ
ま

す
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　「
女
性
村
ね
ぎ
ぼ
う
ず
」
一
帯
に

も
、
沢
山
の
見
所
が
あ
り
ま
す
。ど

う
ぞ
多
く
の
人
々
の
御
来
訪
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

※

鈴
木
旭
山（
伝
三
郎
）は
、
１
８
７

１
年
（
明
治
４
）
旧
西
牧
村
小
板
橋

家
に
生
ま
れ
、
富
岡
市
一
ノ
宮
の
鈴

木
家
に
入
る
。明
治
期
に
与
謝
野
鉄

幹
ら
の「
明
星
」に
北
原
白
秋
、
石
川

啄
木
ら
と
短
歌
・
新
体
詩
を
発
表
。

群
馬
県
の
近
代
短
歌
の
先
駆
者
と

し
て
、
足
跡
を
残
し
ま
し
た
。富
岡

市
大
塩
湖
周
辺
の
い
し
ぶ
み
の
丘

に
は
顕
著
者
旭
山
の
石
碑
が
建
立

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
旭
山
の
子
鈴
木
比
呂
志
は
、
１
９

２
１
年
（
大
正
10
）
現
富
岡
市
に
生

ま
れ
、
古
典
の
研
究
者
で
す
。特
に

13
年
か
け
て
完
成
し
た
源
氏
物
語

の
詩
訳
は
画
期
的
偉
業
と
し
て
評

価
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
他
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報しもにた11 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）



公民館だより公民館だより

令和8年
第500号公民館だより 下仁田町公民館

☎82-3535
下仁田町公民館
☎82-3535

令和８年度かぶら文化講座のお知らせ令和８年度かぶら文化講座のお知らせ
　この講座は、「ふるさとを愛し、ふるさとを理解し、新たな地域社会・文化の創造をめざして」を
テーマに富岡市・下仁田町・南牧村・甘楽町の４市町村教育委員会が連携し、平成１０年度から実施
しています。今年度は、荻野匡司さんを講師にお迎えし下記のとおり行います。栄華を極めた、わが
町下仁田の蒟蒻産業について、わかりやすく楽しくお話をいただきます。詳細については、８月号で
お知らせしますので、みなさんお誘い合わせの上お出かけください。
●日　時　令和８年９月４日（金）午後１時３０分～
●場　所　下仁田町文化ホール
●演　題　『下仁田の蒟蒻産業』
●講師のプロフィール　荻野匡司（おぎのただし）さん
１９６４年　下仁田町に生まれる
群馬県立富岡高等学校～大学卒業後民間企業を経て株式会社荻野商店へ入社。
２００３年には同社代表取締役社長に就任。富岡法人会青年部長や下小ＰＴＡ
会長、ライオンズクラブ国際協会地区ガバナー等を歴任し現在に至る。
●賛助出演　裕仁会のみなさんによる舞踊「こんにゃく小唄」　
　　　　　　今井槙夫さんの歌唱「こんにゃく太郎の唄」
●問い合わせ先　下仁田町公民館　☎８２－３５３５　

～木の温もりに触れて心身をリフレッシュ～ 木工教室 参加者募集～木の温もりに触れて心身をリフレッシュ～ 木工教室 参加者募集

祝　同響会が関東大会出場祝　同響会が関東大会出場

　手軽にできる天然木の木工品を作ってみませんか？
材料は杉材を加工してあるため、見た目もきれいで味わい深いものができます。
木の質感は、癒やし効果が実感でき、飾るのが楽しくなります。
是非ご参加ください。
●日　時　８月５日（水）午後１時３０分から３時３０分まで　
●場　所　下仁田町公民館　３階　技術伝承室
●講　師　下仁田町森林組合（かぶらＷＯＯＤＹ下仁田）職員
●参加費　１，５００円　
（折りたたみテーブルまたは多目的ボックスのどちらかを選んでいただきます）
●定　員　１５名※道具は用意します
●申込期間　７月１日（水）から７月１５日（水）まで　
●問い合わせ先・申込み　下仁田町公民館　☎８２－３５３５

　４月２９日（水）に第４９回全日本おかあさんコーラス関東支部群馬県大会が「メガネのイタガキ
文化ホール伊勢崎」で開催され、２６団体が出場しました。同響会は、茂木公代先生のご指導によ
り、美しい合唱が評価され、優良賞を受賞し関東大会に出場となりました。
　今年の関東大会は、７月４日（土）～５日（日）に栃木県の宇都宮市文化会館で開催され、同響会
は４日（土）に出場します。
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小さな故意の物語
夜叉萬同心１１　虎落笛
松山屋人情世直し帖１

見届け人秋月伊織事件帖８　青嵐
徒目付勘兵衛１４　からくり五千両

ギプス
強権国家アメリカ

母という呪縛　娘という牢獄
コンビニ兄弟 1～５

レトロスナック「YOU」
俺たちは神じゃない　麻布中央病院外科
俺たちは神じゃない２　救いたくない命

俺たちは神じゃない３　想いをつなぐメス
泣くな研修医２　逃げるな新人外科医

泣くな研修医３　走れ外科医
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おれは一万石　武門の商船
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武士の流儀１３

仕立屋お竜　女の本懐
まぐだら屋のマリア
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泣くな研修医　８メスを置け、外科医
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取次屋栄三　17夢の女
おれは一万石　絆の道行

耳袋秘帖　南町奉行と消えゆく町
下谷稲荷町自身番日月抄　四．ことば風

素浪人始末記　五.非道の剣
階段にパレット

本なら売るほど（１）～（３）
ウチの子の、結婚相手が見つからない！

空き家と移住
俺の恋バナを聞いてくれ

空、はてしない青　上　・　下
川のある街

松山屋人情世直し帖

公民館図書室 「新刊図書情報」５月に入った新刊図書は次のとおりです。

　公民館図書室では、０歳児から小学生向けの絵本の読み聞かせ等を
開催します。楽しい絵本がいっぱいの図書室を親子でご利用ください。
●期　日　７月８日（水）
●時　間　午前１０時～（午前の部）午後３時～（午後の部）　
●場　所　下仁田町公民館２階　図書室
※開始時間は目安です。午後の部は午後４時３０分までの間、お声掛けをいただければ対応します。

「絵本の読み聞かせ」開催のお知らせイベントのご案内

図書室掲示板図書室掲示板
　５月２５日（月）、しもにた学園小学２年生が、図書室を訪問してくれました。公共の場である公
民館図書室を気持ちよく利用するために、子どもたちは、素晴らしい意見を次々と積極的に提案して
くれました。

　歌舞伎の世界を舞台にした吉田修一の小説「国宝」！映画の吸い込まれるような美しさを見てから
原作を読み込み、再度映画を見るのもおすすめです！この他、多くの本を取りそろえていますので図
書室に足を運んで、本を手にとってみませんか？お待ちしています。

●○● あなたはどっち派？　見てから読むか読んでから見るか ○●○

12広
報しもにた13 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）
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０
５

７
０
―
０
０
―
５
９
０
１
）
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
税
務
署
で
の

相
談
は
事
前
予
約
制
で
す
。
税
務
署

代
表
電
話
番
号
（
☎
０
２
７
４
―
６

３
―
２
２
３
５
）へ
お
掛
け
い
た
だ
き
、

音
声
案
内
に
従
い
「
２
」
番
を
選
択

し
、
事
前
予
約
を
行
って
く
だ
さ
い
。

●
酒
税
と
お
酒
の
免
許
に
関
す
る
ご

質
問
や
ご
相
談

　
令
和
８
年
７
月
１０
日
以
降
、
高
崎

税
務
署
の
酒
類
指
導
官
部
門
が
担
当

と
な
り
ま
す
。

●
キ
ャッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
の
利
用
に
つ
い
て

　
国
税
の
納
付
は
、
金
融
機
関
や
税

務
署
等
に
出
向
く
必
要
が
な
い

「
キ
ャッ
シ
ュレ
ス
納
付
」
の
利
用
を
お

願
い
し
ま
す
。
特
に
、
源
泉
所
得
税

の
納
付
は
、「
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
」
が

大
変
便
利
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

７
月
１０
日
が
納
期
限
と
な
る
源
泉
所

☎
82
―
３
５
５
５

●
診
療
日
時
　
毎
週
金
曜
日

午
後
１２
時
か
ら
１２
時
３０
分
（
完
全
予

約
制
）

●
日
時
　
毎
月
第
一
火
曜
日
（
祝
日

等
の
場
合
は
翌
週
の
火
曜
日
）

７
月
７
日
・
８
月
４
日
午
前
１０
時
〜

１２
時
（
受
付
は
11
時
30
分
ま
で
）

※
行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
と
同
日

●
場
所

公
民
館
３
階 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

●
相
談
員
　
公
証
人

●
相
談
で
き
る
内
容

　
遺
言
・
任
意
後
見
・
離
婚
（
養
育

費
の
支
払
い
等
）・
金
銭
貸
借
な
ど

の
各
種
公
正
証
書
の
作
成
手
続
き
に

関
す
る
こ
と
。

※

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
も
厳
守
さ

れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
行
政
係
　
☎
82
―
２
１
１
０

　●
日
時
　
毎
月
第
一
火
曜
日
（
祝
日

等
の
場
合
は
翌
週
の
火
曜
日
）

７
月
７
日
・
８
月
４
日
午
前
９
時
〜

１2
時
（
受
付
は
11
時
30
分
ま
で
）

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
救
命
に
大
き

な
効
果
が
あ
る
自
動
体
外
式
除
細
動

器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の
使
用
が
、一般
の
人

に
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
消
防
本

部
で
は
、Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
を
含
め
た
心

肺
蘇
生
法
な
ど
の
応
急
手
当
を
習
得

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
救
命
講
習

会
を
次
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

●
日
時

令
和
８
年
８
月
２９
日
（
土
）

午
前
８
時
３０
分
か
ら
受
付

●
場
所

富
岡
甘
楽
広
域
消
防
本
部
３
階
　

（
富
岡
市
田
島
２６
番
地
）

●
講
習
時
間

上
級
救
命
講
習…

午
前
９
時
か
ら
午

後
６
時
ま
で
（
８
時
間
）

●
講
習
内
容

心
肺
蘇
生
法
、Ａ
Ｅ
Ｄ
取
り
扱
い
、

外
傷
の
手
当
て
等

●
受
講
資
格

富
岡
市
、
甘
楽
郡
内
に
在
住
、
在
勤

又
は
在
学
の
住
民

●
募
集
人
員

上
級
救
命
講
習
　
１０
人
程
度

●
受
講
料
　
無
料

●
修
了
証
　
講
習
終
了
後
即
日
交
付

●
申
込
期
間

７
月
７
日
（
火
）
午
前
９
時
か
ら

７
月
１４
日
（
火
）
午
後
５
時
ま
で

●
申
込
先

富
岡
甘
楽
広
域
消
防
本
部
警
防
課

☎
０
２
７
４
―
６２
―
４
３
３
３

平
日
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
電
話
受
付

●
場
所
　
公
民
館
３
階
　
相
談
室

●
相
談
員

行
政
相
談
員
・
民
生
委
員

●
相
談
で
き
る
内
容

・
国
な
ど
の
行
政
機
関
や
公
団
等
への

苦
情
や
意
見
、要
望

・
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な

い
苦
情
や
困
り
ご
と

※

相
談
は
無
料
で
、秘
密
も
厳
守
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
行
政
係
　
☎
82
―
２
１
１
０

「
い
じ
め
」「
児
童
虐
待
」「
家
庭
内

暴
力
」
な
ど
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中

で
起
こ
り
う
る
悩
み
事
の
相
談
に
応

じ
適
切
な
助
言
を
行
い
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
相
談
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
７
月
１６
日
（
木
）

午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
３
階
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

●
電
話
で
の
相
談
を
ご
希
望
の
方
は

平
日
の
午
前
８
時

３０
分
〜
午
後
５
時

１５
分
に

☎
０
５
７
０―

０
０
３―

１
１
０
ま
で

　
あ
な
た
の
家
族
や
友
人
が
、
突
然

目
の
前
で
意
識
を
失
い
倒
れ
た
ら
ど

う
し
ま
す
か
？
救
急
車
が
到
着
す
る

ま
で
の
間
に
、
胸
骨
圧
迫
（
心
臓
マッ

サ
ー
ジ
）
な
ど
の
適
切
な
応
急
手
当

を
行
え
ば
、
尊
い
命
を
助
け
る
こ
と

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、
７
月
17

日
（
金
）、７
月
24
日
（
金
）
の
午
後
、

小
児
科
医
師
が
不
在
に
な
る
時
間
が

あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

下
仁
田
厚
生
病
院
　
☎
82
―
３
５
５
５

　
下
仁
田
厚
生
病
院
は
、
令
和
８
年

７
月
よ
り
禁
煙
外
来
を
始
め
ま
す
。

下
記
の
注
意
事
項
を
ご
覧
に
な
り
、

ご
予
約
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
方

　
禁
煙
外
来
に
て
禁
煙
を
希
望
す
る

方
は
、
次
の
項
目
の
い
ず
れ
に
も
当

て
は
ま
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
患
者
自
ら
が
禁
煙
を
望
み
、
直
ち

に
禁
煙
を
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
方
。

②
１
日
の
喫
煙
本
数×

喫
煙
年
数
が

２
０
０
以
上
の
方

●
日
時
等

　
完
全
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、

診
察
を
ご
希
望
の
方
は
お
電
話
で
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。

の
１０
日
間
、
夏
の
県
民
交
通
安
全
運

動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
交
通
ル
ー
ル

を
守
り
、
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
運
動
重
点
項
目

①
自
転
車
の
関
係
す
る
出
会
い
頭
事

故
の
防
止

②
こ
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

○
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
運
転
は
心
と

ア
ク
セ
ル
お
だ
や
か
に
」

○
サ
ブ
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
曲
が
り
角
　

見
え
な
い
危
険
が
　
か
く
れ
ん
ぼ
」

　
富
岡
税
務
署
管
内
の
納
税
者
の
皆

様
に
は
、以
下
の
事
項
に
関
し
ま
し
て
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
申
告
書
等
の
郵
送
に
よ
る
送
付
先

に
つ
い
て
の
ご
案
内

令
和
８
年
７
月
１０
日
以
降
、
宛
名
が

次
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
す
。

郵
便
番
号
：
３
７
１
―
８
５
８
７

宛
名
：
関
東
信
越
国
税
局
前
橋
業
務

セ
ン
タ
ー
※
住
所
の
記
載
は
不
要
で
す
。

●
申
告
書
等
用
紙
が
必
要
な
方
へ
の
お
願
い

　
オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
等
の
よ
り一層
の

利
用
拡
大
に
向
け
、
令
和
８
年
４
月

か
ら
申
告
書
等
用
紙
の
備
付
け
（
用

紙
コ
ー
ナ
ー
設
置
）
を
行
って
お
り
ま

せ
ん
の
で
、
申
告
書
等
用
紙
が
必
要

な
場
合
は
、
税
務
署
窓
口
ま
で
お
申

し
付
け
く
だ
さ
い
。

●
国
税
に
関
す
る
ご
相
談

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
タ
ッ
ク
ス

　　
町
更
生
保
護
女
性
会
で
は
、
７
月
の

社
明
推
進
強
調
月
間
に
合
わ
せ
左
記
の

事
業
を一般
公
開
し
ま
す
。
子
供
達
の

道
し
る
べ
と
な
れ
る
よ
う一緒
に
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
？
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
の
で
、
是
非
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

●
日
時

７
月
１６
日（
木
）午
後
１
時
３０
分
〜

●
場
所

下
仁
田
町
公
民
館
　
３
階
大
会
議
室

●
内
容

○
演
題
『
未
来
を
担
う
子
供
達
の
た

め
に
　
私
達
が
で
き
る
事
』

○
講
師
　
下
仁
田
町
教
育
長

　
里
見
立
夫
先
生

○
講
演
後
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴

●
申
込
先

☎
０
９
０
―
８
８
４
４
―
８
４
５
０

更
生
保
護
女
性
会
高
瀬
正
江
迄

　
現
在
、
水
源
の
水
は
不
安
定
な
状

況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
安
定
し
た

水
量
を
確
保
で
き
る
ま
で
、
節
水
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

建
設
水
道
課
水
道
係

☎
64
―
８
８
０
８
（
直
通
）

７
月
１１
日（
土
）か
ら
７
月
２０
日（
月
）

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら

禁
煙
外
来
の
お
知
ら
せ

公
証
相
談

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

得
税
の
納
付
か
ら
是
非
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
な
お
、
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
利

用
届
出
書
の
提
出
か
ら
利
用
開
始
ま

で一月
程
度
か
か
り
ま
す
の
で
、
納
期

限
ま
で
に
余
裕
を
も
って
届
出
書
を
ご

提
出
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
源
泉
所
得

税
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
体
験
コ
ー

ナ
ー
で
利
便
性
を
ご
確
認
頂
け
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先
　
富
岡
税
務
署
　

☎
６３
―
２
２
３
５

※
自
動
音
声
案
内
で

２
番
を
選
択

　
下
仁
田
町
が「
下
仁
田
町
こ
ん
に
ゃ

く
食
べ
よ
う
健
康
増
進
条
例
」
を
制

定
し
て
か
ら
約
１
年
が
経
ち
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
下
仁
田
町
は
事
業
者

や
地
域
住
民
の
皆
様
と
と
も
に
地
域

産
業
で
あ
る
こ
ん
に
ゃ
く
を
盛
り
上
げ

て
参
り
ま
す
。
皆
様
も
地
域
の
活
力

と
健
康
な
食
生
活
の
た
め
、
ぜ
ひ
積

極
的
に
こ
ん
に
ゃ
く
を
お
召
し
上
が
り

く
だ
さ
い
。●
問
い
合
わ
せ
先

☎
64
―
8
8
0
5
　
商
工
観
光
課

お知らせ版お知らせ版
SHIMONITA　INFORMATION■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　　☎82-5490　　■下仁田町公民館　☎82-3535

■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

公
開
ケ
ー
ス
研
究
会
を

開
催
し
ま
す

節
水
の
お
願
い
！

夏
の
県
民
交
通
安
全
運
動

富
岡
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

下
仁
田
町
こ
ん
に
ゃ
く

食
べ
よ
う
健
康
増
進
条
例
の

制
定
か
ら
約
1
年

●試験区分
警察官Ｂ（男・女）
第２回警察官 A（男・女）
●受験資格
平成４年４月２日～平成２０年４月１日までに
生まれた人（大学卒業以外）
平成４年４月２日以降に生まれた人で
大学を卒業した人

（卒業見込みを含む）
●受付期間
７月１１日（金）から８月１２日（火）までの間
●試験日
第一次試験日
９月２１日（日）
●最終合格発表
１２月１２日（金）
●採用予定日
令和８年４月１日

行
政
相
談・心
配
ご
と
相
談

人
権
相
談

上
級
救
命
講
習
を
開
催
し
ま
す

国税庁
ホームページ

タックス
アンサー

チャットボット

国税の納付手続

ヘルプデスク
FAQ 上位 70

14広
報しもにた15 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）



ア
ン
サ
ー
」
や
「
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
」

の
ほ
か
、ｅ
―
Ｔａｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
ヘ

ル
プ
デ
ス
ク
Ｆ
Ａ
Ｑ
上
位
７０
」
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
解
決
し
な
い
場
合
に
は
、

国
税
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０
５

７
０
―
０
０
―
５
９
０
１
）
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
税
務
署
で
の

相
談
は
事
前
予
約
制
で
す
。
税
務
署

代
表
電
話
番
号
（
☎
０
２
７
４
―
６

３
―
２
２
３
５
）へ
お
掛
け
い
た
だ
き
、

音
声
案
内
に
従
い
「
２
」
番
を
選
択

し
、
事
前
予
約
を
行
って
く
だ
さ
い
。

●
酒
税
と
お
酒
の
免
許
に
関
す
る
ご

質
問
や
ご
相
談

　
令
和
８
年
７
月
１０
日
以
降
、
高
崎

税
務
署
の
酒
類
指
導
官
部
門
が
担
当

と
な
り
ま
す
。

●
キ
ャッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
の
利
用
に
つ
い
て

　
国
税
の
納
付
は
、
金
融
機
関
や
税

務
署
等
に
出
向
く
必
要
が
な
い

「
キ
ャッ
シ
ュレ
ス
納
付
」
の
利
用
を
お

願
い
し
ま
す
。
特
に
、
源
泉
所
得
税

の
納
付
は
、「
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
」
が

大
変
便
利
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

７
月
１０
日
が
納
期
限
と
な
る
源
泉
所

☎
82
―
３
５
５
５

●
診
療
日
時
　
毎
週
金
曜
日

午
後
１２
時
か
ら
１２
時
３０
分
（
完
全
予

約
制
）

●
日
時
　
毎
月
第
一
火
曜
日
（
祝
日

等
の
場
合
は
翌
週
の
火
曜
日
）

７
月
７
日
・
８
月
４
日
午
前
１０
時
〜

１２
時
（
受
付
は
11
時
30
分
ま
で
）

※

行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
と
同
日

●
場
所

公
民
館
３
階 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

●
相
談
員
　
公
証
人

●
相
談
で
き
る
内
容

　
遺
言
・
任
意
後
見
・
離
婚
（
養
育

費
の
支
払
い
等
）・
金
銭
貸
借
な
ど

の
各
種
公
正
証
書
の
作
成
手
続
き
に

関
す
る
こ
と
。

※

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
も
厳
守
さ

れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
行
政
係
　
☎
82
―
２
１
１
０

　●
日
時
　
毎
月
第
一
火
曜
日
（
祝
日

等
の
場
合
は
翌
週
の
火
曜
日
）

７
月
７
日
・
８
月
４
日
午
前
９
時
〜

１2
時
（
受
付
は
11
時
30
分
ま
で
）

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
救
命
に
大
き

な
効
果
が
あ
る
自
動
体
外
式
除
細
動

器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の
使
用
が
、一般
の
人

に
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
消
防
本

部
で
は
、Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
を
含
め
た
心

肺
蘇
生
法
な
ど
の
応
急
手
当
を
習
得

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
救
命
講
習

会
を
次
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

●
日
時

令
和
８
年
８
月
２９
日
（
土
）

午
前
８
時
３０
分
か
ら
受
付

●
場
所

富
岡
甘
楽
広
域
消
防
本
部
３
階
　

（
富
岡
市
田
島
２６
番
地
）

●
講
習
時
間

上
級
救
命
講
習…

午
前
９
時
か
ら
午

後
６
時
ま
で
（
８
時
間
）

●
講
習
内
容

心
肺
蘇
生
法
、Ａ
Ｅ
Ｄ
取
り
扱
い
、

外
傷
の
手
当
て
等

●
受
講
資
格

富
岡
市
、
甘
楽
郡
内
に
在
住
、
在
勤

又
は
在
学
の
住
民

●
募
集
人
員

上
級
救
命
講
習
　
１０
人
程
度

●
受
講
料
　
無
料

●
修
了
証
　
講
習
終
了
後
即
日
交
付

●
申
込
期
間

７
月
７
日
（
火
）
午
前
９
時
か
ら

７
月
１４
日
（
火
）
午
後
５
時
ま
で

●
申
込
先

富
岡
甘
楽
広
域
消
防
本
部
警
防
課

☎
０
２
７
４
―
６２
―
４
３
３
３

平
日
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
電
話
受
付

●
場
所
　
公
民
館
３
階
　
相
談
室

●
相
談
員

行
政
相
談
員
・
民
生
委
員

●
相
談
で
き
る
内
容

・
国
な
ど
の
行
政
機
関
や
公
団
等
への

苦
情
や
意
見
、要
望

・
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な

い
苦
情
や
困
り
ご
と

※

相
談
は
無
料
で
、秘
密
も
厳
守
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
行
政
係
　
☎
82
―
２
１
１
０

「
い
じ
め
」「
児
童
虐
待
」「
家
庭
内

暴
力
」
な
ど
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中

で
起
こ
り
う
る
悩
み
事
の
相
談
に
応

じ
適
切
な
助
言
を
行
い
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
相
談
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
７
月
１６
日
（
木
）

午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
３
階
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

●
電
話
で
の
相
談
を
ご
希
望
の
方
は

平
日
の
午
前
８
時

３０
分
〜
午
後
５
時

１５
分
に

☎
０
５
７
０―

０
０
３―

１
１
０
ま
で

　
あ
な
た
の
家
族
や
友
人
が
、
突
然

目
の
前
で
意
識
を
失
い
倒
れ
た
ら
ど

う
し
ま
す
か
？
救
急
車
が
到
着
す
る

ま
で
の
間
に
、
胸
骨
圧
迫
（
心
臓
マッ

サ
ー
ジ
）
な
ど
の
適
切
な
応
急
手
当

を
行
え
ば
、
尊
い
命
を
助
け
る
こ
と

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、
７
月
17

日
（
金
）、７
月
24
日
（
金
）
の
午
後
、

小
児
科
医
師
が
不
在
に
な
る
時
間
が

あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

下
仁
田
厚
生
病
院
　
☎
82
―
３
５
５
５

　
下
仁
田
厚
生
病
院
は
、
令
和
８
年

７
月
よ
り
禁
煙
外
来
を
始
め
ま
す
。

下
記
の
注
意
事
項
を
ご
覧
に
な
り
、

ご
予
約
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
方

　
禁
煙
外
来
に
て
禁
煙
を
希
望
す
る

方
は
、
次
の
項
目
の
い
ず
れ
に
も
当

て
は
ま
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
患
者
自
ら
が
禁
煙
を
望
み
、
直
ち

に
禁
煙
を
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
方
。

②
１
日
の
喫
煙
本
数×

喫
煙
年
数
が

２
０
０
以
上
の
方

●
日
時
等

　
完
全
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、

診
察
を
ご
希
望
の
方
は
お
電
話
で
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。

の
１０
日
間
、
夏
の
県
民
交
通
安
全
運

動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
交
通
ル
ー
ル

を
守
り
、
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
運
動
重
点
項
目

①
自
転
車
の
関
係
す
る
出
会
い
頭
事

故
の
防
止

②
こ
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

○
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
運
転
は
心
と

ア
ク
セ
ル
お
だ
や
か
に
」

○
サ
ブ
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
曲
が
り
角
　

見
え
な
い
危
険
が
　
か
く
れ
ん
ぼ
」

　
富
岡
税
務
署
管
内
の
納
税
者
の
皆

様
に
は
、以
下
の
事
項
に
関
し
ま
し
て
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
申
告
書
等
の
郵
送
に
よ
る
送
付
先

に
つ
い
て
の
ご
案
内

令
和
８
年
７
月
１０
日
以
降
、
宛
名
が

次
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
す
。

郵
便
番
号
：
３
７
１
―
８
５
８
７

宛
名
：
関
東
信
越
国
税
局
前
橋
業
務

セ
ン
タ
ー
※
住
所
の
記
載
は
不
要
で
す
。

●
申
告
書
等
用
紙
が
必
要
な
方
へ
の
お
願
い

　
オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
等
の
よ
り一層
の

利
用
拡
大
に
向
け
、
令
和
８
年
４
月

か
ら
申
告
書
等
用
紙
の
備
付
け
（
用

紙
コ
ー
ナ
ー
設
置
）
を
行
って
お
り
ま

せ
ん
の
で
、
申
告
書
等
用
紙
が
必
要

な
場
合
は
、
税
務
署
窓
口
ま
で
お
申

し
付
け
く
だ
さ
い
。

●
国
税
に
関
す
る
ご
相
談

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
タ
ッ
ク
ス

　　
町
更
生
保
護
女
性
会
で
は
、
７
月
の

社
明
推
進
強
調
月
間
に
合
わ
せ
左
記
の

事
業
を一般
公
開
し
ま
す
。
子
供
達
の

道
し
る
べ
と
な
れ
る
よ
う一緒
に
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
？
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
の
で
、
是
非
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

●
日
時

７
月
１６
日（
木
）午
後
１
時
３０
分
〜

●
場
所

下
仁
田
町
公
民
館
　
３
階
大
会
議
室

●
内
容

○
演
題
『
未
来
を
担
う
子
供
達
の
た

め
に
　
私
達
が
で
き
る
事
』

○
講
師
　
下
仁
田
町
教
育
長

　
里
見
立
夫
先
生

○
講
演
後
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴

●
申
込
先

☎
０
９
０
―
８
８
４
４
―
８
４
５
０

更
生
保
護
女
性
会
高
瀬
正
江
迄

　
現
在
、
水
源
の
水
は
不
安
定
な
状

況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
安
定
し
た

水
量
を
確
保
で
き
る
ま
で
、
節
水
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

建
設
水
道
課
水
道
係

☎
64
―
８
８
０
８
（
直
通
）

７
月
１１
日（
土
）か
ら
７
月
２０
日（
月
）

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら

禁
煙
外
来
の
お
知
ら
せ

公
証
相
談

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

得
税
の
納
付
か
ら
是
非
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
な
お
、
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
利

用
届
出
書
の
提
出
か
ら
利
用
開
始
ま

で一月
程
度
か
か
り
ま
す
の
で
、
納
期

限
ま
で
に
余
裕
を
も
って
届
出
書
を
ご

提
出
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
源
泉
所
得

税
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
体
験
コ
ー

ナ
ー
で
利
便
性
を
ご
確
認
頂
け
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先
　
富
岡
税
務
署
　

☎
６３
―
２
２
３
５

※
自
動
音
声
案
内
で

２
番
を
選
択

　
下
仁
田
町
が「
下
仁
田
町
こ
ん
に
ゃ

く
食
べ
よ
う
健
康
増
進
条
例
」
を
制

定
し
て
か
ら
約
１
年
が
経
ち
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
下
仁
田
町
は
事
業
者

や
地
域
住
民
の
皆
様
と
と
も
に
地
域

産
業
で
あ
る
こ
ん
に
ゃ
く
を
盛
り
上
げ

て
参
り
ま
す
。
皆
様
も
地
域
の
活
力

と
健
康
な
食
生
活
の
た
め
、
ぜ
ひ
積

極
的
に
こ
ん
に
ゃ
く
を
お
召
し
上
が
り

く
だ
さ
い
。●
問
い
合
わ
せ
先

☎
64
―
8
8
0
5
　
商
工
観
光
課

お知らせ版お知らせ版
SHIMONITA　INFORMATION■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　　☎82-5490　　■下仁田町公民館　☎82-3535

■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

公
開
ケ
ー
ス
研
究
会
を

開
催
し
ま
す

節
水
の
お
願
い
！

夏
の
県
民
交
通
安
全
運
動

富
岡
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

下
仁
田
町
こ
ん
に
ゃ
く

食
べ
よ
う
健
康
増
進
条
例
の

制
定
か
ら
約
1
年

●試験区分
警察官Ｂ（男・女）
第２回警察官 A（男・女）
●受験資格
平成４年４月２日～平成２０年４月１日までに
生まれた人（大学卒業以外）
平成４年４月２日以降に生まれた人で
大学を卒業した人

（卒業見込みを含む）
●受付期間
７月１１日（金）から８月１２日（火）までの間
●試験日
第一次試験日
９月２１日（日）
●最終合格発表
１２月１２日（金）
●採用予定日
令和８年４月１日

行
政
相
談・心
配
ご
と
相
談

人
権
相
談

上
級
救
命
講
習
を
開
催
し
ま
す

国税庁
ホームページ

タックス
アンサー

チャットボット

国税の納付手続

ヘルプデスク
FAQ 上位 70

14広
報しもにた15 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）



格
条
項
に
該
当
す
る
人
は
受
験
で
き

ま
せ
ん
。

【
受
験
申
込
み
】

〇
申
込
書
類
は
、
７
月
１
日
（
水
）

か
ら
富
岡
甘
楽
広
域
消
防
本
部
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
の
で
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
取
得

し
て
く
だ
さ
い
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ：

http://fdto-ka.sakura.ne.jp

〇
受
付
期
間

８
月
３
日
（
月
）
〜
３１
日
（
月
）

〇
受
付
方
法

　
郵
送
の
場
合
は
、
簡
易
書
留
ま
た

は
特
定
記
録
に
て
送
付
を
お
願
い
し

ま
す
。
受
付
期
間
中
の
消
印
が
あ
る

も
の
に
限
り
、
受
け
付
け
ま
す
。

　
消
防
本
部
に
持
参
す
る
場
合
は
、

受
付
期
間
中
の
平
日
の
午
前
８
時
３０

分
か
ら
午
後
５
時
１５
分
ま
で
に
ご
来

庁
く
だ
さ
い
。（
土
曜
日
、
日
曜
日
、

祝
日
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。）

〇
試
験
日

第
１
次
試
験
日
　
１０
月
１８
日
（
日
）

●
職
場
説
明
会
の
お
知
ら
せ

当
消
防
本
部
で
は
、
採
用
試
験
受
験

者
向
け
に
職
場
説
明
会
を
実
施
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

〇
内
容
　
消
防
職
員
の
仕
事
内
容
、

勤
務
体
制
な
ど
の
説
明
。質
疑
応
答
。

〇
職
場
説
明
会
受
付
期
間
　
８
月
３

日
（
月
）
〜
１４
日
（
金
）

〇
申
込
方
法
　
富
岡
甘
楽
広
域
消

防
本
部
総
務
課
庶
務
係
（
☎
62―

４

●
対
象
者

　
町
内
に
お
い
て
ス
ズ
メ
蜂
が
営
巣
し

た一般
住
宅
又
は
土
地
を
所
有
し
、
又

は
賃
借
す
る
個
人
で
あ
っ
て
蜂
駆
除

専
門
業
者
に
よ
り
ス
ズ
メ
蜂
を
駆
除

し
た
者
。但
し
、
申
請
日
に
納
期
限
が

到
来
し
て
い
な
い
も
の
を
除
い
て
町
税

を
滞
納
し
て
い
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

●
補
助
金
額
　
駆
除
１
件
当
た
り
駆

除
に
要
し
た
費
用
の
２
分
の
１
と
し
、

１
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

●
補
助
金
申
請
方
法
　
ス
ズ
メ
蜂
の

駆
除
を
実
施
し
た
日
か
ら
１
カ
月
以

内
に
次
の
書
類
を
添
え
て
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

①
ス
ズ
メ
蜂
駆
除
処
理
に
要
し
た
費

用
の
領
収
書
の
写
し

②
駆
除
前
、
駆
除
後
の
現
場
写
真

　
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、
ハ
チ
の
営

巣
活
動
が
活
発
に
な
る
季
節
で
す
。

宅
地
内
で
の
「
ハ
チ
の
巣
駆
除
」
に
つ

き
ま
し
て
は
、
ハ
チ
駆
除
用
具
の
貸

出
を
行
って
お
り
ま
す
の
で
、
必
要
な

方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
貸
出
用
途
　
蜂
の
巣
駆
除
に
限
る

●
貸
出
期
間
　
原
則
１
泊
２
日
ま
で

●
貸
出
器
具
　
①
蜂
防
護
服

②
蜂
駆
除
器
具
　

※

蜂
防
護
服
は
、
蜂
の
攻
撃
か
ら
人

体
を
完
全
に
防
護
す
る
も
の
で
は
な

く
、
あ
く
ま
で
も
補
助
的
機
能
を
果

た
す
も
の
で
す
。
万
が一、
蜂
防
護
服

を
使
用
中
に
事
故
が
発
生
し
て
も
、

３
２
６
）
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

〇
説
明
会
実
施
日

８
月
２２
日
（
土
）
午
前
１０
時
か
ら
２

時
間
程
度

●
問
い
合
わ
せ
先

富
岡
甘
楽
広
域
消
防
本
部

総
務
課
（
☎
62―

４
３
２
６
）

●
受
付
期
間

７
月
１０
日（
金
）か
ら
８
月
１０
日（
月
）

●
試
験
日（一次
）

９
月
２０
日（
日
）

●
最
終
合
格
発
表

１２
月
４
日（
金
）

●
採
用
予
定
日

令
和
９
年
４
月
１
日

●
応
募
方
法

ぐ
ん
ま
電
子
申
請
受
付
シ
ス
テ
ム（
Ｌ

ｏ
Ｇｏ
フ
ォ
ー
ム
）
へ
「
ア
カ
ウ
ン
ト
登

録
」
後
、
申
込
可
能
期
間
中
に
な
る

と
、
各
採
用
試
験
・
選
考
考
査
の
案

内
ペ
ー
ジ
に
申
込
フ
ォ
ー
ム
へ
の
リ
ン

ク
が
掲
載
さ
れ
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
先

富
岡
警
察
署
警
務
課

☎
０
２
７
４―

62―

０
１
１
０

　
町
で
は
、
ス
ズ
メ
蜂
の
早
期
発
見

早
期
駆
除
を
促
進
し
、
町
民
の
安
全

確
保
を
図
る
た
め
、
ス
ズ
メ
蜂
の
駆

除
に
要
し
た
費
用
の一部
を
補
助
し
て

い
ま
す
。

　
富
岡
甘
楽
広
域
市
町
村
圏
振
興

整
備
組
合
で
は
次
の
と
お
り
消
防
職

員
を
募
集
し
ま
す
。

職
種
・
採
用
予
定
人
数

消
防
職
　
若
干
人

●
受
験
採
用
資
格

〇
年
齢（
令
和
９
年
４
月
１
日
現
在
）

大
学
卒
﹇
大
学
院
含
む
﹈（
卒
業
見

込
み
含
む
）

・
平
成
９
年
４
月
２
日
〜
平
成
１７
年

４
月
１
日
生
ま
れ
（
満
２２
歳
以
上
３０

歳
未
満
）

短
大
卒
（
卒
業
見
込
み
含
む
）

・
平
成
９
年
４
月
２
日
〜
平
成
１９
年

４
月
１
日
生
ま
れ
（
満
２０
歳
以
上
３０

歳
未
満
）

高
校
卒
（
卒
業
見
込
み
含
む
）

・
平
成
９
年
４
月
２
日
〜
平
成
２１
年

４
月
１
日
生
ま
れ
（
満
１８
歳
以
上
３０

歳
未
満
）

〇
身
体
　
消
防
職
の
職
務
執
行
上
で

支
障
が
な
い
こ
と
。

〇
居
住
　
採
用
さ
れ
た
場
合
、
富
岡

市
、
下
仁
田
町
、
南
牧
村
及
び
甘
楽

町
に
お
お
む
ね
２
時
間
以
内
に
到
達

で
き
る
場
所
に
居
住
で
き
る
人
。

〇
免
許
等
　
普
通
自
動
車
免
許
（
Ａ

Ｔ
限
定
除
く
）
ま
た
は
大
型
自
動
車

運
転
免
許
を
取
得
済
み
の
人
、
も
し

く
は
採
用
後
に
同
資
格
を
取
得
す
る

意
思
の
あ
る
人
。

〇
そ
の
他
　
日
本
国
籍
を
有
し
な
い

人
及
び
地
方
公
務
員
法
第
１６
条
の
欠

お知らせ版お知らせ版
SHIMONITA　INFORMATION

消
防
職
員
の
募
集
と

職
場
説
明
会
を
行
い
ま
す

群
馬
県
警
察
官
採
用
試
験

ス
ズ
メ
蜂
の
巣
駆
除
費
用
の

補
助
助
成
に
つ
い
て

「
夏
休
み
大
作
戦
２
０
２
６

〜
親
子
で
エ
コ
に
つ
い
て

考
え
よ
う
〜
」を
開
催
し
ま
す

『
道
平
川
ダ
ム
施
設
見
学
会
』

参
加
者
募
集

蜂
の
巣
駆
除
道
具
の

貸
出
に
つ
い
て

■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　　☎82-5490　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
ラ
イ
ン
で
職
業
訓
練
の
ほ
か
、
面

接
会
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
情
報
も
配

信
中
で
す
。
ぜ
ひ
お
友
達
登
録
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
説
明
会
日
程

・
７
月
21
日
（
火
）

・
８
月
１8
日
（
火
）

・
９
月
１5
日
（
火
）

●
時
間
　
午
後
２
時
〜
３
時

●
場
所
　
ハロ
ー
ワ
ー
ク
富
岡

２
階
会
議
室

●
問
い
合
わ
せ
先

ハロ
ー
ワ
ー
ク
富
岡

☎
０
２
７
４
―
６２
―
８
６
０
９

●
日
時

令
和
８
年
７
月
１１
日
（
土
）

午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

●
場
所

前
橋
中
央
通
り
商
店
街

ま
ち
な
か
サ
ロ
ン
【
マ
チ
ナ
カ
さ
ん
】

●
内
容

①
健
康
チ
ェ
ッ
ク
（
体
力
測
定
コ
ー

ナ
ー
）

・
握
力
測
定
（
全
身
の
筋
力
の
指
標
）

・
足
趾
把
持
力
測
定
（
転
倒
予
防
や

歩
行
の
安
定
に
関
す
る
測
定
）

②
理
学
療
法
お
よ
び
理
学
療
法
士
に

関
す
る
認
知
度
調
査（
ア
ン
ケ
ー
ト
等
）

Em
ail

kouhou@
jim
u-gpta.com

●
問
い
合
わ
せ
先

群
馬
県
　
環
境
森
林
部

環
境
政
策
課
　
環
境
政
策
係

☎
０
２
７―

２
２
６―

２
８
２
１

　
地
元
の
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

●
日
程
　
令
和
８
年
７
月
２８
日（
火
）

●
会
場
　
道
平
川
ダ
ム
（
下
仁
田
町

南
野
牧
）

●
内
容
　
ダ
ム
内
部
の
見
学
等

●
時
間
　
午
前
の
部
１０
時
３０
分
開

始
、
午
後
の
部
１
時
３０
分
開
始
（
予

定
）

●
定
員
　
各
１０
名
（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

●
費
用
　
無
料

●
申
込
期
限
　
令
和
８
年
７
月
１０
日

（
金
）

●
申
込
方
法

Ｅ
メ
ー
ル
の
み

tom
iokado@

pref.gunm
a.lg.jp

●
問
い
合
わ
せ
先

富
岡
土
木
事
務
所
ダ
ム
管
理
係

（
☎
０
２
７
４―

６３―

２
２
５
５
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
職
業
訓
練
に
興
味

が
あ
る
方
を
対
象
に
毎
月
職
業
訓
練

説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
無
料
で
職
業
訓
練
が
受
講
で
き
、

支
給
要
件
を
満
た
せ
ば
、
月
十
万
円

の
生
活
支
援
の
給
付
金
を
受
給
で
き

ま
す
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
窓
口
ま
で
、
お

町
は
そ
の
責
任
を
負
え
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
ご
自
分
で
駆
除
で
き
な
い
と
い
う

方
へ

　
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
専
門
業

者
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
駆

除
料
金
は
巣
が
あ
る
場
所
や
大
き
さ

で
変
わ
り
ま
す
の
で
、
業
者
と
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

保
健
課
環
境
係
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
82―

５
４
９
０

　「
家
庭
か
ら
出
る
水
の
汚
れ
を
調
べ

よ
う
」「
発
電
か
ら
地
球
温
暖
化
を

考
え
よ
う
」
な
ど
、
実
験
を
し
な
が

ら
家
庭
で
の
エ
コ
に
つ
い
て
学
べ
ま
す
。

　
保
護
者
の
参
加
も
大
歓
迎
！

●
日
時

令
和
８
年
８
月
８
日
（
土
）
〜
９
日

（
日
）

●
場
所
　
群
馬
県
庁
２
８
１
Ａ

２
８
１
Ｂ
会
議
室

●
対
象

小
学
４
年
生
〜
中
学
３
年
生

●
申
込
期
間

令
和
８
年
７
月
１
日
（
水
）
午
前
８

時
３０
分
〜
７
月
２６
日
（
日
）
午
後
11

時
５９
分

●
申
込
方
法

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
内
容
　
群
馬
県
で
は
、
専
門
の
相

談
員
が
皆
さ
ん
の
お
話
を
伺
い
ま
す
。

　
悩
み
等
を
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な

い
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
日
時

○
女
性
電
話
相
談

毎
週
火
・
水
・
金
・
日

午
前
９
時
〜
１２
時
・
午
後
１
時
〜
４
時

（
年
末
年
始
、
祝
日
、
月
曜
日
が
祝

日
（
振
替
休
日
を
含
む
）
の
場
合
の

火
曜
日
は
休
み
）

女
性
相
談
専
用

☎
０
２
７
―
２
２
４
―
５
２
１
０

○
男
性
電
話
相
談

毎
月
２
回
　
第
２
・
４
日
曜
日

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

男
性
相
談
専
用

☎
０
２
７
―
２
１
２
―
０
３
７
２

●
費
用
　無
料

●
問
い
合
わ
せ
先

群
馬
県
生
活
こ
ど
も
課
男
女
共
同
参
画
室

☎
０
２
７
―
８
９
８
―
２
６
８
８

◎
看
護
師
　
若
干
名
　
正
職
員

◎
看
護
助
手
　
若
干
名
　
臨
時
職
員

（
会
計
年
度
任
用
）

《
フ
ル
タ
イ
ム
・
パ
ー
ト
タ
イ
ム
》

※

詳
し
い
内
容
、
申
し
込
み
に
つ
い
て

は
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
下

仁
田
厚
生
病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
職

員
募
集
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先
　下
仁
田
厚
生
病

院
総
務
課
　
☎
８２
―
３
５
５
５

職
業
訓
練（
ハ
ロ
ト
レ
）説
明
会

第
12
回
理
学
療
法
フ
ェ
ス
タ

in
前
橋
七
夕
ま
つ
り
の

開
催
に
つ
い
て

「
と
ら
い
あ
ん
ぐ
る
ん
相
談
室
」

 （
群
馬
県
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い

下
仁
田
厚
生
病
院
職
員
募
集

ID ｢ @znt3015i ｣
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格
条
項
に
該
当
す
る
人
は
受
験
で
き

ま
せ
ん
。

【
受
験
申
込
み
】

〇
申
込
書
類
は
、
７
月
１
日
（
水
）

か
ら
富
岡
甘
楽
広
域
消
防
本
部
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
の
で
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
取
得

し
て
く
だ
さ
い
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ：

http://fdto-ka.sakura.ne.jp

〇
受
付
期
間

８
月
３
日
（
月
）
〜
３１
日
（
月
）

〇
受
付
方
法

　
郵
送
の
場
合
は
、
簡
易
書
留
ま
た

は
特
定
記
録
に
て
送
付
を
お
願
い
し

ま
す
。
受
付
期
間
中
の
消
印
が
あ
る

も
の
に
限
り
、
受
け
付
け
ま
す
。

　
消
防
本
部
に
持
参
す
る
場
合
は
、

受
付
期
間
中
の
平
日
の
午
前
８
時
３０

分
か
ら
午
後
５
時
１５
分
ま
で
に
ご
来

庁
く
だ
さ
い
。（
土
曜
日
、
日
曜
日
、

祝
日
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。）

〇
試
験
日

第
１
次
試
験
日
　
１０
月
１８
日
（
日
）

●
職
場
説
明
会
の
お
知
ら
せ

当
消
防
本
部
で
は
、
採
用
試
験
受
験

者
向
け
に
職
場
説
明
会
を
実
施
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

〇
内
容
　
消
防
職
員
の
仕
事
内
容
、

勤
務
体
制
な
ど
の
説
明
。質
疑
応
答
。

〇
職
場
説
明
会
受
付
期
間
　
８
月
３

日
（
月
）
〜
１４
日
（
金
）

〇
申
込
方
法
　
富
岡
甘
楽
広
域
消

防
本
部
総
務
課
庶
務
係
（
☎
62―

４

●
対
象
者

　
町
内
に
お
い
て
ス
ズ
メ
蜂
が
営
巣
し

た一般
住
宅
又
は
土
地
を
所
有
し
、
又

は
賃
借
す
る
個
人
で
あ
っ
て
蜂
駆
除

専
門
業
者
に
よ
り
ス
ズ
メ
蜂
を
駆
除

し
た
者
。但
し
、
申
請
日
に
納
期
限
が

到
来
し
て
い
な
い
も
の
を
除
い
て
町
税

を
滞
納
し
て
い
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

●
補
助
金
額
　
駆
除
１
件
当
た
り
駆

除
に
要
し
た
費
用
の
２
分
の
１
と
し
、

１
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

●
補
助
金
申
請
方
法
　
ス
ズ
メ
蜂
の

駆
除
を
実
施
し
た
日
か
ら
１
カ
月
以

内
に
次
の
書
類
を
添
え
て
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

①
ス
ズ
メ
蜂
駆
除
処
理
に
要
し
た
費

用
の
領
収
書
の
写
し

②
駆
除
前
、
駆
除
後
の
現
場
写
真

　
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、
ハ
チ
の
営

巣
活
動
が
活
発
に
な
る
季
節
で
す
。

宅
地
内
で
の
「
ハ
チ
の
巣
駆
除
」
に
つ

き
ま
し
て
は
、
ハ
チ
駆
除
用
具
の
貸

出
を
行
って
お
り
ま
す
の
で
、
必
要
な

方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
貸
出
用
途
　
蜂
の
巣
駆
除
に
限
る

●
貸
出
期
間
　
原
則
１
泊
２
日
ま
で

●
貸
出
器
具
　
①
蜂
防
護
服

②
蜂
駆
除
器
具
　

※

蜂
防
護
服
は
、
蜂
の
攻
撃
か
ら
人

体
を
完
全
に
防
護
す
る
も
の
で
は
な

く
、
あ
く
ま
で
も
補
助
的
機
能
を
果

た
す
も
の
で
す
。
万
が一、
蜂
防
護
服

を
使
用
中
に
事
故
が
発
生
し
て
も
、

３
２
６
）
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

〇
説
明
会
実
施
日

８
月
２２
日
（
土
）
午
前
１０
時
か
ら
２

時
間
程
度

●
問
い
合
わ
せ
先

富
岡
甘
楽
広
域
消
防
本
部

総
務
課
（
☎
62―

４
３
２
６
）

●
受
付
期
間

７
月
１０
日（
金
）か
ら
８
月
１０
日（
月
）

●
試
験
日（一次
）

９
月
２０
日（
日
）

●
最
終
合
格
発
表

１２
月
４
日（
金
）

●
採
用
予
定
日

令
和
９
年
４
月
１
日

●
応
募
方
法

ぐ
ん
ま
電
子
申
請
受
付
シ
ス
テ
ム（
Ｌ

ｏ
Ｇｏ
フ
ォ
ー
ム
）
へ
「
ア
カ
ウ
ン
ト
登

録
」
後
、
申
込
可
能
期
間
中
に
な
る

と
、
各
採
用
試
験
・
選
考
考
査
の
案

内
ペ
ー
ジ
に
申
込
フ
ォ
ー
ム
へ
の
リ
ン

ク
が
掲
載
さ
れ
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
先

富
岡
警
察
署
警
務
課

☎
０
２
７
４―

62―

０
１
１
０

　
町
で
は
、
ス
ズ
メ
蜂
の
早
期
発
見

早
期
駆
除
を
促
進
し
、
町
民
の
安
全

確
保
を
図
る
た
め
、
ス
ズ
メ
蜂
の
駆

除
に
要
し
た
費
用
の一部
を
補
助
し
て

い
ま
す
。

　
富
岡
甘
楽
広
域
市
町
村
圏
振
興

整
備
組
合
で
は
次
の
と
お
り
消
防
職

員
を
募
集
し
ま
す
。

職
種
・
採
用
予
定
人
数

消
防
職
　
若
干
人

●
受
験
採
用
資
格

〇
年
齢（
令
和
９
年
４
月
１
日
現
在
）

大
学
卒
﹇
大
学
院
含
む
﹈（
卒
業
見

込
み
含
む
）

・
平
成
９
年
４
月
２
日
〜
平
成
１７
年

４
月
１
日
生
ま
れ
（
満
２２
歳
以
上
３０

歳
未
満
）

短
大
卒
（
卒
業
見
込
み
含
む
）

・
平
成
９
年
４
月
２
日
〜
平
成
１９
年

４
月
１
日
生
ま
れ
（
満
２０
歳
以
上
３０

歳
未
満
）

高
校
卒
（
卒
業
見
込
み
含
む
）

・
平
成
９
年
４
月
２
日
〜
平
成
２１
年

４
月
１
日
生
ま
れ
（
満
１８
歳
以
上
３０

歳
未
満
）

〇
身
体
　
消
防
職
の
職
務
執
行
上
で

支
障
が
な
い
こ
と
。

〇
居
住
　
採
用
さ
れ
た
場
合
、
富
岡

市
、
下
仁
田
町
、
南
牧
村
及
び
甘
楽

町
に
お
お
む
ね
２
時
間
以
内
に
到
達

で
き
る
場
所
に
居
住
で
き
る
人
。

〇
免
許
等
　
普
通
自
動
車
免
許
（
Ａ

Ｔ
限
定
除
く
）
ま
た
は
大
型
自
動
車

運
転
免
許
を
取
得
済
み
の
人
、
も
し

く
は
採
用
後
に
同
資
格
を
取
得
す
る

意
思
の
あ
る
人
。

〇
そ
の
他
　
日
本
国
籍
を
有
し
な
い

人
及
び
地
方
公
務
員
法
第
１６
条
の
欠

お知らせ版お知らせ版
SHIMONITA　INFORMATION

消
防
職
員
の
募
集
と

職
場
説
明
会
を
行
い
ま
す

群
馬
県
警
察
官
採
用
試
験

ス
ズ
メ
蜂
の
巣
駆
除
費
用
の

補
助
助
成
に
つ
い
て

「
夏
休
み
大
作
戦
２
０
２
６

〜
親
子
で
エ
コ
に
つ
い
て

考
え
よ
う
〜
」を
開
催
し
ま
す

『
道
平
川
ダ
ム
施
設
見
学
会
』

参
加
者
募
集

蜂
の
巣
駆
除
道
具
の

貸
出
に
つ
い
て

■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　　☎82-5490　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
ラ
イ
ン
で
職
業
訓
練
の
ほ
か
、
面

接
会
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
情
報
も
配

信
中
で
す
。
ぜ
ひ
お
友
達
登
録
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
説
明
会
日
程

・
７
月
21
日
（
火
）

・
８
月
１8
日
（
火
）

・
９
月
１5
日
（
火
）

●
時
間
　
午
後
２
時
〜
３
時

●
場
所
　
ハロ
ー
ワ
ー
ク
富
岡

２
階
会
議
室

●
問
い
合
わ
せ
先

ハロ
ー
ワ
ー
ク
富
岡

☎
０
２
７
４
―
６２
―
８
６
０
９

●
日
時

令
和
８
年
７
月
１１
日
（
土
）

午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

●
場
所

前
橋
中
央
通
り
商
店
街

ま
ち
な
か
サ
ロ
ン
【
マ
チ
ナ
カ
さ
ん
】

●
内
容

①
健
康
チ
ェ
ッ
ク
（
体
力
測
定
コ
ー

ナ
ー
）

・
握
力
測
定
（
全
身
の
筋
力
の
指
標
）

・
足
趾
把
持
力
測
定
（
転
倒
予
防
や

歩
行
の
安
定
に
関
す
る
測
定
）

②
理
学
療
法
お
よ
び
理
学
療
法
士
に

関
す
る
認
知
度
調
査（
ア
ン
ケ
ー
ト
等
）

Em
ail

kouhou@
jim
u-gpta.com

●
問
い
合
わ
せ
先

群
馬
県
　
環
境
森
林
部

環
境
政
策
課
　
環
境
政
策
係

☎
０
２
７―

２
２
６―

２
８
２
１

　
地
元
の
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

●
日
程
　
令
和
８
年
７
月
２８
日（
火
）

●
会
場
　
道
平
川
ダ
ム
（
下
仁
田
町

南
野
牧
）

●
内
容
　
ダ
ム
内
部
の
見
学
等

●
時
間
　
午
前
の
部
１０
時
３０
分
開

始
、
午
後
の
部
１
時
３０
分
開
始
（
予

定
）

●
定
員
　
各
１０
名
（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

●
費
用
　
無
料

●
申
込
期
限
　
令
和
８
年
７
月
１０
日

（
金
）

●
申
込
方
法

Ｅ
メ
ー
ル
の
み

tom
iokado@

pref.gunm
a.lg.jp

●
問
い
合
わ
せ
先

富
岡
土
木
事
務
所
ダ
ム
管
理
係

（
☎
０
２
７
４―

６３―

２
２
５
５
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
職
業
訓
練
に
興
味

が
あ
る
方
を
対
象
に
毎
月
職
業
訓
練

説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
無
料
で
職
業
訓
練
が
受
講
で
き
、

支
給
要
件
を
満
た
せ
ば
、
月
十
万
円

の
生
活
支
援
の
給
付
金
を
受
給
で
き

ま
す
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
窓
口
ま
で
、
お

町
は
そ
の
責
任
を
負
え
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
ご
自
分
で
駆
除
で
き
な
い
と
い
う

方
へ

　
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
専
門
業

者
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
駆

除
料
金
は
巣
が
あ
る
場
所
や
大
き
さ

で
変
わ
り
ま
す
の
で
、
業
者
と
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

保
健
課
環
境
係
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
82―

５
４
９
０

　「
家
庭
か
ら
出
る
水
の
汚
れ
を
調
べ

よ
う
」「
発
電
か
ら
地
球
温
暖
化
を

考
え
よ
う
」
な
ど
、
実
験
を
し
な
が

ら
家
庭
で
の
エ
コ
に
つ
い
て
学
べ
ま
す
。

　
保
護
者
の
参
加
も
大
歓
迎
！

●
日
時

令
和
８
年
８
月
８
日
（
土
）
〜
９
日

（
日
）

●
場
所
　
群
馬
県
庁
２
８
１
Ａ

２
８
１
Ｂ
会
議
室

●
対
象

小
学
４
年
生
〜
中
学
３
年
生

●
申
込
期
間

令
和
８
年
７
月
１
日
（
水
）
午
前
８

時
３０
分
〜
７
月
２６
日
（
日
）
午
後
11

時
５９
分

●
申
込
方
法

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
内
容
　
群
馬
県
で
は
、
専
門
の
相

談
員
が
皆
さ
ん
の
お
話
を
伺
い
ま
す
。

　
悩
み
等
を
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な

い
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
日
時

○
女
性
電
話
相
談

毎
週
火
・
水
・
金
・
日

午
前
９
時
〜
１２
時
・
午
後
１
時
〜
４
時

（
年
末
年
始
、
祝
日
、
月
曜
日
が
祝

日
（
振
替
休
日
を
含
む
）
の
場
合
の

火
曜
日
は
休
み
）

女
性
相
談
専
用

☎
０
２
７
―
２
２
４
―
５
２
１
０

○
男
性
電
話
相
談

毎
月
２
回
　
第
２
・
４
日
曜
日

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

男
性
相
談
専
用

☎
０
２
７
―
２
１
２
―
０
３
７
２

●
費
用
　無
料

●
問
い
合
わ
せ
先

群
馬
県
生
活
こ
ど
も
課
男
女
共
同
参
画
室

☎
０
２
７
―
８
９
８
―
２
６
８
８

◎
看
護
師
　
若
干
名
　
正
職
員

◎
看
護
助
手
　
若
干
名
　
臨
時
職
員

（
会
計
年
度
任
用
）

《
フ
ル
タ
イ
ム
・
パ
ー
ト
タ
イ
ム
》

※

詳
し
い
内
容
、
申
し
込
み
に
つ
い
て

は
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
下

仁
田
厚
生
病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
職

員
募
集
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先
　下
仁
田
厚
生
病

院
総
務
課
　
☎
８２
―
３
５
５
５

職
業
訓
練（
ハ
ロ
ト
レ
）説
明
会

第
12
回
理
学
療
法
フ
ェ
ス
タ

in
前
橋
七
夕
ま
つ
り
の

開
催
に
つ
い
て

「
と
ら
い
あ
ん
ぐ
る
ん
相
談
室
」

 （
群
馬
県
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い

下
仁
田
厚
生
病
院
職
員
募
集

ID ｢ @znt3015i ｣
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群
馬
県
は
、こ
れ
ま
で
の
社
会
貢
献

の
功
績
か
ら
、下
仁
田
町
代
表
監
査

委
員
の
茂
木
吉
成
氏
へ
群
馬
県
総
合

表
彰
を
授
与
し
ま
し
た
。

　
茂
木
監
査
委
員
は
、平
成
２１
年
か

ら
現
在
に
至
る
ま
で
、豊
富
な
経
験
と

専
門
的
な
知
見
を
活
か
し
、適
正
な

予
算
執
行
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
監
査

委
員
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

身近な情報をお寄せください。総務課（内線503）

TOWN　TOPICS
町の話題町の話題

下
仁
田
こ
ん
に
ゃ
く
夏
祭
り
盆
踊
り
練
習
会

下
仁
田
こ
ん
に
ゃ
く
夏
祭
り
盆
踊
り
練
習
会

　
下
仁
田
こ
ん
に
ゃ
く
夏
祭
り
で
盆

踊
り
を一緒
に
踊
ま
せ
ん
か
？

　
自
信
が
無
い
な
ぁ
と
い
う
方
向
け

に
盆
踊
り
の
練
習
会
を
開
催
し
ま

す
。お
子
様
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
の

で
、奮
って
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
期
日
　
令
和
８
年
７
月
２７
日（
月
）

　
　
　
　
令
和
８
年
８
月
３
日（
月
）

●
時
間
　
午
後
７
時
〜
８
時
３０
分

●
場
所
　
文
化
ホ
ー
ル

●
主
催
　
下
仁
田
こ
ん
に
ゃ
く
夏
祭

り
実
行
委
員
会

●
講
師

裕
仁
会
　
高
橋
　
敏
博
先
生

●
問
い
合
わ
せ
先

下
仁
田
こ
ん
に
ゃ
く
夏
祭
り
実
行
委

員
会
事
務
局
　
商
工
観
光
課
商
工

観
光
係

☎
64
―
８
８
０
５

８
月
14
日（
金
）下
仁
田
こ
ん
に
ゃ
く
夏
祭
り

「
花
火
大
会
」募
金
の
お
願
い

８
月
14
日（
金
）下
仁
田
こ
ん
に
ゃ
く
夏
祭
り

「
花
火
大
会
」募
金
の
お
願
い

　
下
仁
田
こ
ん
に
ゃ
く
夏
祭
り
実
行

委
員
会
で
は
、
花
火
大
会
を
実
施
す

る
に
あ
た
り
、毎
年
皆
様
か
ら
募
金
を

募
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。本
年

度
の
花
火
大
会
が
よ
り一層
盛
大
に
開

催
で
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
募
金
箱
設
置
予
定

役
場
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
商
工
会
、
厚

生
病
院
、Ａ
コ
ー
プ
下
仁
田
店
、
道
の

駅
し
も
に
た
、し
の
の
め
信
用
金
庫
下

仁
田
支
店
、
群
馬
県
信
用
組
合
下
仁

田
支
店
、
甘
楽
富
岡
農
協
下
仁
田
支

所
、町
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、

●
問
い
合
わ
せ
先

下
仁
田
こ
ん
に
ゃ
く
夏
祭
り
実
行
委

員
会
事
務
局
　
商
工
観
光
課
商
工

観
光
係

☎
64
―
８
８
０
５

み
な
し
ろ
建
設
株
式
会
社
に
よ
る

『
ほ
た
る
山
公
園
』環
境
美
化
活
動

み
な
し
ろ
建
設
株
式
会
社
に
よ
る

『
ほ
た
る
山
公
園
』環
境
美
化
活
動

　
5
月
16
日
、原
水
爆
禁
止
国
民

平
和
大
行
進
が
下
仁
田
町
役
場
か

ら
富
岡
市
役
所
ま
で
行
わ
れ
、町

長
・
議
長
・
教
育
長
が
激
励
を
行
い

ま
し
た
。こ
の
行
進
は
、地
球
の
未

来
を
受
け
継
ぐ
子
ど
も
た
ち
を
二

度
と
戦
争
に
送
ら
な
い
た
め
に
、平

和・民
主
憲
法
の
精
神
実
現
を
目
指

し
、毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
５
月
２９
日
、み
な
し
ろ
建
設（
株
）

様（
高
麗
和
夫
代
表
取
締
役
社
長
）

総
勢
２９
名
が
、地
域
貢
献
活
動
と
し

て
ほ
た
る
山
公
園
の
環
境
美
化
活
動

を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。活
動

で
は
、足
場
の
悪
い
箇
所
や
急
傾
斜
な

ど
の
環
境
の
中
で
も
、参
加
者
全
員

が
安
全
に
配
慮
し
な
が
ら
、公
園
内
の

草
刈
り
や
清
掃
作
業
に
汗
を
流
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。プ
ロ
と
し
て
の
技

術
と
地
域
へ
の
深
い
愛
情
が
感
じ
ら

れ
る
活
動
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。ほ
た
る
山
公
園
が
よ
り
美
し

く
、訪
れ
る
方
々
が
安
心
し
て
楽
し
め

る
場
所
に
な
り
ま
し
た
。

原
水
爆
禁
止
国
民
平
和
大
行
進
を
激
励

原
水
爆
禁
止
国
民
平
和
大
行
進
を
激
励

　
令
和
８
年
度
第
４５
回
甘
楽
郡
社

会
教
育
振
興
協
議
会
定
期
総
会
が

開
催
さ
れ
、社
会
教
育
優
良
団
体
の

部
で
し
も
に
た
浅
葱
斑
の
会
が
、感

謝
状
の
部
で
竹
内
す
み
子
さ
ん
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。し
も
に
た
浅
葱

斑
の
会
は
公
民
館
事
業
の
ア
サ
ギ
マ

ダ
ラ
観
察
会
の
実
施
の
他
、小
・
中

学
校
の
授
業
への
協
力
な
ど
多
方
面

で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、竹
内

す
み
子
さ
ん
は
町
の
社
会
教
育
委

員
会
議
の
議
長
や
甘
楽
郡
社
会
教

育
振
興
協
議
会
の
会
長
を
務
め
、長

年
に
わ
た
り
社
会
教
育
に
ご
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。こ
の
度
は
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

教
育
課
生
涯
学
習
係

☎
82
―
２
１
１
５

令
和
８
年
度 

第
４５
回
甘
楽
郡
社
会
教
育

振
興
協
議
会
定
期
総
会

令
和
８
年
度 

第
４５
回
甘
楽
郡
社
会
教
育

振
興
協
議
会
定
期
総
会

　
見
守
り
活
動
が
６
月
１
日（
月
）

〜
６
月
１２
日（
金
）ま
で
行
わ
れ
、総

勢
約
１
０
０
人
が
登
校
す
る
子
ど

も
た
ち
と
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
て
安

全
を
見
守
り
ま
し
た
。参
加
者
か
ら

は「
子
ど
も
の
元
気
な
様
子
が
見
ら

れ
て
嬉
し
い
。」や「
子
ど
も
と
挨
拶

を
す
る
こ
と
で
元
気
を
も
ら
っ
た
。」

な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
見
守
り
活
動
は
、学
校
運
営
協

議
会
で
の
協
議
を
経
て
学
校
運
営

協
議
会
の
所
属
団
体
が
中
心
と
な
っ

て
行
わ
れ
て
い
る
活
動
で
す
。今
年

度
は
２
回
目
の
見
守
り
活
動
を
１０

月
５
日（
月
）〜
１６
日（
金
）ま
で
実

施
す
る
予
定
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

教
育
課
生
涯
学
習
係

☎
82
―
２
１
１
５

令
和
８
年
度
　見
守
り
活
動

令
和
８
年
度
　見
守
り
活
動

　
令
和
８
年
６
月
７
日
、旧
下
河
原

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、水
防
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。当
日
は
、自
吸

式
エ
ン
ジ
ン
ポ
ン
プ
の
操
作
確
認
を

参
加
し
た
全
て
の
消
防
団
員
が
行

い
、有
事
の
際
の
使
用
に
関
し
、理

解
を
深
め
る
と
と
も
に
動
作
確
認

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

水
防
訓
練
を
行
い
ま
し
た

水
防
訓
練
を
行
い
ま
し
た

群
馬
県
総
合
表
彰

茂
木
吉
成
監
査
委
員
が
受
賞

群
馬
県
総
合
表
彰

茂
木
吉
成
監
査
委
員
が
受
賞
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群
馬
県
は
、こ
れ
ま
で
の
社
会
貢
献

の
功
績
か
ら
、下
仁
田
町
代
表
監
査

委
員
の
茂
木
吉
成
氏
へ
群
馬
県
総
合

表
彰
を
授
与
し
ま
し
た
。

　
茂
木
監
査
委
員
は
、平
成
２１
年
か

ら
現
在
に
至
る
ま
で
、豊
富
な
経
験
と

専
門
的
な
知
見
を
活
か
し
、適
正
な

予
算
執
行
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
監
査

委
員
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

身近な情報をお寄せください。総務課（内線503）

TOWN　TOPICS
町の話題町の話題

下
仁
田
こ
ん
に
ゃ
く
夏
祭
り
盆
踊
り
練
習
会

下
仁
田
こ
ん
に
ゃ
く
夏
祭
り
盆
踊
り
練
習
会

　
下
仁
田
こ
ん
に
ゃ
く
夏
祭
り
で
盆

踊
り
を一緒
に
踊
ま
せ
ん
か
？

　
自
信
が
無
い
な
ぁ
と
い
う
方
向
け

に
盆
踊
り
の
練
習
会
を
開
催
し
ま

す
。お
子
様
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
の

で
、奮
って
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
期
日
　
令
和
８
年
７
月
２７
日（
月
）

　
　
　
　
令
和
８
年
８
月
３
日（
月
）

●
時
間
　
午
後
７
時
〜
８
時
３０
分

●
場
所
　
文
化
ホ
ー
ル

●
主
催
　
下
仁
田
こ
ん
に
ゃ
く
夏
祭

り
実
行
委
員
会

●
講
師

裕
仁
会
　
高
橋
　
敏
博
先
生

●
問
い
合
わ
せ
先

下
仁
田
こ
ん
に
ゃ
く
夏
祭
り
実
行
委

員
会
事
務
局
　
商
工
観
光
課
商
工

観
光
係

☎
64
―
８
８
０
５

８
月
14
日（
金
）下
仁
田
こ
ん
に
ゃ
く
夏
祭
り

「
花
火
大
会
」募
金
の
お
願
い

８
月
14
日（
金
）下
仁
田
こ
ん
に
ゃ
く
夏
祭
り

「
花
火
大
会
」募
金
の
お
願
い

　
下
仁
田
こ
ん
に
ゃ
く
夏
祭
り
実
行

委
員
会
で
は
、
花
火
大
会
を
実
施
す

る
に
あ
た
り
、毎
年
皆
様
か
ら
募
金
を

募
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。本
年

度
の
花
火
大
会
が
よ
り一層
盛
大
に
開

催
で
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
募
金
箱
設
置
予
定

役
場
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
商
工
会
、
厚

生
病
院
、Ａ
コ
ー
プ
下
仁
田
店
、
道
の

駅
し
も
に
た
、し
の
の
め
信
用
金
庫
下

仁
田
支
店
、
群
馬
県
信
用
組
合
下
仁

田
支
店
、
甘
楽
富
岡
農
協
下
仁
田
支

所
、町
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、

●
問
い
合
わ
せ
先

下
仁
田
こ
ん
に
ゃ
く
夏
祭
り
実
行
委

員
会
事
務
局
　
商
工
観
光
課
商
工

観
光
係

☎
64
―
８
８
０
５

み
な
し
ろ
建
設
株
式
会
社
に
よ
る

『
ほ
た
る
山
公
園
』環
境
美
化
活
動

み
な
し
ろ
建
設
株
式
会
社
に
よ
る

『
ほ
た
る
山
公
園
』環
境
美
化
活
動

　
5
月
16
日
、原
水
爆
禁
止
国
民

平
和
大
行
進
が
下
仁
田
町
役
場
か

ら
富
岡
市
役
所
ま
で
行
わ
れ
、町

長
・
議
長
・
教
育
長
が
激
励
を
行
い

ま
し
た
。こ
の
行
進
は
、地
球
の
未

来
を
受
け
継
ぐ
子
ど
も
た
ち
を
二

度
と
戦
争
に
送
ら
な
い
た
め
に
、平

和・民
主
憲
法
の
精
神
実
現
を
目
指

し
、毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
５
月
２９
日
、み
な
し
ろ
建
設（
株
）

様（
高
麗
和
夫
代
表
取
締
役
社
長
）

総
勢
２９
名
が
、地
域
貢
献
活
動
と
し

て
ほ
た
る
山
公
園
の
環
境
美
化
活
動

を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。活
動

で
は
、足
場
の
悪
い
箇
所
や
急
傾
斜
な

ど
の
環
境
の
中
で
も
、参
加
者
全
員

が
安
全
に
配
慮
し
な
が
ら
、公
園
内
の

草
刈
り
や
清
掃
作
業
に
汗
を
流
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。プ
ロ
と
し
て
の
技

術
と
地
域
へ
の
深
い
愛
情
が
感
じ
ら

れ
る
活
動
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。ほ
た
る
山
公
園
が
よ
り
美
し

く
、訪
れ
る
方
々
が
安
心
し
て
楽
し
め

る
場
所
に
な
り
ま
し
た
。

原
水
爆
禁
止
国
民
平
和
大
行
進
を
激
励

原
水
爆
禁
止
国
民
平
和
大
行
進
を
激
励

　
令
和
８
年
度
第
４５
回
甘
楽
郡
社

会
教
育
振
興
協
議
会
定
期
総
会
が

開
催
さ
れ
、社
会
教
育
優
良
団
体
の

部
で
し
も
に
た
浅
葱
斑
の
会
が
、感

謝
状
の
部
で
竹
内
す
み
子
さ
ん
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。し
も
に
た
浅
葱

斑
の
会
は
公
民
館
事
業
の
ア
サ
ギ
マ

ダ
ラ
観
察
会
の
実
施
の
他
、小
・
中

学
校
の
授
業
への
協
力
な
ど
多
方
面

で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、竹
内

す
み
子
さ
ん
は
町
の
社
会
教
育
委

員
会
議
の
議
長
や
甘
楽
郡
社
会
教

育
振
興
協
議
会
の
会
長
を
務
め
、長

年
に
わ
た
り
社
会
教
育
に
ご
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。こ
の
度
は
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

教
育
課
生
涯
学
習
係

☎
82
―
２
１
１
５

令
和
８
年
度 

第
４５
回
甘
楽
郡
社
会
教
育

振
興
協
議
会
定
期
総
会

令
和
８
年
度 

第
４５
回
甘
楽
郡
社
会
教
育

振
興
協
議
会
定
期
総
会

　
見
守
り
活
動
が
６
月
１
日（
月
）

〜
６
月
１２
日（
金
）ま
で
行
わ
れ
、総

勢
約
１
０
０
人
が
登
校
す
る
子
ど

も
た
ち
と
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
て
安

全
を
見
守
り
ま
し
た
。参
加
者
か
ら

は「
子
ど
も
の
元
気
な
様
子
が
見
ら

れ
て
嬉
し
い
。」や「
子
ど
も
と
挨
拶

を
す
る
こ
と
で
元
気
を
も
ら
っ
た
。」

な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
見
守
り
活
動
は
、学
校
運
営
協

議
会
で
の
協
議
を
経
て
学
校
運
営

協
議
会
の
所
属
団
体
が
中
心
と
な
っ

て
行
わ
れ
て
い
る
活
動
で
す
。今
年

度
は
２
回
目
の
見
守
り
活
動
を
１０

月
５
日（
月
）〜
１６
日（
金
）ま
で
実

施
す
る
予
定
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

教
育
課
生
涯
学
習
係

☎
82
―
２
１
１
５

令
和
８
年
度
　見
守
り
活
動

令
和
８
年
度
　見
守
り
活
動

　
令
和
８
年
６
月
７
日
、旧
下
河
原

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、水
防
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。当
日
は
、自
吸

式
エ
ン
ジ
ン
ポ
ン
プ
の
操
作
確
認
を

参
加
し
た
全
て
の
消
防
団
員
が
行

い
、有
事
の
際
の
使
用
に
関
し
、理

解
を
深
め
る
と
と
も
に
動
作
確
認

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

水
防
訓
練
を
行
い
ま
し
た

水
防
訓
練
を
行
い
ま
し
た

群
馬
県
総
合
表
彰

茂
木
吉
成
監
査
委
員
が
受
賞

群
馬
県
総
合
表
彰

茂
木
吉
成
監
査
委
員
が
受
賞
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TOWN　TOPICS
町の話題町の話題

『
こ
ん
に
ゃ
く
の
日
献
立
』を
提
供

〜
学
校
給
食
〜

『
こ
ん
に
ゃ
く
の
日
献
立
』を
提
供

〜
学
校
給
食
〜

　
５
月
２９
日
の『
こ
ん
に
ゃ
く
の
日
』に

あ
わ
せ
、下
仁
田
の
特
産
品
こ
ん
に
ゃ

く
を
子
ど
も
た
ち
に
た
く
さ
ん
食
べて

も
ら
う
た
め
、学
校
給
食
で
は『
こ
ん

に
ゃ
く
の
日
献
立
』を
提
供
し
ま
し

た
。低
カ
ロ
リ
ー
で
カ
ル
シ
ウ
ム
、食
物

繊
維
が
豊
富
な「
し
ら
た
き
」を
中
華

風
サ
ラ
ダ
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
さ
っ
ぱ
り
し
て
い
て
ヘ
ル
シ
ー
な
の

で
、ご
家
庭
で
も
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ

い
！

　
５
月
２９
日
の『
こ
ん
に
ゃ
く
の
日
』に

あ
わ
せ
、下
仁
田
の
特
産
品
こ
ん
に
ゃ

く
を
子
ど
も
た
ち
に
た
く
さ
ん
食
べて

も
ら
う
た
め
、学
校
給
食
で
は『
こ
ん

に
ゃ
く
の
日
献
立
』を
提
供
し
ま
し

た
。低
カ
ロ
リ
ー
で
カ
ル
シ
ウ
ム
、食
物

繊
維
が
豊
富
な「
し
ら
た
き
」を
中
華

風
サ
ラ
ダ
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
さ
っ
ぱ
り
し
て
い
て
ヘ
ル
シ
ー
な
の

で
、ご
家
庭
で
も
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ

い
！

●
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
株
式
会
社
マ
ン
ナ
ン
ラ
イ
フ
様
か

ら
、給
食
用
に
こ
ん
に
ゃ
く
ゼ
リ
ー
を

提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。心
温
ま

る
ご
支
援
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。定
期
的
に
提
供
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
の
で
、こ
ん
に
ゃ
く
ゼ
リ
ー
が
出

る
日
は
、子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
で

す
。

●
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
株
式
会
社
マ
ン
ナ
ン
ラ
イ
フ
様
か

ら
、給
食
用
に
こ
ん
に
ゃ
く
ゼ
リ
ー
を

提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。心
温
ま

る
ご
支
援
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。定
期
的
に
提
供
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
の
で
、こ
ん
に
ゃ
く
ゼ
リ
ー
が
出

る
日
は
、子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
で

す
。

　
消
防
職
員
と
訓
練
し
て
、生
き
抜

く
力
を
養
い
ま
せ
ん
か
。

●
日
時

８
月
８
日（
土
）午
前
８
時
か
ら

９
日（
日
）午
前
８
時
３０
分

●
場
所
　
富
岡
甘
楽
広
域
消
防
本

部・富
岡
消
防
署

●
対
象
者
　
富
岡
市
、甘
楽
郡
の

小
学
校
に
在
学
中
の
５・６
年
生

●
定
員
　
５
人（
抽
選
。応
募
多
数

の
場
合
、昨
年
度
未
参
加
の
方
を
優

先
し
ま
す
。）

●
申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
先

７
月
１５
日（
水
）ま
で
に
、電
話
で
消

防
本
部
総
務
課（
土
・日
曜
日
、祝

日
を
除
く
、午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

５
時
１５
分
）

☎
62
―
４
３
２
６
へ

詳
細
に
つ
い
て
は
、二
次
元
コ
ー
ド
を

読
み
取
り
く
だ
さ
い
。

「
今
年
も
や
り
ま
す
！
お
泊
り
消
防
体
験
」

「
今
年
も
や
り
ま
す
！
お
泊
り
消
防
体
験
」

　
下
仁
田
ネ
ギ
等
の
地
元
特
産
物

生
産
に
必
要
な
基
礎
知
識
や
栽
培

技
術
の
習
得
の
た
め
、令
和
６
年
９

月
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と

し
て
活
動
し
て
い
る
丸
谷
真
也
さ

ん
。現
在
、様
々
な
種
類
の
野
菜
作

り
を
学
ん
で
い
ま
す
。研
修
期
間
中

に
育
て
た
野
菜
は
、学
校
給
食
で
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
育
て
た
野
菜
を

学
校
給
食
で
提
供

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
育
て
た
野
菜
を

学
校
給
食
で
提
供

　
６
月
３
日
に「
第
５６
回
群
馬
県
商

工
会
青
年
女
性
経
営
者
の
主
張
大

会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。総
勢
１

１
名
の
精
鋭
た
ち
が
地
域
へ
の
想
い

や
活
動
成
果
を
発
表
す
る
中
、下
仁

田
町
商
工
会
青
年
部
代
表
の
五
十

嵐
真
洋
さ
ん
と
女
性
部
代
表
の
森

川
惠
美
子
さ
ん
が
、揃
っ
て
同
着
３

位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

祝・5周年！「上信電鉄でGOGO!!下仁田キャンペーン」いよいよスタート！
　今年で記念すべき５周年を迎える「上信電鉄でＧＯＧ
Ｏ！！下仁田キャンペーン」が、７月１日からスタート
します！
　期間中、下仁田町内のお店や施設で発行された「５０
０円以上のレシート（領収書）」を、下仁田駅窓口でご
提示いただくと、下仁田駅から高崎駅までの片道料金が
無料になる「特別片道乗車証」（当日限り有効）をプレ
ゼントいたします。
　さらに今年は、５周年を記念して当選チャンスが大幅
アップ！「特別片道乗車証」の末尾番号が「５０」また
は「００」の方には、下仁田町オリジナルトートバッグ
をプレゼントいたします！
　お得に鉄道の旅を楽しみながら、ぜひ特別なプレゼン
トも狙ってみてください。
　キャンペーン期間は８月３１日までです。
　詳細については、広報しもにた６月号か、下仁田町
ホームページをご覧ください。

 ●問い合わせ
　企画課地域創生係　☎64-8809

下仁田町HP

丸谷真也さん

商
工
会
青
年
部・女
性
部
が

県
大
会
で
同
着
3
位
入
賞
！

商
工
会
青
年
部・女
性
部
が

県
大
会
で
同
着
3
位
入
賞
！
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TOWN　TOPICS
町の話題町の話題

『
こ
ん
に
ゃ
く
の
日
献
立
』を
提
供

〜
学
校
給
食
〜

『
こ
ん
に
ゃ
く
の
日
献
立
』を
提
供

〜
学
校
給
食
〜

　
５
月
２９
日
の『
こ
ん
に
ゃ
く
の
日
』に

あ
わ
せ
、下
仁
田
の
特
産
品
こ
ん
に
ゃ

く
を
子
ど
も
た
ち
に
た
く
さ
ん
食
べて

も
ら
う
た
め
、学
校
給
食
で
は『
こ
ん

に
ゃ
く
の
日
献
立
』を
提
供
し
ま
し

た
。低
カ
ロ
リ
ー
で
カ
ル
シ
ウ
ム
、食
物

繊
維
が
豊
富
な「
し
ら
た
き
」を
中
華

風
サ
ラ
ダ
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
さ
っ
ぱ
り
し
て
い
て
ヘ
ル
シ
ー
な
の

で
、ご
家
庭
で
も
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ

い
！

　
５
月
２９
日
の『
こ
ん
に
ゃ
く
の
日
』に

あ
わ
せ
、下
仁
田
の
特
産
品
こ
ん
に
ゃ

く
を
子
ど
も
た
ち
に
た
く
さ
ん
食
べて

も
ら
う
た
め
、学
校
給
食
で
は『
こ
ん

に
ゃ
く
の
日
献
立
』を
提
供
し
ま
し

た
。低
カ
ロ
リ
ー
で
カ
ル
シ
ウ
ム
、食
物

繊
維
が
豊
富
な「
し
ら
た
き
」を
中
華

風
サ
ラ
ダ
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
さ
っ
ぱ
り
し
て
い
て
ヘ
ル
シ
ー
な
の

で
、ご
家
庭
で
も
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ

い
！

●
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
株
式
会
社
マ
ン
ナ
ン
ラ
イ
フ
様
か

ら
、給
食
用
に
こ
ん
に
ゃ
く
ゼ
リ
ー
を

提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。心
温
ま

る
ご
支
援
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。定
期
的
に
提
供
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
の
で
、こ
ん
に
ゃ
く
ゼ
リ
ー
が
出

る
日
は
、子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
で

す
。

●
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
株
式
会
社
マ
ン
ナ
ン
ラ
イ
フ
様
か

ら
、給
食
用
に
こ
ん
に
ゃ
く
ゼ
リ
ー
を

提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。心
温
ま

る
ご
支
援
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。定
期
的
に
提
供
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
の
で
、こ
ん
に
ゃ
く
ゼ
リ
ー
が
出

る
日
は
、子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
で

す
。

　
消
防
職
員
と
訓
練
し
て
、生
き
抜

く
力
を
養
い
ま
せ
ん
か
。

●
日
時

８
月
８
日（
土
）午
前
８
時
か
ら

９
日（
日
）午
前
８
時
３０
分

●
場
所
　
富
岡
甘
楽
広
域
消
防
本

部・富
岡
消
防
署

●
対
象
者
　
富
岡
市
、甘
楽
郡
の

小
学
校
に
在
学
中
の
５・６
年
生

●
定
員
　
５
人（
抽
選
。応
募
多
数

の
場
合
、昨
年
度
未
参
加
の
方
を
優

先
し
ま
す
。）

●
申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
先

７
月
１５
日（
水
）ま
で
に
、電
話
で
消

防
本
部
総
務
課（
土
・日
曜
日
、祝

日
を
除
く
、午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

５
時
１５
分
）

☎
62
―
４
３
２
６
へ

詳
細
に
つ
い
て
は
、二
次
元
コ
ー
ド
を

読
み
取
り
く
だ
さ
い
。

「
今
年
も
や
り
ま
す
！
お
泊
り
消
防
体
験
」

「
今
年
も
や
り
ま
す
！
お
泊
り
消
防
体
験
」

　
下
仁
田
ネ
ギ
等
の
地
元
特
産
物

生
産
に
必
要
な
基
礎
知
識
や
栽
培

技
術
の
習
得
の
た
め
、令
和
６
年
９

月
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と

し
て
活
動
し
て
い
る
丸
谷
真
也
さ

ん
。現
在
、様
々
な
種
類
の
野
菜
作

り
を
学
ん
で
い
ま
す
。研
修
期
間
中

に
育
て
た
野
菜
は
、学
校
給
食
で
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
育
て
た
野
菜
を

学
校
給
食
で
提
供

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
育
て
た
野
菜
を

学
校
給
食
で
提
供

　
６
月
３
日
に「
第
５６
回
群
馬
県
商

工
会
青
年
女
性
経
営
者
の
主
張
大

会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。総
勢
１

１
名
の
精
鋭
た
ち
が
地
域
へ
の
想
い

や
活
動
成
果
を
発
表
す
る
中
、下
仁

田
町
商
工
会
青
年
部
代
表
の
五
十

嵐
真
洋
さ
ん
と
女
性
部
代
表
の
森

川
惠
美
子
さ
ん
が
、揃
っ
て
同
着
３

位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

祝・5周年！「上信電鉄でGOGO!!下仁田キャンペーン」いよいよスタート！
　今年で記念すべき５周年を迎える「上信電鉄でＧＯＧ
Ｏ！！下仁田キャンペーン」が、７月１日からスタート
します！
　期間中、下仁田町内のお店や施設で発行された「５０
０円以上のレシート（領収書）」を、下仁田駅窓口でご
提示いただくと、下仁田駅から高崎駅までの片道料金が
無料になる「特別片道乗車証」（当日限り有効）をプレ
ゼントいたします。
　さらに今年は、５周年を記念して当選チャンスが大幅
アップ！「特別片道乗車証」の末尾番号が「５０」また
は「００」の方には、下仁田町オリジナルトートバッグ
をプレゼントいたします！
　お得に鉄道の旅を楽しみながら、ぜひ特別なプレゼン
トも狙ってみてください。
　キャンペーン期間は８月３１日までです。
　詳細については、広報しもにた６月号か、下仁田町
ホームページをご覧ください。

 ●問い合わせ
　企画課地域創生係　☎64-8809

下仁田町HP

丸谷真也さん

商
工
会
青
年
部・女
性
部
が

県
大
会
で
同
着
3
位
入
賞
！

商
工
会
青
年
部・女
性
部
が

県
大
会
で
同
着
3
位
入
賞
！
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TOWN　TOPICS
町の話題町の話題

　
５
月
１６
日・２４
日
に
高
崎
市
浜
川

体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
、第
８
回
群

馬
県
Ｕ
１２
西
毛
地
区
春
季
大
会
で
、

下
仁
田
ミ
ニ
バ
ス
女
子
チ
ー
ム
が
Ｂ

ク
ラ
ス
の
３
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し

た
。

　
当
日
、応
援
に
駆
け
つ
け
て
い
た

だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

※
下
仁
田
ミ
ニ
バ
ス
で
は
団
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。体
験
・
見
学
は
随

時
受
付
中
で
す
！

●
問
い
合
わ
せ
先

ミ
ニ
バ
ス
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
　
黒
澤

☎
０
９
０
―
２
４
９
０
―
４
７
３
６

下
仁
田
ミ
ニ
バ
ス
が
３
位
入
賞
！

下
仁
田
ミ
ニ
バ
ス
が
３
位
入
賞
！

　
高
崎
レ
ッ
ド
ヴ
ィ
ー
ナ
ス（
中
学

生
女
子
野
球
）」の
メ
ン
バ
ー
と
し

て
、下
仁
田
中
学
校
３
年
生
の
高
橋

香
花
さ
ん
が
、中
学
女
子
軟
式
野

球
群
馬
県
大
会
優
勝
を
経
て
、８
月

２０
日
か
ら
京
都
市
で
開
催
さ
れ
る

全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

　
６
月
９
日
に
は
、岩
崎
町
長
へ
全

国
大
会
への
出
場
を
ご
報
告
い
た
だ

き
ま
し
た
。ご
活
躍
を
お
祈
り
ま

す
。 高

橋
香
花
さ
ん（
下
中
3
年
生
）

中
学
女
子
軟
式
野
球
で
全
国
大
会
に
出
場

高
橋
香
花
さ
ん（
下
中
3
年
生
）

中
学
女
子
軟
式
野
球
で
全
国
大
会
に
出
場

　
6
月
15
日
、群
馬
県
議
会 

牛
木

議
員
ご
紹
介
の
も
と
、高
齢
者
や
握

力
に
自
信
の
な
い
方
で
も
ペッ
ト
ボ

ト
ル
を
簡
単
に
明
け
る
こ
と
が
出
来

る
便
利
グ
ッ
ズ「
に
ゃ
ん
こ
の
手
」を

町
に
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ

の
製
品
は
、甘
楽
町
の
野
中
精
機

（
野
中
俊
幸
社
長
）で
製
造
さ
れ
て

い
ま
す
。開
発
の
き
っ
か
け
は
、奥
様

の
が
ん
治
療
中
の
握
力
低
下
に
よ
る

「
不
便
を
解
消
し
た
い
」と
い
う
想

い
か
ら
生
ま
れ
、日
々
の
生
活
に
不

便
を
感
じ
て
い
る
方
に
届
た
い
と
の

想
い
で
、ご
寄
附
頂
き
ま
し
た
。

ペッ
ト
ボ
ト
ル
の
ふ
た
が
軽
々
開
く
！
便
利
グ
ッ
ズ

「
に
ゃ
ん
こ
の
手
」を
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た

ペッ
ト
ボ
ト
ル
の
ふ
た
が
軽
々
開
く
！
便
利
グ
ッ
ズ

「
に
ゃ
ん
こ
の
手
」を
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た

　
５
月
２3
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
た

町
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
に
は
、
１６

チ
ー
ム
が
参
加
し
熱
い
戦
い
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
・
参
　
加
：
１６
チ
ー
ム

　
・
一
　
般 

：
８
チ
ー
ム

　
・
中
学
校
： 

８
チ
ー
ム

第
56
回 

町
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

（
結
果
）

第
56
回 

町
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

（
結
果
）

一般の部（敬称略）

優　勝

準優勝

第３位

下仁田クラブ

下仁田クラブ

下仁田クラブ

下仁田クラブ

宮下　剛史
飯嶋　裕輔

畑村　京汰
竹田龍之介

神谷　莉玖
岩井大乃介

上原　啓司
高橋　結

　
登
録
文
化
財「
旧
荻
野
家
」の
家

屋
や
土
蔵
を
活
用
し
た
複
合
ス
ペ
ー

ス「
い
と
ま
。」が
開
業
し
ま
し
た
。

　
明
治・大
正
期
の
面
影
を
残
す
建

物
の
魅
力
を
活
か
し
な
が
ら
、カ

フ
ェ
、展
示
、販
売
、イ
ベ
ン
ト
、撮
影

な
ど
を
行
い
、新
た
な
交
流
や
人
の

流
れ
を
生
み
出
す
場
と
し
て
活
用

さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、町
内
外
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

出
店
者
が
集
う
こ
と
で
、幅
広
い
世

代
や
地
域
の
人
々
に
下
仁
田
の
魅
力

を
知
って
も
ら
う
場
に
も
な
って
い
ま

す
。

　
歴
史
あ
る
建
築
を〝
残
す
〞だ
け

で
な
く
、〝
使
い
な
が
ら
未
来
へつ
な

ぐ
〞取
り
組
み
と
し
て
、若
い
世
代
に

よ
る
新
た
な
地
域
活
用
の
場
と
し
て

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

登
録
文
化
財
を
活
か
し
た
複
合
ス
ペ
ー
ス

歴
史
あ
る
空
間
に
人
が
集
う「
い
と
ま
。」

登
録
文
化
財
を
活
か
し
た
複
合
ス
ペ
ー
ス

歴
史
あ
る
空
間
に
人
が
集
う「
い
と
ま
。」

　
か
つ
て
下
仁
田
の
街
な
か
で
行
わ

れ
て
い
た〝
ひ
な
市
〞の
賑
わ
い
を
現

代
版
と
し
て
復
活
さ
せ
る
街
な
か

周
遊
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
、「
食
・
音
・

市
　
し
も
に
た
Ｆｅｓ
」が
今
年
開

催
さ
れ
ま
す
。現
在
出
店
募
集
中
で

す
の
で
、ご
希
望
の
方
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
イ
ベ
ン
ト
名

食・音・市 

し
も
に
た
Ｆｅｓ

●
開
催
日

２
０
２
６
年
９
月
１３
日（
日
）

●
時
間
　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

●
場
所
　
下
仁
田
街
な
か（
仲
町

本
通
り・仲
町
町
営
駐
車
場・こ
ん

に
ゃ
く
体
験
道
場
前
広
場
他
）

入
場
無
料
　
荒
天
中
止

●
出
店
募
集

○
内
容
　
食
事・特
産
品・手
作
り

小
物・雑
貨・ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ・リ
ラ

ク
ゼ
ー
シ
ョン
な
ど

○
出
店
料
　
２
０
０
０
円（
子
供
向

け
の
体
験
教
室
な
ど
販
売
の
な
い
も

の
は
無
料
）

○
募
集
締
め
切
り

２
０
２
６
年
７
月
２５
日

●
問
い
合
わ
せ
先

Ｖ
ｉ
ｂｒａ
ｔ
ｉｏｎ
　
Ｔａ
ｂ
ｌｅ
現

実
化
委
員
会
　
田
村
　
純一

☎
０
９
０
―
４
１
７
３
―
３
８
６
７

「
食・音・市 

し
も
に
た
F
e
s
」が

開
催
さ
れ
ま
す

「
食・音・市 

し
も
に
た
F
e
s
」が

開
催
さ
れ
ま
す

※昨年のイベントの様子
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身近な情報をお寄せください。総務課（内線503）

TOWN　TOPICS
町の話題町の話題

　
５
月
１６
日・２４
日
に
高
崎
市
浜
川

体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
、第
８
回
群

馬
県
Ｕ
１２
西
毛
地
区
春
季
大
会
で
、

下
仁
田
ミ
ニ
バ
ス
女
子
チ
ー
ム
が
Ｂ

ク
ラ
ス
の
３
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し

た
。

　
当
日
、応
援
に
駆
け
つ
け
て
い
た

だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

※
下
仁
田
ミ
ニ
バ
ス
で
は
団
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。体
験
・
見
学
は
随

時
受
付
中
で
す
！

●
問
い
合
わ
せ
先

ミ
ニ
バ
ス
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
　
黒
澤

☎
０
９
０
―
２
４
９
０
―
４
７
３
６

下
仁
田
ミ
ニ
バ
ス
が
３
位
入
賞
！

下
仁
田
ミ
ニ
バ
ス
が
３
位
入
賞
！

　
高
崎
レ
ッ
ド
ヴ
ィ
ー
ナ
ス（
中
学

生
女
子
野
球
）」の
メ
ン
バ
ー
と
し

て
、下
仁
田
中
学
校
３
年
生
の
高
橋

香
花
さ
ん
が
、中
学
女
子
軟
式
野

球
群
馬
県
大
会
優
勝
を
経
て
、８
月

２０
日
か
ら
京
都
市
で
開
催
さ
れ
る

全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

　
６
月
９
日
に
は
、岩
崎
町
長
へ
全

国
大
会
への
出
場
を
ご
報
告
い
た
だ

き
ま
し
た
。ご
活
躍
を
お
祈
り
ま

す
。 高

橋
香
花
さ
ん（
下
中
3
年
生
）

中
学
女
子
軟
式
野
球
で
全
国
大
会
に
出
場

高
橋
香
花
さ
ん（
下
中
3
年
生
）

中
学
女
子
軟
式
野
球
で
全
国
大
会
に
出
場

　
6
月
15
日
、群
馬
県
議
会 

牛
木

議
員
ご
紹
介
の
も
と
、高
齢
者
や
握

力
に
自
信
の
な
い
方
で
も
ペッ
ト
ボ

ト
ル
を
簡
単
に
明
け
る
こ
と
が
出
来

る
便
利
グ
ッ
ズ「
に
ゃ
ん
こ
の
手
」を

町
に
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ

の
製
品
は
、甘
楽
町
の
野
中
精
機

（
野
中
俊
幸
社
長
）で
製
造
さ
れ
て

い
ま
す
。開
発
の
き
っ
か
け
は
、奥
様

の
が
ん
治
療
中
の
握
力
低
下
に
よ
る

「
不
便
を
解
消
し
た
い
」と
い
う
想

い
か
ら
生
ま
れ
、日
々
の
生
活
に
不

便
を
感
じ
て
い
る
方
に
届
た
い
と
の

想
い
で
、ご
寄
附
頂
き
ま
し
た
。

ペッ
ト
ボ
ト
ル
の
ふ
た
が
軽
々
開
く
！
便
利
グ
ッ
ズ

「
に
ゃ
ん
こ
の
手
」を
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た

ペッ
ト
ボ
ト
ル
の
ふ
た
が
軽
々
開
く
！
便
利
グ
ッ
ズ

「
に
ゃ
ん
こ
の
手
」を
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た

　
５
月
２3
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
た

町
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
に
は
、
１６

チ
ー
ム
が
参
加
し
熱
い
戦
い
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
・
参
　
加
：
１６
チ
ー
ム

　
・
一
　
般 

：
８
チ
ー
ム

　
・
中
学
校
： 

８
チ
ー
ム

第
56
回 

町
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

（
結
果
）

第
56
回 

町
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

（
結
果
）

一般の部（敬称略）

優　勝

準優勝

第３位

下仁田クラブ

下仁田クラブ

下仁田クラブ

下仁田クラブ

宮下　剛史
飯嶋　裕輔

畑村　京汰
竹田龍之介

神谷　莉玖
岩井大乃介

上原　啓司
高橋　結

　
登
録
文
化
財「
旧
荻
野
家
」の
家

屋
や
土
蔵
を
活
用
し
た
複
合
ス
ペ
ー

ス「
い
と
ま
。」が
開
業
し
ま
し
た
。

　
明
治・大
正
期
の
面
影
を
残
す
建

物
の
魅
力
を
活
か
し
な
が
ら
、カ

フ
ェ
、展
示
、販
売
、イ
ベ
ン
ト
、撮
影

な
ど
を
行
い
、新
た
な
交
流
や
人
の

流
れ
を
生
み
出
す
場
と
し
て
活
用

さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、町
内
外
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

出
店
者
が
集
う
こ
と
で
、幅
広
い
世

代
や
地
域
の
人
々
に
下
仁
田
の
魅
力

を
知
って
も
ら
う
場
に
も
な
って
い
ま

す
。

　
歴
史
あ
る
建
築
を〝
残
す
〞だ
け

で
な
く
、〝
使
い
な
が
ら
未
来
へつ
な

ぐ
〞取
り
組
み
と
し
て
、若
い
世
代
に

よ
る
新
た
な
地
域
活
用
の
場
と
し
て

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

登
録
文
化
財
を
活
か
し
た
複
合
ス
ペ
ー
ス

歴
史
あ
る
空
間
に
人
が
集
う「
い
と
ま
。」

登
録
文
化
財
を
活
か
し
た
複
合
ス
ペ
ー
ス

歴
史
あ
る
空
間
に
人
が
集
う「
い
と
ま
。」

　
か
つ
て
下
仁
田
の
街
な
か
で
行
わ

れ
て
い
た〝
ひ
な
市
〞の
賑
わ
い
を
現

代
版
と
し
て
復
活
さ
せ
る
街
な
か

周
遊
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
、「
食
・
音
・

市
　
し
も
に
た
Ｆｅｓ
」が
今
年
開

催
さ
れ
ま
す
。現
在
出
店
募
集
中
で

す
の
で
、ご
希
望
の
方
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
イ
ベ
ン
ト
名

食・音・市 

し
も
に
た
Ｆｅｓ

●
開
催
日

２
０
２
６
年
９
月
１３
日（
日
）

●
時
間
　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

●
場
所
　
下
仁
田
街
な
か（
仲
町

本
通
り・仲
町
町
営
駐
車
場・こ
ん

に
ゃ
く
体
験
道
場
前
広
場
他
）

入
場
無
料
　
荒
天
中
止

●
出
店
募
集

○
内
容
　
食
事・特
産
品・手
作
り

小
物・雑
貨・ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ・リ
ラ

ク
ゼ
ー
シ
ョン
な
ど

○
出
店
料
　
２
０
０
０
円（
子
供
向

け
の
体
験
教
室
な
ど
販
売
の
な
い
も

の
は
無
料
）

○
募
集
締
め
切
り

２
０
２
６
年
７
月
２５
日

●
問
い
合
わ
せ
先

Ｖ
ｉ
ｂｒａ
ｔ
ｉｏｎ
　
Ｔａ
ｂ
ｌｅ
現

実
化
委
員
会
　
田
村
　
純一

☎
０
９
０
―
４
１
７
３
―
３
８
６
７

「
食・音・市 

し
も
に
た
F
e
s
」が

開
催
さ
れ
ま
す

「
食・音・市 

し
も
に
た
F
e
s
」が

開
催
さ
れ
ま
す

※昨年のイベントの様子

23 22下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた



　
だ
れ
も
１
人
に
さ
せ
な
い
学
校
に
す
る
た
め
に
、耳
が
聞
こ
え
な
い
子
や
目
が

見
え
な
い
子
の
た
め
に
手
話
や
点
字
を
覚
え
る
こ
と
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。手

話
や
点
字
を
覚
え
る
と
、耳
が
聞
こ
え
な
い
子
や
目
が
見
え
な
い
子
で
も
、み
ん

な
と一緒
に
話
し
た
り
遊
ん
だ
り
で
き
る
か
ら
で
す
。

　
人
権
映
画
鑑
賞
会
の
時
に
「
桜
色
の
風
が
咲
く
」
と
言
う
映
画
を
見
ま
し

た
。そ
の
映
画
に
は
、さ
と
し
と
言
う
主
人
公
が
登
場
し
ま
す
。さ
と
し
に
は
２

人
の
兄
が
い
ま
し
た
。さ
と
し
は
小
さ
い
頃
に
目
が
見
え
な
く
な
り
、高
校
生
の

時
に
耳
ま
で
聞
こ
え
な
く
な
って
し
ま
っ
た
の
で
す
。小
さ
い
頃
は
目
が
見
え
な

く
て
も
ラ
ジ
オ
が
聞
け
た
か
ら
暇
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。け
ど
だ
ん
だ
ん

耳
も
聴
こ
え
な
く
な
り
ラ
ジ
オ
も
聞
け
な
く
な
り
ま
し
た
。さ
と
し
は
そ
の
時

に
病
院
で
矢
野
さ
ん
と
い
う
人
に
点
字
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。ま
た
、さ
と

し
の
お
母
さ
ん
は
、さ
と
し
の
た
め
に
点
字
を
覚
え
て
、さ
と
し
に
点
字
で
書
い

た
手
紙
を
送
って
い
ま
し
た
。さ
と
し
は
何
も
見
え
な
い
、音
も
聞
こ
え
な
い
、色

ん
な
人
の
楽
し
そ
う
な
話
し
声
が
聴
こ
え
な
い
と
い
う
状
況
で
し
た
が
、
お
母

さ
ん
が
さ
と
し
の
こ
と
を
考
え
て
そ
ば
に
い
て
く
れ
て
、
色
々
な
こ
と
を
し
て
く

れ
た
か
ら
さ
と
し
は
助
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、さ
と
し
は
耳
と
目
が
聞

こ
え
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い
、
お
医
者
さ
ん
に「
一日
に
十
キ
ロ
走
る
か
五
千

回
な
わ
と
び
を
す
る
こ
と
、
ご
飯
を一日一食
に
し
た
ら
治
る
。」と
言
わ
れ
た
の

で
、
治
る
こ
と
を
信
じ
て
が
ん
ば
り
ま
し
た
。し
か
し
、
続
け
て
も
治
る
こ
と
は

な
く
、
さ
と
し
は
治
す
の
を
諦
め
ま
し
た
。そ
こ
で
お
母
さ
ん
が
指
で
点
字
を

し
ま
し
た
。　
お
母
さ
ん
の
お
か
げ
で
耳
や
目
が
聞
こ
え
な
く
て
も
見
え
な
く

て
も
話
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
し
て
さ
と
し
は
大
学
に
進
学
し
て
、
目

が
見
え
な
い
、耳
が
聞
こ
え
な
い
初
の
大
学
教
授
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
こ
の
話
は
お
母
さ
ん
の
愛
が
伝
わ
る
話
な
の
で
ぜ
ひ
見
て
く
だ
さ
い
。私
は
学

校
生
活
で
、
手
話
や
点
字
を
覚
え
た
り
、み
ん
な
の
こ
と
を
も
っ
と
知
っ
た
り
し

て
、だ
れ
も
１
人
に
さ
せ
な
い
学
校
に
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

作文
優秀賞

ひ
と
り
じ
ゃ
な
い
よ

下
仁
田
小
学
校

　四
年

　芝
田

　結
菜

し
ば
た

ゆ
い
な

人権尊重作品人権尊重作品

　
誰
も一人
に
さ
せ
な
い
学
校
に
し
て
い
く
た
め
に
、私
は「
一人
一人
の
こ
と
を
知

り
み
ん
な
で
楽
し
ん
で
毎
日
を
送
る
」
と
い
う
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。ど
う
し
て

そ
れ
を
考
え
た
か
と
言
う
と
、「
ひ
と
り
ひ
と
り
違
う
人
で
全
員
が
同
じ
人

じ
ゃ
な
い
か
ら
み
ん
な
で一人
一人
の
こ
と
を
わ
か
る
よ
う
な
学
校
に
し
た
い
」
と

思
っ
た
か
ら
で
す
。

　
人
権
映
画
鑑
賞
会
の
時
に
「
桜
色
の
風
が
咲
く
」
と
い
う
映
画
を
見
ま
し

た
。そ
の
映
画
は
３
人
兄
弟
の一番
下
の
子
が
主
人
公
に
な
って
い
て
主
人
公
の

名
前
は「
さ
と
し
」
と
い
う
名
前
で
し
た
。さ
と
し
は
小
さ
い
時
に
右
目
が
見
え

な
く
な
り
、
９
才
の
時
に
左
目
が
見
え
な
く
な
り
世
界
が
見
え
な
く
な
って
し

ま
い
ま
し
た
。そ
ん
な
さ
と
し
を
お
母
さ
ん
は
毎
日
支
え
て
い
き
、
何
が
あ
って

も
さ
と
し
の
そ
ば
に
い
ま
し
た
。高
校
生
の
時
さ
と
し
は
聴
力
を
だ
ん
だ
ん
失
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。医
者
に
、「
食
は一日一食
、
毎
日
十
キ
ロ
走
っ
た
ら
耳
が
聞
こ

え
る
よ
う
に
な
る
」
と
言
わ
れ
て
そ
の
生
活
を
さ
と
し
は
続
け
て
い
ま
し
た
。し

か
し
、さ
と
し
は
途
中
で
諦
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。さ
と
し
は
周
り
の
人
が
何
を

言
って
る
か
わ
か
ら
な
い
た
め
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
取
る
こ
と
に
苦
労
し
て
い

ま
し
た
。そ
こ
で
、お
母
さ
ん
は
さ
と
し
に
点
字
を
打
って
る
時
の
指
の
動
き
を
、

さ
と
し
の
手
に
触
れ
な
が
ら
し
て
、会
話
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。あ
る
程
度

の
人
と
し
か
話
せ
な
い
で
す
が
、
さ
と
し
は
耳
が
聞
こ
え
な
く
て
も
話
せ
る
の

が
嬉
し
か
っ
た
の
で
な
い
か
と
私
は
考
え
ま
し
た
。学
校
で
も
人
と
話
せ
る
こ
と

が
で
き
て
、
さ
と
し
は
久
し
ぶ
り
に
友
達
と
話
せ
て
喜
ん
で
い
ま
し
た
。耳
が
聞

こ
え
な
い
の
で
ピ
ア
ノ
の
音
は
聞
こ
え
な
い
で
す
が
、
振
動
で
ピ
ア
ノ
を
聴
い
て
い

ま
し
た
。私
は
そ
ん
な
さ
と
し
を
、「
目
が
見
え
な
い
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、耳
も
聞

こ
え
な
い
の
に
、
努
力
し
て
普
通
に
過
ご
そ
う
と
し
て
い
て
す
ご
い
な
。」と
思
い

ま
し
た
。

　
こ
の
映
画
を
き
っ
か
け
に
、私
は
そ
の
人
の
こ
と
を
よ
く
知
り
み
ん
な
で
毎
日

が
楽
し
い
学
校
生
活
に
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。色
々
な
人
が
支
え
合
って
ど
ん

作文
優秀賞

普
通
の
世
界
を
失
っ
て
も

下
仁
田
小
学
校

　四
年

　茂
木

　美
希

も
て
き

み
き

令和7年度　人権尊重を考えるコンクール令和7年度　人権尊重を考えるコンクール

昨年度のコンクールに入選した小・中学生の作品を、数回に分けて町民の皆様にご紹介し
ます。児童・生徒の素晴らしい作品をご覧になり、人権について、もう一度考えてみましょう。
※掲載者の学校・学年は、令和7年度のものです。

いしい じょうこう

うれしいね
みんなのえがおを
みていると
下仁田小学校　1年　　石井　成晃

人権標語
優秀賞

こすだ はる

仲良しの輪
みんなの笑顔
輝くよ
下仁田小学校　1年　　小須田　晴

人権標語
優秀賞

くろさわ

なか

かがや

え がお

よ わ

ちせ

いやなこと
あったらだれに
そうだんしよう

下仁田小学校　1年　　黒澤　知世

人権標語
優秀賞

な
人
で
も
楽
し
く
で
き
る
よ
う
な
世
界
が
い
つ
か
で
き
る
と
私
は
思
っ
て
い
ま

す
。　
こ
れ
か
ら
も一人
一人
の
こ
と
を
大
事
に
し
て
、
毎
日
み
ん
な
が
楽
し
い
と

思
え
る
学
校
生
活
を
送
り
た
い
で
す
。

スマホ教室 ７月開催の受講者募集について

７月１３日（月）活性化センター（本宿）
①　９：３０～１０：３０　「スマホ初心者向け講座」
②１１：００～１２：００　「スマホ中級者向け講座」
③１３：３０～１４：３０　「スマホ初心者向け講座」
④１５：００～１６：００　「スマホ中級者向け講座」

開催日／開催場所

開催時間・内容
（１日４回開催）
※各回定員３名まで

【7月の開催内容】（初心者…基本操作、マップやLINEの使い方など　中級者…QRコードの読取、音声操作など）

※教室への参加は、原則予約制となっております。ご予約は以下へ連絡してください。

お住いの地域に関係なく、ご参加いただけます。
ご予約のない方でも、相談を受け付けます。（予約者を優先させていただきます。）

スマホ教室予約専用窓口　●受付時間：午前９時から午後５時まで

※年中無休（土日祝日も受付いたします。）
０８００－１１１－９４４２（通話料無料）

●ご予約・キャンセル以外の問い合わせ先　企画課地域創生係　☎82-2111（内線513）●ご予約・キャンセル以外の問い合わせ先　企画課地域創生係　☎82-2111（内線513）

24広
報しもにた25 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）



　
だ
れ
も
１
人
に
さ
せ
な
い
学
校
に
す
る
た
め
に
、耳
が
聞
こ
え
な
い
子
や
目
が

見
え
な
い
子
の
た
め
に
手
話
や
点
字
を
覚
え
る
こ
と
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。手

話
や
点
字
を
覚
え
る
と
、耳
が
聞
こ
え
な
い
子
や
目
が
見
え
な
い
子
で
も
、み
ん

な
と一緒
に
話
し
た
り
遊
ん
だ
り
で
き
る
か
ら
で
す
。

　
人
権
映
画
鑑
賞
会
の
時
に
「
桜
色
の
風
が
咲
く
」
と
言
う
映
画
を
見
ま
し

た
。そ
の
映
画
に
は
、さ
と
し
と
言
う
主
人
公
が
登
場
し
ま
す
。さ
と
し
に
は
２

人
の
兄
が
い
ま
し
た
。さ
と
し
は
小
さ
い
頃
に
目
が
見
え
な
く
な
り
、高
校
生
の

時
に
耳
ま
で
聞
こ
え
な
く
な
って
し
ま
っ
た
の
で
す
。小
さ
い
頃
は
目
が
見
え
な

く
て
も
ラ
ジ
オ
が
聞
け
た
か
ら
暇
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。け
ど
だ
ん
だ
ん

耳
も
聴
こ
え
な
く
な
り
ラ
ジ
オ
も
聞
け
な
く
な
り
ま
し
た
。さ
と
し
は
そ
の
時

に
病
院
で
矢
野
さ
ん
と
い
う
人
に
点
字
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。ま
た
、さ
と

し
の
お
母
さ
ん
は
、さ
と
し
の
た
め
に
点
字
を
覚
え
て
、さ
と
し
に
点
字
で
書
い

た
手
紙
を
送
って
い
ま
し
た
。さ
と
し
は
何
も
見
え
な
い
、音
も
聞
こ
え
な
い
、色

ん
な
人
の
楽
し
そ
う
な
話
し
声
が
聴
こ
え
な
い
と
い
う
状
況
で
し
た
が
、
お
母

さ
ん
が
さ
と
し
の
こ
と
を
考
え
て
そ
ば
に
い
て
く
れ
て
、
色
々
な
こ
と
を
し
て
く

れ
た
か
ら
さ
と
し
は
助
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、さ
と
し
は
耳
と
目
が
聞

こ
え
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い
、
お
医
者
さ
ん
に「
一日
に
十
キ
ロ
走
る
か
五
千

回
な
わ
と
び
を
す
る
こ
と
、
ご
飯
を一日一食
に
し
た
ら
治
る
。」と
言
わ
れ
た
の

で
、
治
る
こ
と
を
信
じ
て
が
ん
ば
り
ま
し
た
。し
か
し
、
続
け
て
も
治
る
こ
と
は

な
く
、
さ
と
し
は
治
す
の
を
諦
め
ま
し
た
。そ
こ
で
お
母
さ
ん
が
指
で
点
字
を

し
ま
し
た
。　
お
母
さ
ん
の
お
か
げ
で
耳
や
目
が
聞
こ
え
な
く
て
も
見
え
な
く

て
も
話
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
し
て
さ
と
し
は
大
学
に
進
学
し
て
、
目

が
見
え
な
い
、耳
が
聞
こ
え
な
い
初
の
大
学
教
授
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
こ
の
話
は
お
母
さ
ん
の
愛
が
伝
わ
る
話
な
の
で
ぜ
ひ
見
て
く
だ
さ
い
。私
は
学

校
生
活
で
、
手
話
や
点
字
を
覚
え
た
り
、み
ん
な
の
こ
と
を
も
っ
と
知
っ
た
り
し

て
、だ
れ
も
１
人
に
さ
せ
な
い
学
校
に
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

作文
優秀賞

ひ
と
り
じ
ゃ
な
い
よ

下
仁
田
小
学
校

　四
年

　芝
田

　結
菜

し
ば
た

ゆ
い
な

人権尊重作品人権尊重作品

　
誰
も一人
に
さ
せ
な
い
学
校
に
し
て
い
く
た
め
に
、私
は「
一人
一人
の
こ
と
を
知

り
み
ん
な
で
楽
し
ん
で
毎
日
を
送
る
」
と
い
う
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。ど
う
し
て

そ
れ
を
考
え
た
か
と
言
う
と
、「
ひ
と
り
ひ
と
り
違
う
人
で
全
員
が
同
じ
人

じ
ゃ
な
い
か
ら
み
ん
な
で一人
一人
の
こ
と
を
わ
か
る
よ
う
な
学
校
に
し
た
い
」
と

思
っ
た
か
ら
で
す
。

　
人
権
映
画
鑑
賞
会
の
時
に
「
桜
色
の
風
が
咲
く
」
と
い
う
映
画
を
見
ま
し

た
。そ
の
映
画
は
３
人
兄
弟
の一番
下
の
子
が
主
人
公
に
な
って
い
て
主
人
公
の

名
前
は「
さ
と
し
」
と
い
う
名
前
で
し
た
。さ
と
し
は
小
さ
い
時
に
右
目
が
見
え

な
く
な
り
、
９
才
の
時
に
左
目
が
見
え
な
く
な
り
世
界
が
見
え
な
く
な
って
し

ま
い
ま
し
た
。そ
ん
な
さ
と
し
を
お
母
さ
ん
は
毎
日
支
え
て
い
き
、
何
が
あ
って

も
さ
と
し
の
そ
ば
に
い
ま
し
た
。高
校
生
の
時
さ
と
し
は
聴
力
を
だ
ん
だ
ん
失
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。医
者
に
、「
食
は一日一食
、
毎
日
十
キ
ロ
走
っ
た
ら
耳
が
聞
こ

え
る
よ
う
に
な
る
」
と
言
わ
れ
て
そ
の
生
活
を
さ
と
し
は
続
け
て
い
ま
し
た
。し

か
し
、さ
と
し
は
途
中
で
諦
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。さ
と
し
は
周
り
の
人
が
何
を

言
って
る
か
わ
か
ら
な
い
た
め
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
取
る
こ
と
に
苦
労
し
て
い

ま
し
た
。そ
こ
で
、お
母
さ
ん
は
さ
と
し
に
点
字
を
打
って
る
時
の
指
の
動
き
を
、

さ
と
し
の
手
に
触
れ
な
が
ら
し
て
、会
話
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。あ
る
程
度

の
人
と
し
か
話
せ
な
い
で
す
が
、
さ
と
し
は
耳
が
聞
こ
え
な
く
て
も
話
せ
る
の

が
嬉
し
か
っ
た
の
で
な
い
か
と
私
は
考
え
ま
し
た
。学
校
で
も
人
と
話
せ
る
こ
と

が
で
き
て
、
さ
と
し
は
久
し
ぶ
り
に
友
達
と
話
せ
て
喜
ん
で
い
ま
し
た
。耳
が
聞

こ
え
な
い
の
で
ピ
ア
ノ
の
音
は
聞
こ
え
な
い
で
す
が
、
振
動
で
ピ
ア
ノ
を
聴
い
て
い

ま
し
た
。私
は
そ
ん
な
さ
と
し
を
、「
目
が
見
え
な
い
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、耳
も
聞

こ
え
な
い
の
に
、
努
力
し
て
普
通
に
過
ご
そ
う
と
し
て
い
て
す
ご
い
な
。」と
思
い

ま
し
た
。

　
こ
の
映
画
を
き
っ
か
け
に
、私
は
そ
の
人
の
こ
と
を
よ
く
知
り
み
ん
な
で
毎
日

が
楽
し
い
学
校
生
活
に
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。色
々
な
人
が
支
え
合
って
ど
ん

作文
優秀賞

普
通
の
世
界
を
失
っ
て
も

下
仁
田
小
学
校

　四
年

　茂
木

　美
希

も
て
き

み
き

令和7年度　人権尊重を考えるコンクール令和7年度　人権尊重を考えるコンクール

昨年度のコンクールに入選した小・中学生の作品を、数回に分けて町民の皆様にご紹介し
ます。児童・生徒の素晴らしい作品をご覧になり、人権について、もう一度考えてみましょう。
※掲載者の学校・学年は、令和7年度のものです。

いしい じょうこう

うれしいね
みんなのえがおを
みていると
下仁田小学校　1年　　石井　成晃

人権標語
優秀賞

こすだ はる

仲良しの輪
みんなの笑顔
輝くよ
下仁田小学校　1年　　小須田　晴

人権標語
優秀賞

くろさわ

なか

かがや

え がお

よ わ

ちせ

いやなこと
あったらだれに
そうだんしよう

下仁田小学校　1年　　黒澤　知世

人権標語
優秀賞

な
人
で
も
楽
し
く
で
き
る
よ
う
な
世
界
が
い
つ
か
で
き
る
と
私
は
思
っ
て
い
ま

す
。　
こ
れ
か
ら
も一人
一人
の
こ
と
を
大
事
に
し
て
、
毎
日
み
ん
な
が
楽
し
い
と

思
え
る
学
校
生
活
を
送
り
た
い
で
す
。

スマホ教室 ７月開催の受講者募集について

７月１３日（月）活性化センター（本宿）
①　９：３０～１０：３０　「スマホ初心者向け講座」
②１１：００～１２：００　「スマホ中級者向け講座」
③１３：３０～１４：３０　「スマホ初心者向け講座」
④１５：００～１６：００　「スマホ中級者向け講座」

開催日／開催場所

開催時間・内容
（１日４回開催）
※各回定員３名まで

【7月の開催内容】（初心者…基本操作、マップやLINEの使い方など　中級者…QRコードの読取、音声操作など）

※教室への参加は、原則予約制となっております。ご予約は以下へ連絡してください。

お住いの地域に関係なく、ご参加いただけます。
ご予約のない方でも、相談を受け付けます。（予約者を優先させていただきます。）

スマホ教室予約専用窓口　●受付時間：午前９時から午後５時まで

※年中無休（土日祝日も受付いたします。）
０８００－１１１－９４４２（通話料無料）

●ご予約・キャンセル以外の問い合わせ先　企画課地域創生係　☎82-2111（内線513）●ご予約・キャンセル以外の問い合わせ先　企画課地域創生係　☎82-2111（内線513）

24広
報しもにた25 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）



健康健康

子
ど
も
を
車
内
に
残
し
た
ま
ま

車
か
ら
離
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
！

　
毎
年
、車
内
に
放
置
さ
れ
た
子
ど

も
が
熱
中
症
で
命
を
落
と
す
痛
ま
し

い
事
件
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。た
と
え

短
時
間
で
も
、車
内
は
急
激
に
高
温

と
な
り
、体
温
調
整
が
未
熟
な
子
ど

も
は
あ
っ
と
い
う
間
に
命
の
危
険
に
さ

ら
さ
れ
ま
す
。

　「一時
的
に
離
れ
る
だ
け
」「
す
ぐ
戻

る
か
ら
大
丈
夫
」な
ど
の
油
断
や
思
い

込
み
は
大
変
危
険
で
す
。

　
理
由・時
間
の
長
さ・季
節
や
天
候

を
問
わ
ず
、子
ど
も
を
車
内
に
残
し
た

ま
ま
車
か
ら
離
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。ま
た
、子
ど
も
が
自
分
で
鍵

を
閉
め
て
車
内
に
閉
じ
込
め
ら
れ
る

事
故
も
あ
る
た
め
、車
の
鍵
は
子
ど
も

に
持
た
せ
ず
に
大
人
が
必
ず
管
理
し

ま
し
ょ
う
。

　
他
人
事
と
思
わ
ず
に
、周
り
の
大

人
が
安
全
に
見
守
る
意
識
を
持
ち
、

社
会
的
に
周
囲
が
優
し
い
目
で
見
守

る
こ
と
も
重
要
に
な
り
ま
す
。

　
も
し
、子
ど
も
が
車
内
に
残
さ
れ
て

い
た
場
面
に
遭
遇
し
た
ら
、す
ぐ
に
警

察
と
消
防
に
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
先

保
健
課
保
健
係
　
☎
82
―
５
４
９
０

子
ど
も
の
里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か

　
群
馬
県
で
は
、さ
ま
ざ
ま
な
事
情
か

ら
家
庭
で
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
子
ど
も
を
、家
族
の一員
と
し
て
迎

え
入
れ
、愛
情
と
誠
意
を
も
って
養
育

し
て
く
だ
さ
る
里
親
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　
西
部
児
童
相
談
所（
富
岡
市
田
島

３
４
３
―
１
富
岡
合
同
庁
舎
内
）は
、

里
親
に
関
心
の
あ
る
人
を
対
象
に
、里

親
制
度
や
里
親
に
な
る
た
め
の
手
続

き
等
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

●
日
時

７
月
２１
日（
火
）午
後
２
時
〜
３
時

８
月
１８
日（
火
）午
後
２
時
〜
３
時

９
月
３
日（
木
）午
前
１０
時
〜
１１
時

１０
月
１７
日（
土
）午
前
１０
時
〜
１１
時

１１
月
２４
日（
火
）午
後
２
時
〜
３
時

●
会
場
　西
部
児
童
相
談
所（
富
岡

市
田
島
３
４
３
―
１
富
岡
合
同
庁
舎

内
）

●
対
象
　
里
親
に
関
心
の
あ
る
人
や

養
子
縁
組
を
検
討
し
て
い
る
人

●
費
用
　
無
料

●
申
し
込
み
　
事
前
に
電
話
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

西
部
児
童
相
談
所（
☎
０
２
７
４
―

６７
―
５
５
７
５
）

自
死
遺
族
相
談
の
ご
案
内

　
ご
家
族
等
の
大
切
な
人
を
自
死
で

亡
く
し
た
と
き
、遺
さ
れ
た
方
が
大
き

な
シ
ョッ
ク
を
受
け
、悲
し
み
、不
安
、

怒
り
な
ど
の
様
々
な
感
情
を
抱
く
の

は
自
然
な
こ
と
で
す
。

　
し
か
し
、そ
の
気
持
ち
を
周
囲
に
話

す
こ
と
は
難
し
く
、複
雑
な
気
持
ち
を

ひ
と
り
で
抱
え
る
方
も
多
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。群
馬
県
こ
こ
ろ
の
健
康

セ
ン
タ
ー
で
は
、ご
遺
族
等
が
安
心
し

て
思
い
を
語
れ
る
自
死
遺
族
相
談
を

実
施
し
て
い
ま
す
。精
神
科
医
師・保

健
師
が
お
話
を
伺
い
、秘
密
は
堅
く

守
ら
れ
ま
す
。

●
対
象
者

ご
家
族
等
を
自
死
で
亡
く
さ
れ
た
方

（
家
族
、婚
約
者
、親
し
い
友
人
な
ど
）

●
日
時

毎
月
第
２
金
曜
日
及
び
９・３
月
第

３
土
曜
日
午
前
９
時
か
ら（
予
約
制
）

●
場
所

群
馬
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー（
前

橋
市
野
中
町
３
６
８
）

●
申
込
み
方
法

事
前
に
群
馬
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン

タ
ー
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。☎
０
２
７
―
２
６
３
―
１
１
５
６

7月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保 育 園
会 場
実 施 日
時 間
対 象 児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児とその保護者

7月16日（木）
午前１０時～１1時

動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～金曜日：午前9時～正午

親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

こども園ホール内 保育園内

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付けています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ先　馬山こども園　８２－２３２３　青 倉 保 育 園 　８２－２５４９　役場 福祉課福祉係　６４－８８０３（直通）

親
子
の

集
い
の
広
場

親子ふれあい遊び
月齢により赤ちゃんマッサージ
保育園児と遊ぼう・園庭解放

7月14日（火）
午前１０時～１1時30分

介
護
保
険
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
へ

●
介
護
保
険
負
担
割
合
証
を
郵
送
し
ま
す

　
事
業
対
象
者
・
要
支
援
・
要
介

護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
全
員
に
、介

護
保
険
利
用
時
の
負
担
割
合
を
記
載

し
た「
介
護
保
険
負
担
割
合
証
」を
発

行
し
ま
す
。（
７
月
中
旬
発
送
予
定
）

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方
は
、
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
ま
た
は
入
所
施
設
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。有
効
期
限
は
、
８
月
１
日
か

ら
翌
年
の
７
月
31
日
ま
で
で
す
。

●
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証

の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

　
介
護
保
険
施
設
（
介
護
老
人
福
祉

施
設
、
介
護
老
人
保
健
施
設
及
び
介

護
医
療
院
）に
入
所
、ま
た
は
短
期
入

所
生
活
・
療
養
介
護
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
）を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
で
、一定
の

要
件
を
満
た
す
方
は
、
食
費
及
び
居

住
費
の
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。申

請
書
に
加
え
、通
帳
の
写
し
、金
融
機

関
な
ど
へ
の
預
貯
金
照
会
の
同
意
書

を
添
付
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
前
年
度
に
認
定
を
受
け
、
現
在
も

介
護
保
険
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方
、

ま
た
は
定
期
的
に
短
期
入
所
な
ど
を

利
用
し
て
い
る
方
に
は
、
更
新
の
お
知

ら
せ
と
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。

　
な
お
、「
負
担
限
度
額
認
定
証
」は

施
設
に
提
出
し
な
け
れ
ば
減
額
さ
れ

ま
せ
ん
。忘
れ
ず
に
施
設
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。有
効
期
限
は
、
８
月
１
日

か
ら
翌
年
の
７
月
３１
日
ま
で
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
介
護
保
険
係

☎
82
―
８
８
０
２（
直
通
）
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健康健康

子
ど
も
を
車
内
に
残
し
た
ま
ま

車
か
ら
離
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
！

　
毎
年
、車
内
に
放
置
さ
れ
た
子
ど

も
が
熱
中
症
で
命
を
落
と
す
痛
ま
し

い
事
件
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。た
と
え

短
時
間
で
も
、車
内
は
急
激
に
高
温

と
な
り
、体
温
調
整
が
未
熟
な
子
ど

も
は
あ
っ
と
い
う
間
に
命
の
危
険
に
さ

ら
さ
れ
ま
す
。

　「一時
的
に
離
れ
る
だ
け
」「
す
ぐ
戻

る
か
ら
大
丈
夫
」な
ど
の
油
断
や
思
い

込
み
は
大
変
危
険
で
す
。

　
理
由・時
間
の
長
さ・季
節
や
天
候

を
問
わ
ず
、子
ど
も
を
車
内
に
残
し
た

ま
ま
車
か
ら
離
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。ま
た
、子
ど
も
が
自
分
で
鍵

を
閉
め
て
車
内
に
閉
じ
込
め
ら
れ
る

事
故
も
あ
る
た
め
、車
の
鍵
は
子
ど
も

に
持
た
せ
ず
に
大
人
が
必
ず
管
理
し

ま
し
ょ
う
。

　
他
人
事
と
思
わ
ず
に
、周
り
の
大

人
が
安
全
に
見
守
る
意
識
を
持
ち
、

社
会
的
に
周
囲
が
優
し
い
目
で
見
守

る
こ
と
も
重
要
に
な
り
ま
す
。

　
も
し
、子
ど
も
が
車
内
に
残
さ
れ
て

い
た
場
面
に
遭
遇
し
た
ら
、す
ぐ
に
警

察
と
消
防
に
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
先

保
健
課
保
健
係
　
☎
82
―
５
４
９
０

子
ど
も
の
里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か

　
群
馬
県
で
は
、さ
ま
ざ
ま
な
事
情
か

ら
家
庭
で
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
子
ど
も
を
、家
族
の一員
と
し
て
迎

え
入
れ
、愛
情
と
誠
意
を
も
って
養
育

し
て
く
だ
さ
る
里
親
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　
西
部
児
童
相
談
所（
富
岡
市
田
島

３
４
３
―
１
富
岡
合
同
庁
舎
内
）は
、

里
親
に
関
心
の
あ
る
人
を
対
象
に
、里

親
制
度
や
里
親
に
な
る
た
め
の
手
続

き
等
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

●
日
時

７
月
２１
日（
火
）午
後
２
時
〜
３
時

８
月
１８
日（
火
）午
後
２
時
〜
３
時

９
月
３
日（
木
）午
前
１０
時
〜
１１
時

１０
月
１７
日（
土
）午
前
１０
時
〜
１１
時

１１
月
２４
日（
火
）午
後
２
時
〜
３
時

●
会
場
　西
部
児
童
相
談
所（
富
岡

市
田
島
３
４
３
―
１
富
岡
合
同
庁
舎

内
）

●
対
象
　
里
親
に
関
心
の
あ
る
人
や

養
子
縁
組
を
検
討
し
て
い
る
人

●
費
用
　
無
料

●
申
し
込
み
　
事
前
に
電
話
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

西
部
児
童
相
談
所（
☎
０
２
７
４
―

６７
―
５
５
７
５
）

自
死
遺
族
相
談
の
ご
案
内

　
ご
家
族
等
の
大
切
な
人
を
自
死
で

亡
く
し
た
と
き
、遺
さ
れ
た
方
が
大
き

な
シ
ョッ
ク
を
受
け
、悲
し
み
、不
安
、

怒
り
な
ど
の
様
々
な
感
情
を
抱
く
の

は
自
然
な
こ
と
で
す
。

　
し
か
し
、そ
の
気
持
ち
を
周
囲
に
話

す
こ
と
は
難
し
く
、複
雑
な
気
持
ち
を

ひ
と
り
で
抱
え
る
方
も
多
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。群
馬
県
こ
こ
ろ
の
健
康

セ
ン
タ
ー
で
は
、ご
遺
族
等
が
安
心
し

て
思
い
を
語
れ
る
自
死
遺
族
相
談
を

実
施
し
て
い
ま
す
。精
神
科
医
師・保

健
師
が
お
話
を
伺
い
、秘
密
は
堅
く

守
ら
れ
ま
す
。

●
対
象
者

ご
家
族
等
を
自
死
で
亡
く
さ
れ
た
方

（
家
族
、婚
約
者
、親
し
い
友
人
な
ど
）

●
日
時

毎
月
第
２
金
曜
日
及
び
９・３
月
第

３
土
曜
日
午
前
９
時
か
ら（
予
約
制
）

●
場
所

群
馬
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー（
前

橋
市
野
中
町
３
６
８
）

●
申
込
み
方
法

事
前
に
群
馬
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン

タ
ー
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。☎
０
２
７
―
２
６
３
―
１
１
５
６

7月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保 育 園
会 場
実 施 日
時 間
対 象 児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児とその保護者

7月16日（木）
午前１０時～１1時

動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～金曜日：午前9時～正午

親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

こども園ホール内 保育園内

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付けています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ先　馬山こども園　８２－２３２３　青 倉 保 育 園 　８２－２５４９　役場 福祉課福祉係　６４－８８０３（直通）

親
子
の

集
い
の
広
場

親子ふれあい遊び
月齢により赤ちゃんマッサージ
保育園児と遊ぼう・園庭解放

7月14日（火）
午前１０時～１1時30分

介
護
保
険
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
へ

●
介
護
保
険
負
担
割
合
証
を
郵
送
し
ま
す

　
事
業
対
象
者
・
要
支
援
・
要
介

護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
全
員
に
、介

護
保
険
利
用
時
の
負
担
割
合
を
記
載

し
た「
介
護
保
険
負
担
割
合
証
」を
発

行
し
ま
す
。（
７
月
中
旬
発
送
予
定
）

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方
は
、
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
ま
た
は
入
所
施
設
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。有
効
期
限
は
、
８
月
１
日
か

ら
翌
年
の
７
月
31
日
ま
で
で
す
。

●
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証

の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

　
介
護
保
険
施
設
（
介
護
老
人
福
祉

施
設
、
介
護
老
人
保
健
施
設
及
び
介

護
医
療
院
）に
入
所
、ま
た
は
短
期
入

所
生
活
・
療
養
介
護
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
）を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
で
、一定
の

要
件
を
満
た
す
方
は
、
食
費
及
び
居

住
費
の
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。申

請
書
に
加
え
、通
帳
の
写
し
、金
融
機

関
な
ど
へ
の
預
貯
金
照
会
の
同
意
書

を
添
付
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
前
年
度
に
認
定
を
受
け
、
現
在
も

介
護
保
険
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方
、

ま
た
は
定
期
的
に
短
期
入
所
な
ど
を

利
用
し
て
い
る
方
に
は
、
更
新
の
お
知

ら
せ
と
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。

　
な
お
、「
負
担
限
度
額
認
定
証
」は

施
設
に
提
出
し
な
け
れ
ば
減
額
さ
れ

ま
せ
ん
。忘
れ
ず
に
施
設
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。有
効
期
限
は
、
８
月
１
日

か
ら
翌
年
の
７
月
３１
日
ま
で
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
介
護
保
険
係

☎
82
―
８
８
０
２（
直
通
）

27 26下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた



年中無休・24時間対応。富岡甘楽地域住民専用の電話相
談です。相談の分野ごとに医師や看護師などの専門スタッフ
が応対します。
●受付内容
健康・医療・介護・看護・育児・栄養・心の健康についての相
談、医療機関や相談機関の情報提供
●問い合わせ先
　保健課保健係　☎82－5490

●診察日　日曜日、祝日
●診療場所　休日診療所
　　　　　　（公立富岡総合病院隣）
　　　　　　富岡２０３７番地１
●問い合わせ先　☎64－1939
※詳細はお問い合わせください。

休日診療所 富岡市甘楽郡医師会

緊急時にご利用ください。
●休日診療実施日　日曜、祝祭日、年末年始
●診察時間　午前９時～正午
●診療場所　富岡甘楽歯科医師会　口腔保健センター診療所
　　　　　　富岡市七日市640番地1
　　　　　　（公立七日市病院隣）
●問い合わせ先　☎62－1706

歯科休日診療所 富岡甘楽歯科医師会健康ダイヤル24 ☎０１２０－０１２－１９０

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。
緊急時にご利用してください。
◆7月5日（日）小栁　由里子　先生（青葉クリニック）
●診療時間　午前９時～正午
●診療場所　公立富岡総合病院　救急室
●問い合わせ先　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院 休日の小児救急診療
約３分間の健康講話が聞けます
月／持病の薬と歯科治療　火／女性における骨量の変化
水／60歳で24本以上の自分の歯がありますか　木／糖尿病とうまくつきあう人生
金／妊娠中の体重の増加　土日／認知症の人の食べる機能の障害
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
※トラブル防止のため、氏名・連絡先を伺います。
◆９日（木）　歯科　午後７時３０分～８時３０分
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ先　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン 7月 ☎０２７－２３４－４９７０

富岡保健福祉事務所　7月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間 対象者 持ち物 内容

妊娠がわかった人

集団健診（特定、後期、若年）を
受診した人または相談を希望する町民

午前８時３０分～
　　午後５時

午後1時30分～
　　3時30分

7月9日（木）
8月6日（木）

7月10日(金)
7月13日(月)
7月27日(月)
8月21日（金）

予約締切日
8月19日（水）

月～金曜日

受付時間は通知で
お知らせします7月24日（金）

午後１時３０分～
　　３時３０分 全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ、
バスタオル
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと尿

乳幼児は
母子健康手帳

妊娠届出書

健診結果書

問診、計測、小児科診察、
歯科相談、家族計画・授乳・
育児相談、健康相談、離乳
食相談と試食

問診、計測、小児科診察、
歯科健診、歯科相談・希望
者にフッ素塗布、栄養相談
と手作りおやつの試食、健
康相談、心理発達相談

健康相談・栄養相談、介護
相談、血圧測定、育児相
談、授乳相談など
母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

健診結果に関する
健康相談など

令和8年3月～4月生まれ

令和7年12月～令和8年1月生まれ

令和7年9月～10月生まれ

令和7年5月～6月生まれ

令和6年11月～12月生まれ

令和6年5月～6月生まれ

令和5年11月～12月生まれ

令和5年5月～6月生まれ

令和4年11月～12月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」

午後３時から
予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてくだ
さい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気を
もつ本人又はその家族など

エイズ・
性感染症検査

こころの
健康相談

日にち 時間 検査内容 申込先担当

7月14日（火）

7月7日（火）
7月21日（火）

午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝
炎）・尿検査・うがい液検査（クラミジア、淋
菌）＊無料・匿名で受けられます

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談※無料で受けられます。

午後１時～２時
（予約制）

　夜間や休日にお子さんの病気への対応や応急処置などを電話で相
談できます。急な発熱、嘔吐、腹痛などで医療機関を受診すべきか迷っ
た時にお電話ください。保健師・看護師が相談に応じます。
◆電話番号　（携帯電話から）＃８０００
　（IP電話、ダイヤル回線から）０３－６７３５－８８３５　
◆受付日時　月～土曜日：午後６時～翌朝午前８時
日曜日･祝祭日･年末年始：２４時間受付
問い合わせ先　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５３４

＃８０００こども医療でんわ相談

健康健康

　近年、覚醒剤・大麻・危険ドラッグ等の違法薬物の乱用が拡大し、特に３０歳未満の若年層における薬物乱用
の広がりは大変深刻です。
　薬物を乱用すると、身体や心に有毒なだけではなく、自分や大切な人の生活・将来に、大きな影響を及ぼしま
す。また、薬物の依存性によって、使用する量や回数はどんどん増える悪循環に陥り、自分の意思ではやめるこ
とができなくなります。一度ダメージを与えられた脳は、薬物を使う前の状態に戻らないと考えられています。
　薬物をすすめられたら、きっぱりと断り、逃げる勇気を持ちましょう。
〇薬物乱用問題に関する相談電話　警察安全相談（群馬県）　☎０２７－２２４－８０８０
●問い合わせ先　保健課保健係　☎82－5490

「健康カレンダー（7月～8月）」　  会場・問い合わせ　保健センター　☎８２－５４９０

健診後
「健康相談会」

～誰もが安心して暮らせる町を目指して～

●問い合わせ先　福祉課包括支援係（地域包括支援センター）　☎64－8804（直通）

認知症サポーター養成講座を開催しました
　６月５日（金）に、下仁田高校にて１年生１７名と教職員
の方を対象に実施しました。

【感想】

包括支援係では、認知症についての理解を広めるため、町民向けに５人以上集まればサポーター講座を
実施します。受講希望がある方は、お気軽にご連絡ください。

認知症サポーターになりませんか？　

・困った人や高齢者、認知症の人以外の人にもやさしく声をかけて、サポートをしていきたい
と思いました。
・認知症の人は、周りの人に支えてもらいながら日常生活を楽しく送っていることがわかりま
した。

6月～7月は薬物乱用防止広報強化期間です6月～7月は薬物乱用防止広報強化期間です
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年中無休・24時間対応。富岡甘楽地域住民専用の電話相
談です。相談の分野ごとに医師や看護師などの専門スタッフ
が応対します。
●受付内容
健康・医療・介護・看護・育児・栄養・心の健康についての相
談、医療機関や相談機関の情報提供
●問い合わせ先
　保健課保健係　☎82－5490

●診察日　日曜日、祝日
●診療場所　休日診療所
　　　　　　（公立富岡総合病院隣）
　　　　　　富岡２０３７番地１
●問い合わせ先　☎64－1939
※詳細はお問い合わせください。

休日診療所 富岡市甘楽郡医師会

緊急時にご利用ください。
●休日診療実施日　日曜、祝祭日、年末年始
●診察時間　午前９時～正午
●診療場所　富岡甘楽歯科医師会　口腔保健センター診療所
　　　　　　富岡市七日市640番地1
　　　　　　（公立七日市病院隣）
●問い合わせ先　☎62－1706

歯科休日診療所 富岡甘楽歯科医師会健康ダイヤル24 ☎０１２０－０１２－１９０

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。
緊急時にご利用してください。
◆7月5日（日）小栁　由里子　先生（青葉クリニック）
●診療時間　午前９時～正午
●診療場所　公立富岡総合病院　救急室
●問い合わせ先　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院 休日の小児救急診療
約３分間の健康講話が聞けます
月／持病の薬と歯科治療　火／女性における骨量の変化
水／60歳で24本以上の自分の歯がありますか　木／糖尿病とうまくつきあう人生
金／妊娠中の体重の増加　土日／認知症の人の食べる機能の障害
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
※トラブル防止のため、氏名・連絡先を伺います。
◆９日（木）　歯科　午後７時３０分～８時３０分
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ先　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン 7月 ☎０２７－２３４－４９７０

富岡保健福祉事務所　7月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間 対象者 持ち物 内容

妊娠がわかった人

集団健診（特定、後期、若年）を
受診した人または相談を希望する町民

午前８時３０分～
　　午後５時

午後1時30分～
　　3時30分

7月9日（木）
8月6日（木）

7月10日(金)
7月13日(月)
7月27日(月)
8月21日（金）

予約締切日
8月19日（水）

月～金曜日

受付時間は通知で
お知らせします7月24日（金）

午後１時３０分～
　　３時３０分 全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ、
バスタオル
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと尿

乳幼児は
母子健康手帳

妊娠届出書

健診結果書

問診、計測、小児科診察、
歯科相談、家族計画・授乳・
育児相談、健康相談、離乳
食相談と試食

問診、計測、小児科診察、
歯科健診、歯科相談・希望
者にフッ素塗布、栄養相談
と手作りおやつの試食、健
康相談、心理発達相談

健康相談・栄養相談、介護
相談、血圧測定、育児相
談、授乳相談など
母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

健診結果に関する
健康相談など

令和8年3月～4月生まれ

令和7年12月～令和8年1月生まれ

令和7年9月～10月生まれ

令和7年5月～6月生まれ

令和6年11月～12月生まれ

令和6年5月～6月生まれ

令和5年11月～12月生まれ

令和5年5月～6月生まれ

令和4年11月～12月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」

午後３時から
予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてくだ
さい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気を
もつ本人又はその家族など

エイズ・
性感染症検査

こころの
健康相談

日にち 時間 検査内容 申込先担当

7月14日（火）

7月7日（火）
7月21日（火）

午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝
炎）・尿検査・うがい液検査（クラミジア、淋
菌）＊無料・匿名で受けられます

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談※無料で受けられます。

午後１時～２時
（予約制）

　夜間や休日にお子さんの病気への対応や応急処置などを電話で相
談できます。急な発熱、嘔吐、腹痛などで医療機関を受診すべきか迷っ
た時にお電話ください。保健師・看護師が相談に応じます。
◆電話番号　（携帯電話から）＃８０００
　（IP電話、ダイヤル回線から）０３－６７３５－８８３５　
◆受付日時　月～土曜日：午後６時～翌朝午前８時
日曜日･祝祭日･年末年始：２４時間受付
問い合わせ先　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５３４

＃８０００こども医療でんわ相談

健康健康

　近年、覚醒剤・大麻・危険ドラッグ等の違法薬物の乱用が拡大し、特に３０歳未満の若年層における薬物乱用
の広がりは大変深刻です。
　薬物を乱用すると、身体や心に有毒なだけではなく、自分や大切な人の生活・将来に、大きな影響を及ぼしま
す。また、薬物の依存性によって、使用する量や回数はどんどん増える悪循環に陥り、自分の意思ではやめるこ
とができなくなります。一度ダメージを与えられた脳は、薬物を使う前の状態に戻らないと考えられています。
　薬物をすすめられたら、きっぱりと断り、逃げる勇気を持ちましょう。
〇薬物乱用問題に関する相談電話　警察安全相談（群馬県）　☎０２７－２２４－８０８０
●問い合わせ先　保健課保健係　☎82－5490

「健康カレンダー（7月～8月）」　  会場・問い合わせ　保健センター　☎８２－５４９０

健診後
「健康相談会」

～誰もが安心して暮らせる町を目指して～

●問い合わせ先　福祉課包括支援係（地域包括支援センター）　☎64－8804（直通）

認知症サポーター養成講座を開催しました
　６月５日（金）に、下仁田高校にて１年生１７名と教職員
の方を対象に実施しました。

【感想】

包括支援係では、認知症についての理解を広めるため、町民向けに５人以上集まればサポーター講座を
実施します。受講希望がある方は、お気軽にご連絡ください。

認知症サポーターになりませんか？　

・困った人や高齢者、認知症の人以外の人にもやさしく声をかけて、サポートをしていきたい
と思いました。
・認知症の人は、周りの人に支えてもらいながら日常生活を楽しく送っていることがわかりま
した。

6月～7月は薬物乱用防止広報強化期間です6月～7月は薬物乱用防止広報強化期間です
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ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

（清　市）
（　亨　）
（哲　也）
（　健　）
（　貢　）
（　剛　）
（　満　）
（今井信子）
（　準　）
（千枝子）
（ぎ　ん）
（三宅ひかる）　

大　坂
西野牧
東　町
市ノ萱
大　東
西野牧
下青倉
本　宿
大　東
栗　山
吉　崎
下小坂

神戸　武
佐藤ツル子
黒澤　英一
神宮　富三
田中　愛子
佐藤　高
工藤　佐一
神戸　守雄
今井　幸子
今井　清二
神戸　弘
市川　祐信

5月届出分〈敬称略・順不同〉

月
7

の
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未
納
の
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が
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し
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ら

土
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祝
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も
役
場
で
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が

で
き
ま
す
。

日
直
者
が
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前
８
時
３０
分
〜
午

後
５
時
ま
で
対
応
し
ま
す
の
で

ご
利
用
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だ
さ
い
。

※
納
付
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
コ
ン
ビ
ニエ
ン
ス
ス
ト
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等
で
納

付
で
き
ま
す
。

※
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
字
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れ
て
い
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納
付
書
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L
-Q
R

対
応
金
融
機
関
及
び
各
種
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マ
ホ

ア
プ
リ
で
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付
で
き
ま
す
。納
付

方
法
は
地
方
税
共
同
機
構
H
P

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

１０
日（
金
）・
17
日（
金
）・
30
日

（
木
）で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
等

に
よ
り
、順
次
支
払
い
ま
す
。請

求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

10
日（
月
）・
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日（
木
）・
28
日

（
金
）の
予
定
で
す
。

　ま
だ
納
税
し
て
い
な
い
方
は
、

役
場
会
計
課
で
も
納
付
で
き
事

務
費
が
町
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入
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な
り
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

県
自
動
車
税
の
納
税
は

お
済
み
で
す
か
？

固
定
資
産
税
２
期

国
民
健
康
保
険
税
1
期

介
護
保
険
料
1
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
1
期

納
期
限
は
７
月
３１
日（
金
）で
す

7
月
の
支
払
日

8
月
の
支
払
日

人と町を結ぶ情報紙

伝統文化披露公演～伝承の技、次世代へ～
５月３１日（日）文化ホール

本年初参加『中小坂野栗神社/獅子舞』

- 広報しもにた -
shimonita

No 843

7
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告

有
料
広
告

有
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下仁田町商業協同組合

世界遺産 荒船風穴
祝 来場者 １５万人達成！
世界遺産 荒船風穴
祝 来場者 １５万人達成！

恵比寿屋恵比寿屋

㈱KFE（金井
ファームズe）

TEL 0274-82-3200

〒370-2624 群馬県下仁田町大字東野牧2779
TEL 0274(84)3333 FAX 0274(84)2253

Jun.

好評販売中！！

好評販売中！！

岩の隙間から吹き出す冷風を飴に再現！
食べて感じる世界遺産体感キャンディ
岩の隙間から吹き出す冷風を飴に再現！
食べて感じる世界遺産体感キャンディ

人口
　男
　女
世帯

（　 7）
（　 9）
（　 2）
（　 3）

ー

ー

ー

ー
（　）内は前月比

5,811人
2,865人
2,946人

3,012世帯

転入   23人/  出生 1人
転出   16人/  死亡 15人

（6月1日現在）

（5月中）

クイーンニーナクイーンニーナ シャインマスカットシャインマスカット 巨峰巨峰

8月15日頃から9月末まで販売（発送承ります）

有
料
広
告

吉野屋吉野屋 ■営/9：00～18：30　休/日曜日■営/9：00～18：30　休/日曜日

～好評！！バーベキューセット～～好評！！バーベキューセット～7・8月限定7・8月限定
5人前5人前 4，800円4，800円
（味付け牛カルビ、豚肉味付、豚バラ塩、
豚ロース厚切、豚ホルモン）

下仁田町商業協同組合

TEL 0274-84-2408

※３日前までにご注文下さい。

その他、随時ご注文受付中、
お気軽にお問い合わせください。


